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静穏を望む元ＯＬ妻は、ヤンデレ夫の献身に蕩かされる








　プロローグ






　夫の神じん宮ぐう寺じ吉き良らが自分の下に寝転んで、苦し気に息を弾ませていた。

　切れ長の黒瞳は切なそうにこちらを見つめ、上下する裸の胸板にはじんわりと汗を滲ませる。筋肉の均整がとれた長躯は、三十五歳の実年齢を感じさせないほどに若々しかった。

「ぁ……ああ、いい……っ」

　明日香あすかの細い腰を支える腕は逞しく、その指先で肌を撫でられると、照れたようにピンク色に染まってしまう。まるで恋をするように、吐息は乱れ、無意識に腰が揺らぐ。

　自ら猛りに挿入して、腰を振るなど吉良と出会って初めて知ったことだった。

　それも今では手慣れ、彼の欲望を体内に挿入するのに迷いや戸惑いはない。

　そそり立つ猛りを自ら入れることに、責任や義務のようなものすら感じてきたほどだ。

　それは多分、三十歳になって、子作りも大切だが、セックスが楽しくなってきたからだろう。

「奥に……当たってる……っ」

　汗でしっとりと濡れた肌が空気に触れるたび、身体が戦慄く。

　長く伸びたウェイブする黒髪が揺れる。頬にくっついた髪を手で払いのけ、明日香は喘ぐように天井を仰ぐ。

（暑い）

　閉めきった窓から微風すら吹かない。滴る汗は肌を撫で、鍛えられた彼の腹筋に落ちていく。

　熱に浮かれる思考に、蕩ける思いで自分の快楽を伝えようと吉良の手をぎゅっと握る。

「今日は、どうした？　エロいな」

　目を細めて尋ねる彼に、明日香はふっと微笑んだ。

「天気も良いし、身体の調子も良いし……だから、かな……ぁ」

「なら、何も考えるな」

「ん……」

　一瞬、切ない思いが胸に込み上げてきた。

　考えるなと言われると、自分が『いらないもの』のような気分にさせられるのだ。

　この堪え切れない快楽を知って、何度果てても報われないことがひとつだけあるからだろう。

　吉良はそれを考えるなと言っている。

　頭では理解しても、女性としての想いが明日香の心を弱くする。

『何も考えずに快楽に溺れてしまえ』

　そんな命令をされているような錯覚がある。女性として妻として必要なのは身体だけ、そんなむなしい思いにさせられる。

「あっあっあっ！　すご……、やぁ！　奥に何度も当てないで！」

「だめだろ、そうしないとたっぷり注げない」

　ぼんやりしている暇はないとばかりに、腰を使われて突き上げられた。

「吉良……」

　視線を絡ませ、腹の奥で熱がひくひくと蠢くのを感じながら、明日香は愛する夫を見つめる。

「大好き……」

「俺もだ、明日香」

「あっ、でも……今日もゴムは……」

「うん。もちろん、しないよ」

　腰を使われて、切なそうに頬を撫でられた。

　隘路がきゅっと締まり、熱を咥え込む。

　直接伝わる体温や脈打つさまに、身体が震え、吉良との深い繋がりを実感する。

　子宮で夫を感じ、揺さぶられて頭を蕩けさせてしまう。

　次第にこの行為が快楽だけを望んでいるのではないかと考えそうになるが、そんなことも忘れるほど激しくされて、明日香は空気を求めて喘いだ。

　自身で揺れる胸を揉みしだいていると、吉良の手が伸びて下から鷲掴みにしてくる。

「やぁ！」

「先端が尖ってる。ここを押し潰すと、明日香は弱いんだよな？」

　言うなり、ぐにぐにと捏ねまわされてしまう。

　腰が勝手に揺れて、もはや余計な考えも、正常な思考回路も残らない。

「やぁ！　それやめてっ」

「こうすると、明日香は一回イク」

「あっああっ！」

　重点的に攻められると、腹の奥に突き刺さる熱よりも空気に触れている部分の方が弱いことを知らされる。

　明日香が一番鋭敏に反応するのは、ピンク色のぷっくりとした部分だ。

「んんっ！」

「すっごい締まる」

「吉良と繋がったまま、イクのいやぁ」

「どうして？」

「恥ずかしい……」

「俺は幸せ。明日香のこと、俺の手でどんどんダメな人間にしてるみたいで」

「それが分かるから、いや……。変に、なっちゃう……気持ち良くて……吉良のことで、頭いっぱいで……」

　こりこりと弄りまわされて、明日香は蜜を溢れさせた。

　頭は蕩け、奥はひくついている。

　そして、吉良の手の中でグズグズに『ダメ』になっている。

「もっと、して……。なんにも分からないくらい……して？」

「いいよ」

　吉良の甘えた低音がくすぐったい。

「吉良ぁ……」

　明日香はとろんとした目で見つめた。

　ずんずんと突き上げられているのに、一番鋭敏に感じるのは胸の先端。

「もっと、もっと意地悪して」

「じゃあ、ここにピアスする？」

「だめ……。そんな趣味ない」

「じゃあ、どうしたらもっと俺のものになる？」

「もう……イキそ……う」

　はあはあと荒い息をしながら、先端を摘み上げられた途端に明日香は果てた。

　しかし、腹の奥ではまだ熱がある。

　がっくりと力が抜けるが、そのまま思い切り揺さぶられ始める。

　そして、最奥をがんがんと突き上げられて果てたばかりだというのに、明日香の快感は強引に呼び覚まされる。

「ひぁっ！　あぅ！　イク……またイク！」

「いいよ。そのまま俺も」

　突き上げは激しくなり、蜜道は熱を締め上げる。

　内壁を擦られたり、子宮を揺さぶられたりして、もはやもう一度果てるのも時間の問題だった。

　熱が伝わり、吉良と身体がひとつになるような錯覚すらおこす。

　その刹那、彼から白濁が放出された。

「あっんっ！」

「明日香っ！」

「吉良……」

　ぐったりと大きな胸に倒れこむと、明日香は肌からにじみ出ている汗にようやく気が付いた。

　繋がったままでいると、吉良がそっと男根を引き抜いた。

　そして、今度は明日香を四つん這いにさせてくる。

（吉良……私、本当は恐い）

　辛い想いを抱いたまま、尻を突き出し猛りを受けた。

　夫が日に何度もセックスが出来ることも、明日香の気持ちを憂鬱にさせる。

　快楽の坩堝に飲まれ、吉良を愛しているのに、自分達にはただ快感を求め合うことしか出来ない。

　後ろから突かれていると、尻穴に指が触れた。

「そこは……ダメよ！」

「全部。はぁ……はぁ……。俺のものにしたい」

「だから、そういう趣味はないの……吉良ったら」

　呆れつつ、明日香は胸をジンと切ない想いにさせられる。

　窓から差し込む光は明るく、抱き合いだした朝方に比べるとかなり明るい。

　でも、吉良の欲望が収まることはなかった。

　そして、明日香も拒否する理由は何一つない。

　吉良は基本的に避妊をしない。そんな生活が、もう五年になる。

　そして、あの恐怖の交通事故からもう五年だ。加害者は飲酒をしており、今だに刑務所にいる。太腿の傷が見えると嫌な気分になるのは治らない。

「あんっ……あっ！」

「蜜が溢れて、ぬめるな」

「だって、終わったばかりで」

　ぐちゅ、ぐちゅと卑猥な水音が部屋中に響いていた。

　精と蜜が混じり、部屋はむんむんとしている。

　最奥を突かれ、すぐに内壁が肉棒に絡みついた。

　さっき果てたばかりで明日香は心まで蕩けていた。

　夫を好きで、愛されて、身体を知り尽くされて、幸せだ。

　じゅぷっと音を立てながら突かれると、卑猥な人間だと自覚させられる。

　ただ性欲を持て余し、日曜の昼間から抱きあうだけのつまらない夫婦なのだと自覚させられるような気もする。

（そんなんじゃない。吉良の愛情はいつだって深いもの）

　ずんずんと突かれるといやでもはしたなく喘いで、吉良の方に懇願するように振り向くしかない。
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「もっとして？」

「欲しがりだな」

「だって、きっと足りないの。幸せにだって……なれないから」

　蕩けた頭でも真剣に、明日香は強請る。

　恥ずかしくて仕方なかった日は忘れ、今はもう吉良との子作りで頭をいっぱいにする。余計な事を考えると、心が恐怖で浸食される。

「あっあっ！　吉良ぁ！」

「声がいやらしくなってる。もっともっと欲しくなってるだろう？」

「うん、そう。吉良が欲しくて仕方ないの」

　振りむき、甘えておねだりした。

　思わず舌なめずりしている。

（私、野生の動物みたいになってきてる）

　いけない、だめだ、そんな箍たがはさっき外されている。

（避妊したい。赤ちゃんが出来たらどうするの？　でも、吉良を拒めない）

　吉良に抱かれても冷静に考える。そのうちに吉良はふくらみを弄ぶ。

　挿入されながら先端を捏ねまわされることは、ふたりの為の儀式のようなものだ。

　こうして、存分に抱き合う為、理性も剝ぎ取り、動物のように抱き合う為に。

　自分達の幸せの為、快楽の為に、合理的であるけれど獣のような行為だ。

　にゅちっとした感覚を感じて、目を剥いた。

「そこ、いやっ」

「いいだろ？　触るだけなら」

　そう言いながら、吉良は尻穴に愛おしそうに触れている。

　無防備な姿勢のまま、抵抗も出来ずにいるといつ指を突き入れられるか不安が満ちる。

「私……本当にそういう……趣味なくて」

　ひくんと身体を震わせる。

　快楽から一転して、吉良の悪い癖が出ていると思った。

　彼を見れば、自分を愛でて、尻をするすると撫でている。

「ああ。怖がるなよ。アナルの趣味は俺にはない。でも、こんなことするのは俺しかいないだろ」

「うん」

「でも俺、もっと明日香を自分だけのものにしたいんだよ。全部。他の夫婦はしないことをしたい」

　ひくんと猛りが膣内で蠢いた。

　吉良が興奮しているんだと思い、明日香は困って視線を彷徨わせる。

　前を向くが、繋がったままで無防備なせいだと、夫を信じるしかない。

「私、今までどおりでいいの」

　わずかに明日香の声が震えた。

「分かってる。俺だって明日香の嫌がることはしないから。するわけないから」

「うん……。分かってる」

　そう言いつつ、吉良の手はくるくる尻を撫でていた。

　腹の奥の屹立は律動し、熱を一層帯びている。

（分かってる。これも、全部私のせいだって）

　そう思いつつ、何も出来ないことがもどかしい。

　吉良を好きだし、こんな風にされ続けていたら、いつの間にか受け入れている日がくるかもしれない。

　そうなった時、ふたりの間にあるものは本当に愛情なのか。

　それは疑問だった。

　快楽にまみれた生活、それが正しく許される毎日に、お互いが少しずつ歪んでいる。

「ねえ？　吉良。早くちょうだい。沢山ちょうだい」

「分かってる。遊びは終わりだな」

　その途端、抜き差しが激しくなる。

　奥をずんずんと突かれて、身体中が揺さぶられて背を仰け反らせた。

　今までに感じていた快楽より、一層深いものを得ている。

　子宮が震えるような感じに、明日香は切なく、恐怖と戦いながら声をあげていた。

「あんっ！　あんっ！　早くちょうだい！」

「いやらしい声出して。明日香、本当に可愛いよ」

「吉良ぁ！」

　止められない想いを溢れさせ、明日香は彼の名を呼んだ。

　吉良の熱が暴走し、今にも破裂しそうだ。

　そのまま早く、たっぷりと熱を注いでほしい。

　明日香は朦朧とした頭で考える。

　今日だけはなんとかそんな気分になれる。きっと近所の赤ちゃんを見て前向きになったのだろう。でもその気持ちとは裏腹に、避妊しない夫への不信もある。

（吉良、吉良！）

　明日香は混沌とした意識の中に身を沈めながら、夫の名前を何度も叫んでいた。

　そして吉良も明日香の名前を何度も呼んでいる。

　たっぷり愛し合っている。

　しかし、吉良も明日香も互いの本当の気持ちなど分かることはない。






　第一章






　明日香は朝食に用意したトーストと目玉焼きを食べながら、向かいに座る吉良を見た。

（また何か考えてる）

　さっきから自分を見ては、嬉しそうに顔をにやけさせているのだ。

　有機バターをたっぷり塗ったトーストは滑らかで美味しい。

　目玉焼きの卵は農家直送のもので、濃厚で口の中で蕩ける黄身がトーストに絡んで、口の中で絶妙なハーモニーを奏でている。

　結婚して五年、いつもの朝のはずなのに、吉良だけは毎日楽しそうだった。

「ねえ、どうしたの……？」

　気だるい日があれば、身体を気遣うことに疲れ、何も考えない日々を送りたい気がしてしまうのに、そうした落差が彼には何もない。

　──いや、今は昔に比べ、何も考えていないようにも見える。

「明日香さ。昨日の夜、寝言言ってたぞ。お腹いっぱい食べたーいって」

「お腹いっぱい？　なんだろう。夢見てたっけ？」

　そういえば夢を見たような気がするが、どんな夢かは思い出せない。

　首を傾げて、明日香は笑う。

「食べ放題の夢でも見たのかな？」

「そうなのか？　そういえば、行きたいって言ってたな。今度行こうか」

「う、うん。そうなの。食べ放題大好きで。スイーツならいくらでも食べられそう」

「本当か？　細身のウエストなのによく食べるな」

　すうっと吉良の視線が、明日香の腰を撫でるように流れる。

　顔をしかめると、全く気にしていない様子で彼は続けた。

「それとな、今日は他にもあるんだ。一晩で明日香の秘密をふたつもゲットしたんだ。俺って幸せ者だと思わないか？」

「他って何!?」

　鼻筋が通って、大きく薄い唇はとても優しげで整った顔なのに、明日香の話をする時は鼻の下が伸び、愛娘の自慢話でもするようにだらしなくなる。何も言わなければとは思っても、黙ることを知らないその口は明日香の話になると止まらない。

　訝しむ明日香に、吉良はにんまあっと笑みを作った。

「は・ぎ・し・り」

「なっ……私、そんなことしてない！　絶対ない！」

「本当だ。嘘だと思ってるんだろう？」

「思ってるも何も、私そんな癖ない！」

　いやいや、と吉良は首を振る。

「俺がそんなミスを犯すはずがないだろう。ぎりぎりと音を立てて、眉間に皺を作って、苦しげだった！　良い物みたなあ」

（良い物でもなんでもないし、私はそんな癖、絶対ない！）

　ジト目で睨むと、吉良はくくっと笑ってスマホを取り出した。

「信じてないんだろう？」

　何かと思えば、少し操作したスマホをスリープ状態にするでもなく表を向けて置いた。そこには、何やら録音機のようなマークが描かれている。

「実はそんなことを言うんじゃないかと思って、便利そうなアプリがないかと朝探したんだ。そうしたら、睡眠アプリがあって、歯ぎしりを録音出来るらしい」

「そんなアプリあるの!?」

「良質な睡眠の為のアプリだからな。だから、これを今晩設置して、明日香の歯ぎしりを録音してみようと思う！」

「そんな恥ずかしいこと止めて。何に使うの？」

「珍しいことだから、ゆっくり聞こうかと」

「やめて～！」

　悲鳴のような叫びにも、吉良は満面の笑みを浮かべているだけだ。

　すでにアプリはインストールされているようだし、寝入った後に枕元にスマホを置くだけなのだから、明日香には何も出来ない。アンインストールをしようにも、彼からスマホを奪い取るための隙ができるとも限らない。多分、こちらが寝るまで吉良は寝てくれないのだ。

（恥ずかしい。歯ぎしりなんて録音されて……）

　顔が染まると同時にじわっと目に涙が浮かんだ。

　こんなことで泣いてはいけないと思うのに、自分の痴態を録音されると知ると、勝手に涙目になってしまう。

「その顔も可愛いな。今年に入って十二回目」

「なんでそんなことも数えてるの!?」

　目を擦ろうと眦を押さえると、今度はスマホを向けてきた。

　顔を隠すより早くシャッター音が鳴ると、吉良は満足そうに撮ったばかりの写真データを覗き込んだ。

「……写真は、もういいでしょ？」

　呆れて肩を落としつつも、明日香に彼を止めることは出来ない。

「ダメだ。記憶なんてどんどん忘れていくんだから」

「そうだとしても、こんな酷い顔撮らなくても」

「じゃあ、笑って？」

　そう言われて、自然に笑えるわけもない。

　朝から何をしているんだと思いつつ、明日香は作り笑いに口元をひくひくさせながら、ピースサインを付け足した。

　いいね、とシャッターを押す吉良は、懐かしむように笑う。

「笑った顔はもう五十回近く。もっと沢山俺の為に笑ってくれる？」

「そんなの、当たり前でしょ？」

「沢山だ、数えきれないぐらいに」

「うん」

　朝食を前に、泣いたり笑ったりする顔をカメラで撮られ、今まで撮った顔をすべて憶えているのだろう。そんな夫を思うと申し訳なさと、切なさに心が満たされる。

　自分だけを思ってくれることには、イヤイヤながらも嬉しい想いでいた。

　こんなに愛してくれる人は吉良以外にいないだろう。

　だから彼の欲望を満たしてあげることが、自分に出来ることだし、夫婦幸せの秘訣に繋がる。

「ねえ？　ご飯食べよう？　遅刻しちゃう」

「そうだな」

　互いに冷めてしまった朝食に手を付けた。

　吉良はトーストを手に、明日香は目玉焼きをフォークで切り分け、口に運ぶ。口に広がるとろりとした黄身は少し冷えていて、やっぱり目玉焼きは温かいうちに食べたかった。

「今日の帰りは何時？」

「定時に帰るから」

「そう。分かった」

「夕飯はなに？」

「何がいいかな？　食べたいものある？」

「明日香の作るものならなんでもうれしいよ」

「うーん。それも困るのよね」

　悩みつつ、白身を口に含む。

　たんぱくな味に、ふっとチキンとひよこ豆のトマト煮はどうだろう、と頭に浮かぶ。栄養面もいいし、豆はイソフラボンが豊富だ。妊娠する為には、豊富な野菜と大豆。栄養バランスのとれた食事をすることだ。適度な運動も忘れない。月に２回ヨガにも通っている。

　でも明日香は子が授からないことに疲れていた。妊活に前向きな考えの夫に言えるわけもないが。

「チキンとひよこ豆のトマト煮。これでどう？」

「うん。美味しそう」

「失敗しないといいんだけど」

「大丈夫だよ。なんでも食べるから」

　吉良は目を細めてそんなことを言う。

　有難い申し出なのだが、まだまだ手料理の成功率は低い。

　適当でも料理は出来ると思うが、その適当さ加減が酷いものらしく──仕方ない。今日はレシピを見て作ろう。

「じゃあ、俺そろそろ行くよ。役員会議があるから」

「そうだったの？　だったら、私のことなんていいのに。早く行かないと」

　明日香がそう言うと、吉良は眉間に皺を寄せた。

「いいわけないだろ。明日香がこの世で一番大切だ」

「うん。私も吉良が一番よ。でも、だからこそ仕事に穴を空けさせたくないの」

「明日香は優しいな……ああ、わかったよ」

　鞄を持って席を立つ吉良に、明日香は寄り添ってキスをせがんだ。

　唇に触れる程度のキスをして、ほんの少しだけ舌を絡ませ合う。腰を抱き寄せる力強い吉良の腕に、時間がないのに下腹部がきゅん、と反応してしまう。

「ん……ん……待って。続き、したくなるから……」

「そのつもりのキスだろ。毎朝」

「そうだけど。吉良……」

　明日香はじっとりと下着が湿るのを感じながら、上目で見つめた。

（こういうの、ダメな奥さんとか、性格悪いとか、言うんだよね）

「もう一回キスして？」

「いいよ」

　ちゅっと音がたつキスをされて、さらに腰を引かれた。

「ん……はぁ」

「キスだけでも感じてる？」

「だって、私……んっ……ふぁ……吉良のこと……大好きだから」

「夜まで待ってて。ひとりでするなよ」

　口腔を舐られながら、躾るように命じられた。それだけで、興奮したように身体が震えた。

　朝のキスで性に目覚め、その晩は貪るように求め合う。

　もう新婚でもない、結婚五年目の夫婦にしては熱を帯びた朝だ。

　送りだす吉良の背中に切ない想いを抱きながら、明日香は閉まるドアを静かに見送った。

　そして、取り寄せた子宝運アップの『さるぼぼ』のお守りが届くのを待った。もういくつも、お守りは持っている。愛らしい見た目であるし、楽しみだった。




「歯ぎしりを録音出来た。ぎりぎりって言ってる。後ね、昨日の寝言はもう走れない、だった」

　挨拶と共にダイニングテーブルに座った瞬間から説明され、明日香は頬を真っ赤に染めた。

　昨夜の帰宅後、夕飯を食べてベッドで抱き合うと、疲れてそのまま寝てしまったのだ。一緒になって眠ったと思っていたのに、ちゃっかりスマホアプリを起動させていたらしい。

　性交で疲弊して眠ったにも関わらず、明日香には丁寧にガウンを着せ、タオルケットを掛ける吉良の紳士ぶりには、呆れるほど嬉しく感じるのだが。

　肝心の睡眠アプリのことを失念していたことに、明日香は大きなため息を吐いた。

「今日は、もう録音しないで！」

「ダメだよ。歯ぎしりには理由があるんだろうから。ちゃんと録音して健康維持の方法を模索しないと」

「そうだとしても、そんな楽しそうに私に教えてくれなくても……」

「教えて、明日香の反応を見るのも俺にとっては大事なことなんだ」

「何それ……もう」

　ちらりと吉良を見れば、やはり明日香の顔を窺っていた。

　耳朶まで染まる顔を見られ、何を思っているのか想像するだけで、恥ずかしくてたまらない。

　夫の前では良い妻でありたいのに、どうもうまくいっていないような気がする。

「あ、あの！　昨日の夕飯は、本当に美味しかった？　少し味が薄いような気がしたんだけれど」

「凄い美味しかったけど？」

「そう……？」

「ほら」

　首を傾げると、吉良から手招きされた。

　スマホを操作する彼に近寄ると、画面には昨夜のトマト煮の写真が映し出されていた。見た目の出来栄えは、これまでと比べても百点満点である。だから、撮られても問題はない。ただ、今一番気になっているのは味だ。それなのに、吉良は嬉しそうに写真を眺めている。

「本当に美味しかった？　私、味が薄かったと思うんだけど」

「あんなもんじゃないか？」

「そう……かしら」

（言われてみればそんな気もするんだけど）

　唸ってしまいたくなるが、肝心の吉良はスマホを眺めているだけだ。

　自信がないからこそ、評価がほしいのに、どうしてわかってくれないのか。

「吉良っ！　もう、私真剣に悩んでるのよ」

「ああ、ごめん。美味しかったから。それより、今後アプリはどうする？」

「え、あ、それは……」

　突然、顔を上げる彼に、明日香は慌てて離れた。

　距離が近くなれば、自然と唇を重ねてしまいそうになる。ご飯を食べる前からキスのひとつでもしたら、セックスがしたいと流れて言いたくなってしまうのは、いつものことだ。

　頬を赤らめて視線を逸らす明日香に、吉良はわかったようにくすっと笑った。

「今、ちょっとしたい？」

「……」

　明日香は何も言わずに首を振って、逃げるようにキッチンに戻った。

　慌てて料理したスクランブルエッグとトーストを用意してテーブルに並べる。

　吉良の向かいに座って、「食べましょ」と小声で促す。

「ねえ、どっち？　本当のことを言わないと、今夜もアプリ起動させちゃうけど？」

「え、だめっ！　もうあんな酷い音録音しないで」

「酷くない。貴重な宝物だよ」

（そう感じるのは吉良だけ！）

　恥ずかしさで涙目になると、また吉良が写真を撮ってくる。

　そうして写真データを覗き込む吉良に、どんな顔をしているんだと思いつつ、明日香は何度目かのため息を吐く。

「涙目の顔、うん、かわいい。これで十三回目だ。アプリは相当いやなんだ」

「そう！」

「じゃあ、素直に今から何したいか言える？」

　その言葉に、明日香の身体は熱を帯びた。

　さっきわずかに接近しただけでも、緊張して胸が高鳴っていた。

　傍にいるのは最愛の夫。

　今なお恋人同士のようで、色々な言葉に惑わされてやまない最良の男性に問われてしまえば、恥ずかしくとも答えないわけにもいかない。

　あの顔は、求めているのがバレている。

「……ちょっと、エッチしたいなって」

「素直でいい」

「でも、ご飯食べて、また帰ってきてからにして？　お願い」

　明日香は甘えた声で、おねだりするように言う。

「じゃあ、いってきますのキスはたっぷりしよう」

「うん」

　明日香はスクランブルエッグを掬いながら、胸を鳴らした。

　今日のパンは無添加の特別なパンで、ネットで取り寄せている。

　吉良も明日香も大好きで、このパンを買い出したらスーパーのパンは食べられなくなってしまった。千切って咀嚼しながら、吉良をちらちらと確認する。

　お互いに見つめ合いながら食べていると、またじわっと下着が濡れていく。

　熱を帯びた吉良の視線は顔だけでなく、明日香の身体まで丁寧に舐るように見つめるようだった。でも、それが嬉しいとさえ思っている自分がいる。

　先に「ごちそうさま」と吉良は言うと、まだ食事中の明日香をじっと見つめ始めた。

「食べる時、明日香はぺろって口を舐める癖があるな」

「え？」

「気が付いてないだろ？　卵の黄身とか、パンくずとか、そういうのを無意識に舐めてる」

「そうだった？」

　恥ずかしくなって、そっとティッシュを取ると、明日香は強引に口を拭った。子供っぽい仕草だとでも思ったのか、ふふっ、と笑う吉良は椅子の背もたれに身体を預ける。

「結構可愛い仕草だと思うけどな」

「でも、なんか……」

　上目でそれ以上は見ないでとお願いする。

　無意識に舌が動いているところを、きっと吉良は楽しそうに観察するのだろう。

　頬杖を突く吉良の視線に耐えながら、明日香はパンを飲み込んだ。

「恥ずかしいわ、そんなに見られると」

「俺だから？」

「そう。だから、そんなに見ないで？」

　赤らんだ頬を手の甲で押さえつつ、熱で潤んだ瞳を夫に向ける。

　けれどもこんな顔、誘っているようなものだ。あまり遅くなってはいけないと思い、慌てて食器を片付けようと、努めて吉良と距離を取ろうとする。

　しかし、ぎゅっと手を握られた。

「実は、ちょっと誘ってたりしてるんじゃない？」

「な、そんなつもりないから！」

　お皿をテーブルに置いて動けないでいると、すぐ後ろから抱きしめられる。

　こんなつもりなかったのにと思っても、自然とキスが落とされた。舌先が丁寧に歯列をなぞり、甘い息を吐いてしまう。

「ふあぁ……まだ、お皿が」

「後で」

「んっ……」

「口でも感じてるだろ？」

「だって、吉良のキスって……弄りまわされてるみたい」

「そう？」

　さっきまで食事をしていたとは思えない会話に、自分でもはしたないと思う。

　でも、朝のこのキスがないと元気も出ない。

　吉良がこの後会社に行って、会社の執行役員としての別の顔を見せるとしても、自分だけしか彼の本当の姿は知らないのだと印象付けてほしいのだ。

　彼が勤める会社は野菜宅配のベンチャー企業では有名で、ホームページには吉良の名前も掲載されている。

　世間から見れば凄い人なのだ。

　そんな人が、明日香の前では仕事のことなどさっぱり忘れてくれる。

　独占したい気持ちを持つ明日香を、彼は存分に満たしてくれる。

　そして、吉良も心の底から愛してくれていた。

　互いに舌を絡ませ、身体を向かい合わせて腕を首に巻きつける。太く逞しい首の熱を感じながら、明日香は唾液を混ぜるようなキスに没頭する。

「明日香、朝からいやらしいね」

「こうしないと、元気が出ないの」

　スカートの中に滑り込む手が、下着越しに濡れた秘丘を撫でる。身体を震わせ、甘い声を漏らす明日香は、さらに求めるように彼に抱き着く。

　すると、そのままするすると指が往復した。

「凄い濡れてる。朝はいつもだ。夜まで待つつもり？」

「いつもそうしてるから、かも……っ」

　苦し紛れに言うと、蜜芽を摘ままれる。

「んんっ！」

「したいなら言ってほしい。時間なら遅らせることも出来るから」

「だめ……。大事な仕事を優先して？　仕事のこと、何も教えてくれないけど、大事なこと沢山あるでしょ？」

「明日香より大事なことなんてない」

　もう一度摘ままれると、がっくりと力が抜け、明日香は吉良にしなだれかかっていた。

　このまま最後までしたら勢いがついて、半休取ると言い出しかねない。

　昂る気持ちに蓋をして、明日香は吉良の手を強引に払いのけた。

　そして身体から離れると、スカートを直す。

「だめっ。会社に行って。今日も待ってるから」

「そんな身体で？」

「いいの。夜、吉良が……いっぱいしてくれれば。明日休みでしょ？」

「そうだった。じゃあ、今日は寝かさない」

　そう言って吉良は目を細め、愛おしそうに見つめてくる。

　そんな目をされたら身体が収まらないじゃないかと上目でじとっと睨むと、明日香は視線を逸らした。

「もうっ。早く行って」

「分かった。行ってきます。下着買って帰ろうか？　それとも、明日香の好きなワイン？」

「どっちも……いる」

「じゃあ、ちょっと遅れる。いいね？」

「うん」

　恥ずかしい思いで胸を満たしながら、リビングから去る夫を見送る。

「……」

　彼の姿が見えなくなると、明日香は深いため息を吐いた。

　吉良のことは好きだ。何に代えても足りないぐらいには、愛している。

　しかし、彼の仕事にまで迷惑をかけていそうなもどかしい気持ちが溢れてやまない。

　仕事については何も教えてくれないが、いつも定時に帰ってきてくれる。基本的には仕事が好きらしく、愚痴、というものを聞かされたことはない。

　だからこそ、明日香のために簡単に仕事を休みそうになるので、不安になるのだ。

　いつだったか、電話一本で仕事を休み、明日香のためにデートをしたこともあるし、セックスに熱を入れ込んで、半休を取った日もあった。いくら執行役員だとしても、そんなルーズなことが毎回許されないだろうと止めはしているけれども。

（全部私のせいね。まだ……吉良は引きずってる）

　考えても仕方ないと、帰りを待つことにした。

　その晩、散々抱かれて、翌朝はぐったりして目を開けた。

　起き上がると、裸だった身体には丁寧にガウンが着せられている。

　気遣いに感謝しつつ、明日香は朝ごはんを作らないといけないとキッチンに向かった。

　あまり遅くまで眠っていると、身体の調子まで狂ってしまう。散々抱きしめられて身体が軋む感じはするものの、心地良い倦怠感と温もりに、気持ちは満たされていて、これはこれで悪くはないのかもしれない。

　キッチンに立つと、胸元にキスマークがあることに気が付いて、明日香ははっとした。

「もう……吉良ったら」

　迂闊にガウン一枚で朝食を作っては、彼の性欲を刺激しかねないだろう。

　着替えようとウォークインクローゼットに向かおうとしたその時。

「おはよ」

　と、写真を撮られた。

　一瞬、気を抜いた顔を撮られて恥ずかしく思いながら、胸元を隠して両手を抱えると、明日香は息を吐いた。

「もう、朝から」

「着替えないで、ご飯作ってほしいな。わざとキスマーク付けたんだから。誰か来たら俺が出るから」

「でも……」

　恥ずかしいと思いつつ、キッチンに足を向ける。

　こんなことで言い合うのもおかしいし、ガウン姿で朝食を作ることは珍しくない。

　明日香はキッチンに立ち直すと、卵を冷蔵庫から取って、取り寄せたパンを切った。

　どの瞬間も逃さないとばかりに、シャッター音が部屋を満たす。

　明日香は時折笑みを見せつつ、苦笑した。

「困った人」

「ほら、集中しないと危ない」

「うん。こういう時、かっこよくオムレツが作れるといいのに」

「いいよ、スクランブルエッグで」

「ありがと」

　卵を三個割って、牛乳で溶き、フライパンに流し入れた。

　楽しげに写真を撮る吉良を見つつ、明日香はクスクスと笑った。

　そんなことをしていると、卵はすぐに固まってしまいそうになり、慌てて皿によそった。

「失敗するところだった。焦げたら炒り卵みたいになってた」

「それでもいい」

「だめ！　あ、パン焼かないと」

　その間、なぜかシャッター音が消えた。

　振り向くと、今度はスマホがじーっと明日香を捉えている。

　まさかと思って吉良を見つめると、「動画にした」と言い出した。

「毎週毎週、楽しそうね」

「全然飽きないね。明日香は同じようなメニューなのに、そわそわしてるから」

「だって料理って慣れないんだもん」

「だから見てて可愛い。いつまでたっても不器用なのは天性なんだろうね」

「そういうの、天性って言わないんじゃない？」

「そうかも」

　その間も吉良は動画を撮ることを止めなかった。

　パンをトースターに入れると、明日香はにこっと微笑む。

　吉良の方を向いて、「大好き」と言ってみる。

「明日香はそうやって、俺の為だと思ってサービスするよな」

「違う。本音よ」

「あ、そうだ。こんなに頑張ってくれるなら、明日はもっと料理に気合入れてくれる？」

「どうして？」

「俺の誕生日だからだろ？　外食が良かった？」

　明日香は作り笑顔で吉良から視線を逸らした。

「てっきり外食かと思ってた」

「俺は明日香の料理が食べたいんだ。なんでもいいからさ」

「私ので、ほんとにいいの？」

「明日香の料理が食べたい」

　その言葉を聞いて、明日香はとくとくと胸を鳴らした。

　視線を上げると、嬉しそうにしている吉良の顔がある。

　この人を裏切ったらダメだと思いつつ、自分の行為はすでに裏切りに等しいと思う。五年も嘘を吐いているのだから。

　そう思うと、余計に鼓動が早まった。

　身体もスマホに写らないように、自然と逃げるように、避けた。

「明日香。明日は何作ってくれる？」

「考えとく」

　くらっとしそうな感覚を覚えつつ、明日香は食事の用意に必死になった。

　バレたらいけない。

　最愛で一途で、自分のことだけを想ってくれている人に自分は本当のことを言えていない。

　明日香は皿に料理を盛り付けながら、吉良のことをしばらく直視できなかった。

　翌日、明日香は吉良の帰りに合わせて料理を作った──はずだった。

　気合の入れ過ぎで難しい料理に手を出して空回りし、ただ肉を焼くだけでも黒焦げだったり、スープに入れる材料を間違えたり、ケーキも焦がしたり、ぎりぎり食べられる程度のものが出来上がる。

　しかも、見てくれもかなり悪い。

　ぐったりした肉料理に、この日の為にチョイスしたビーツのスープはグロテスクなまでにピンク色をしていた。味の良し悪し以前に、一瞬戸惑う吉良の顔が目に浮かぶ。

　さらに、くたっとなったケーキ。

（ああ、こんなことならそっとシェフを呼べば良かった。それでも良いって言われてるんだし）

　吉良お抱えのシェフがいて、困った時は助けてもらうと良いと言われていた。

　自分が作らなくてはと思うせいで、彼の存在を忘れていたことが余計に痛々しい。

（今からでも呼べないかしら）

　時計を見れば、午後四時。帰宅時間は六時前後。

　今から強引に呼べたとしても、帰ってくる頃にはまだ出来上がっていないだろう。

　吉良の残念そうな顔が思い浮かぶ。

　しかし同時に無邪気に喜ぶ顔も思い浮かべてしまう。

　こんな失敗気にしないでいい、そんなことを言ってくれそうな気もする。

　考えると胸がきゅっと掴まれたように痛み、シェフを呼ぶことは断念した。

　そして、吉良に素直に失敗したことをメッセージに写真を載せて告げる。

『ごめんなさい。失敗しちゃった』

　返事はすぐに来て、吉良の嬉しそうなスタンプが押されている。

『美味しそう。すぐに帰る』

『味も美味しくないかも』

『そんなわけあるか。今日はすぐに仕事切り上げるから』

　その返事を境に、連絡はぷつんと途絶えた。

　今すぐにでも、吉良が仕事もそこそこに、自宅に帰ろうとしているのが目に浮かぶ。

　余計なことをしたと頭を抱えたが、黙ってシェフを呼んだら、彼がもっと傷ついていたような気がして、これでよかったのかもと思う。キッチンに片付けが残っていることを思い出して戻ると、明日香は洗い物をしながら、吉良の帰りを待った。

　テーブルのセッティングをし、後は料理を温めなおすだけ。準備が整うと、ドアの開く音がした。

「ただいま！」

「おかえりなさい。早かったね」

「当たり前だろ。早く実物を見たいんだ」

「う、うん」

　項垂れて出迎えると、吉良はさっそくスマホを取り出してテーブルセッティングの様子から撮影し始めた。そして、キッチンに向かうや否や鍋やフライパンに用意されている料理にカメラを向ける。最後には明日香のところまで来て、エプロン姿を何度も撮影した。

「あの、じゃあ早速盛り付けるけど」

「じゃあ、俺は着替えて待ってる。今日は風呂は一緒だろ？」

「うん」

「美味そうだな」

「お世辞はいいの。そんなに美味しくないから」

「明日香の料理にまずいものなんてない」

　そう言うと、吉良は足早に着替えに向かって、椅子に腰を下ろした。

　テーブル越しに明日香の様子を撮影し始め、楽しそうな顔はまるで子供のように無邪気だった。

「もう……また、動画？」

「そう。一年に一回しかない記念日だから。明日香が俺の為に用意してくれたんだし」

「そうだけど……」

　落ち込みながら皿に盛り付けていくと、ビーツのスープがひときわ目を引いた。

　インスタ映え間違いなし！　との謳い文句だったが、それは手慣れた人の場合だと思った。普段見慣れない食材は、ひと際鮮やかなピンク色を放っている。

　恐る恐る吉良の前に食事を並べると、嬉しそうに写真で撮っていた。

「吉良はよく写真撮ってるからピンク色のスープにしたの。ネットにアップするんでしょ？」

「ああ、そういうの俺は興味ないから」

「え？　じゃあ、その写真……。どうしてるの？」

「俺のパソコンに全部保管してある。後でゆっくり見るんだ」

「そ、そうだったの」

　真顔で言われて、明日香は何も言えなくなった。

　嬉しいような、苦しいような。

　大好きな吉良の想いを受け止めたい。

　食べようと言われて、明日香はひくっと顔を引きつらせた。

　見た目もさることながら、味もいまいち。

　食卓に並べてしまった以上、もう引き返すことは出来ないが、申し訳なさでいっぱいになる。

　お互いにスープを掬って飲んだ時、明日香は黙った。

「おいしい！　やっぱり明日香の料理は最高だな」

「あの、味付けおかしくない？」

「全然！　良い味だ」

　ずきん、ずきんと胸が痛む。

　彼の優しさが、気遣いが、明日香には追い詰められるような感覚になる。

　勿論、まずいから作り直せと言われたら立ち直れない。

　でも、どんな料理を出しても、たとえ失敗しても美味しいと言われ続けると、それはそれで自分の腕を磨かなくてはと躍起になる。

　そして、空回りして、また失敗。

　食事をすぐに食べてしまうと、明日香は自分で作っておきながら、頭の中は反省しきりだった。こうすれば美味しかったかも、もっと単純な料理が自分には向いているかも、そんなことを考えて、吉良との会話も上の空だ。

　食器を片付けだすと、吉良は嬉しそうに手伝ってくれる。

「いいのに」

「俺の奥さんが手でも切ったら大変だろ？」

「お皿を割る前提の話？」

「そうかもしれない。明日香、以前に皿を割った時、指切ったろ？」

「そうだっけ？」

「そう！　また忘れて」

　言われて、明日香ははっとして、「ああ、そうだったわね」と付け足した。

　皿洗いすら吉良が率先してやってくれ、明日香はダイニングテーブルを拭いたりするだけで、吉良が丁寧に洗い終えるのを待った。

　すると今度は忙しそうに明日香を連れて自室に向かう。

「な、なに？」

「今日撮った写真の保存、一緒にしよう」

「保存してるの？　いつから」

「五年前から」

　その言葉に、明日香は胸が掴まれる想いになる。

　それ以前の記憶が曖昧な事を言えるわけがなかった。こんなに自分に一生懸命な夫を見るのは、最近になってからだ。

　何も言い返すことが出来なくなっていると、吉良は書斎の灯りをつけてパソコンの電源を入れた。

　すぐにスマホとパソコンを接続すると、嬉しそうに鼻歌を歌いながら、デスクチェアに座った。明日香が立っていると、膝に座るように言われる。

　困ってしまうが、言われるままに彼の膝に座った。

　手を握られ胸を弾ませるが、しばらくしてパソコンに映し出された写真を見て、一瞬戸惑った。

「これ、去年の俺の誕生日の料理。それからこれは一昨年の。それからこれは四年前」

「あの、全部写真に撮ってたんだ」

「そうだよ。今年が初めてかと思ったんだろ？」

「うん」

「年々美味くなってるんだ。最初食べた料理、これ！」

　そうして指さす料理は、炊き込みご飯にも見える。

　しかし、何か見た目がべちゃべちゃしているというか、お粥のようにも感じた。

「炊き込みご飯だって言われなかったら、確かに見た目では分からなかった。食べた瞬間のこと、今でも覚えてる。味は悪くないし、明日香らしい料理だなって思ったんだ！」

　吉良が嬉しそうに、懐かしげに話し始めた。

「言わないで！　炊き込みご飯失敗するなんて！」

「水の分量間違えただけだろう？　ぼんやりしてたんだ。他にも、焦げた肉、香辛料をふんだんに使ったけど美味しいか分からないカレー」

「もうっ」

　明日香は頬を染めながら、これ以上は止めてほしいと夫がマウスを操作する手をぎゅっと握る。

　しかし強引に手は動かされて、ケーキやクッキーを映し出す。

　勿論、どれも見た目も最悪なものばかりだ。

　でも、一度だって吉良の口から不味くて食べられないと言われたことはない。

　こっそり吐き出していることもなく、美味しいと言いながら、豪快に食べている。

　それにいつも、こんなに写真を撮っていて──。

　吉良の顔を見れば、嬉しそうに頬を緩ませていた。

（私の失敗作のオンパレードを見て、そんな顔されると……。切ない）

「ねえ？　これからはシェフに頼もう？」

「だめだ。明日香の誕生日はそれでもいいけど、俺の誕生日は絶対に手料理が食べたい」

「わ、わがままよ」

「そう言われても、俺は明日香の料理が食べたい。ほら見ろよ、腕前は確実に上がってる」

　そう言われて、身を乗り出してディスプレイを見ると、確かに今日のような少し手の込んだ料理にチャレンジしているし、失敗したのは味付け。

　何に失敗したのかをきちんと考えれば、料理も上手くなりそうな気もする。

　お肉の焼き加減も、画面を見るとちゃんと上達しているし、料理のレパートリーも増えている。

　とはいえ、この写真の中で自分でも『美味しい！』と思えて振る舞ったのは数えるほど。

　吉良は明日香には甘いのだと思うし、明日香だってそんな彼に甘えている。

　作ってほしいと言われると、次は失敗しないかも、なんて思いに駆られるのだ。

「こんなに沢山、よく撮ったわね」

「当たり前だろ」

　吉良は画面をスクロールしながら、真面目な顔で言う。

　しかし、最初まで到達すると吉良は黙り込んだ。

「五年前より昔の写真は、ないんだから。俺がいっぱい撮らないと」

「そうかもしれないけど、食事ばかりじゃ」

「食事ひとつでも、俺には嬉しいんだ。明日香はそう思わないかもしれないけど、こんな風に膝の上に座って一緒にパソコンを眺めるのだって、動画に撮りたくなる」

「こんなシーンを？」

「そう。恥ずかしそうに俺を見てるところを。上目でおねだりするみたいな顔してる表情も全部」

「そんな顔してない」

「してるよ……。膝の上に乗った瞬間から」

　明日香は戸惑いつつ、パソコンに視線を移した。

　確かにちょっと甘えたいとは思ったし、今晩も吉良に抱きしめてほしい。

　でも、こんなに自分のことで頭をいっぱいにしている夫を見ると、素直に甘えられなかった。

　パソコンに映る失敗作のごはんは、五年前からスタートしている。

　吉良が『あのこと』をきっかけに変わったのは分かっているし、自分も変わった。

　あの日から、自分達の愛情は普通じゃなくなったと思う。

　貪るように愛し合って、一日中身体を重ねても、外に出かけるより大切だと思えた。

　吉良も同じような考えなんだろうと思いたい。

　今が大切だと。

　でも、吉良がパソコンに向かっている時に思い出しているのは、本当は五年前より昔のことのような気がする。

　今の写真を見ながら、心では五年以前の失くしてしまった状態を懐かしく感じている気がしてしまう。

　今を生きたいと思っても、吉良は過去を彷徨っているように感じてしまうのだ。

　もっと自分を見てほしい、愛してほしい、そう思うと余計に卑猥な面が顔を覗かせてしまう。

　明日香が自らキスすると、吉良は驚きつつも受け入れ、舌を突き入れた。

（ねえ。大切な時間は今だよね？）






　第二章






「うーん。ジーンズかスカートか。デートだからやっぱりジーンズはダメかな？」

　ウォークインクローゼットの中で悩んでいると、吉良が入ってきて、どれどれとふたつを見比べてくる。

　今日は吉良とデートだ。カジュアルな恰好で大丈夫だと言われていても、吉良が考えたデートコースだ、気を抜くことはできない。

　ホテルのレストランでランチだったらジーンズは恥ずかしいし、でも、カジュアルなカフェなら、最近買ったばかりのジーンズを履いていきたいとも思う。

　スカートは無難だが、今度は色や柄で悩んでしまって。

「俺はね。まずジーンズなら脱がす時の楽しみがある。スカートは履きながらエッチしたり、捲ったりして、エロい気がするな」

　顎を擦りながら遠い目をして真剣に言う吉良に、明日香は目を丸くした。

「もう、真面目に考えて」

「真面目だよ。今日一番の目的はそれなんだから」

「だからって、他にも連れて行ってくれるんだし。楽しみなんだから」

「そうだね。じゃあ、スカートがいいな。捲って下着を脱がしたい」

　うんうんと頷きながら、吉良は思い切り納得している。

「吉良！」

「俺は真面目だ」

　ただ、そう言われると、自然とスカートを履きたくなってくる。

　もしもカジュアルな雰囲気じゃないところに連れて行かれても、スカートなら雰囲気を壊さないだろう。なら、次は色と柄を、とクローゼットに視線を流すと、吉良がその中から緑色のスカートを取り出した。

「これは？」

「吉良は、それがいい？」

「うん。形が綺麗だ」

「じゃあ、それにする」

　明日香はそのまま吉良の好きそうな服を選んだ。

　スカートに合わせるとなると、シャツかカットソーだ。

（出かける前から、吉良のことばっかり考えてる……。もう……期待してるのは私も一緒なのね）

　夜はホテルに泊まり、散々尽くしてくれると言われていた。

　昼のデートより、夜の時間の方が楽しみだなんて、さすがに明日香の口からは言えない。

　シャツを一枚選ぶと、吉良を追い出して着替え始める。

　緊張したり、どきどきしたり、まるで恋人同士のままだが、この関係が凄く好きだ。

　着替え終えると、抱きしめてくる吉良が額にキスを落とした。

「行こうか」

「うん」

　上目で見つめると、頬がぽっと染まる。

　やっぱり吉良が好きだと実感しつつ、マンションの地下駐車場に向かう。

　自家用車のＳＵＶに乗り込み発進すると、吉良が最初は表参道のカフェだと告げた。

「ねえ、覚えてる？　カフェの名前」

「え……えっと」

「別にいいんだ。でも、さすがにちょっと辛いな」

「ああ！　そうだったわ！　覚えてる！」

　明日香は思い出せないのに、返事をした。

「忘れっぽいな？　じゃあ、あの時どんな感じだった？」

　吉良の寂しげな言い方に、明日香は戸惑った。

　どんな感じも何も、内装から何を食べたか、どんな言葉を言われたかまで抜け落ちるように忘れている。

　真っ白な世界に何もかも忘れてきてしまったかのように。

　頭を押さえながら考えて、なんとか取り繕わねばいけないと吉良の方を見た。

「えっと、コーヒーが美味しいのよね？　それから、食事も美味しくて。もう一度来たいって言ったと思う」

「……明日香？」

　吉良から心配そうに顔を覗かれて、明日香は慌てて笑みを見せた。

　無難な答えなら、吉良だって怪しまないだろう。

「あの時、明日香は紅茶を飲んだんだ。レモンで色が変わるマロウブルーの」

　ひくんと明日香は顔を引きつらせた。

　それを聞いて、自分なら頼みそうだと思った。

　変わったお茶だから、吉良だって覚えているんだろう。

「そうだった。ごめんなさい。いつもコーヒー飲むから。そうね。あの日は特別だったものね」

「そうだよ。とても特別だよ。それに明日香はあの頃、やたらカフェ巡りしたいって、俺を困らせてたのも懐かしいな」

「そうね」

　明日香はまた、適当に相槌を打つ。

　その頃の自分はどんなわがままを言ったのか、吉良を困らせていたのか、頭の中には何も記憶が残っていない。霞すらかからず、綺麗になくなっている。

「ねえ、私ってあの頃からわがまま？」

「そうかな。明日香がわがままな時なんてあったか？」

「そう言ってくれれば、うれしい」

　車中で話していると、次第にカフェのことは忘れて、別の話題になる。

　昼はそのカフェで食事をすると聞いて顔をこわばらせたが、まずはショッピングをして、疲れたらと言ってくれた。

　駐車場を見つけて停めると、ふたりはぶらぶら歩きだして好きな店を探しだす。

　しかし、不意にここにも以前来ているのではという思いが湧いて、明日香は自然と黙ってしまった。

　吉良に手を引かれて店内に入ると、可愛いアクセサリーの店だった。

「何か欲しいものある？」

「ううん。普段使えそうなものがいいな」

「どれでもいい。ここ、前も来て明日香が嬉しそうにしてた店だから」

（やっぱりそうなんだ）

　明日香は記憶にないことを悟られないように、そっとイヤリングに手を伸ばした。

　大ぶりの石がついた可愛いものだ。

　他にも、チェーンのついたものや、リング状のものなど、可愛いものが沢山ある。

　次々見ていくと、吉良は嬉しそうに他のものを見つめだした。

　なんだろうと見ていると、指輪を見ている。

「指輪なんて、どうして？」

「いくつあってもいいだろう？」

「そうだけど」

「つけてあげるから」

　そういうなり、手を取られて小指にすーっと嵌められてしまう。

　ちょうどいいサイズだと分かると、吉良は抜き取り嬉しそうに口角を上げた。

「じゃあ、これにしよう。他にも欲しいだろ？」

「うん、でも……」

「明日香が好きなところ、ちゃんと『今度』は楽しみたいからな」

（吉良……やめて……。今の私を見て？）

　ぎゅっと胸を掴まれる想いになりながら、明日香はさっき選んでいたイヤリングを手に取って吉良に見せる。

　どれを選んでも、きっと彼には幸せの象徴なのだろう。

　イヤリングと指輪を買うと、明日香は嬉しいのだが、切ない想いで満たされていた。

（この店、前はどんな風にして来たんだろう）

　吉良の後悔を想うと、何かやり残したことでもあるのかもしれないと思ってしまう。

　でも、たかが小さなアクセサリー店でやり残したことなんてあるだろうかと、明日香は苦悩した。

　お金は今も昔も持っていて、吉良は好きなものはいくらでも買ってくれる人だ。

　五年前もそれ以前だって、好きなものを買ったと思う。

　いくらでも、好きなだけ。

　頭を抱えたい思いになりながら店を出ると、吉良から袋を渡される。

「可愛いもの買えたな？」

「うん。ありがとう。でも、こういうの、私沢山貰ってるんじゃない？」

「プレゼントを？」

　吉良の顔が一気に曇った。

　言ってはいけないことを口にしたと思い、明日香は慌ててにこやかにする。

「ほんと、ありがとう！　こんなに素敵なものに出合えてよかった！」

　満面の笑みを作りながら、明日香は吉良に背を向けて歩きだしていた。

　慌てて追ってくる彼に内心戸惑い、顔を見せられなくて歩調が速くなる。

　ピンキーリングひとつだけでも、胸は締めつけられるように苦しいし、吉良の優しさを素直に受け取れないことも悲しかった。

　お互いに愛し合っている筈なのに、見て、感じている時間はズレている。

　吉良に手を取られて指を絡ませて握られると、明日香は作り笑顔を見せた。

　楽しい時間、忘れたらいけない場所、そして吉良とのこれからの思い出。

「明日香。着いたよ」

「え……」

　そう言って吉良が指さすのは、ビンテージ風のデザインのカフェだった。

　立て看板も扉も黒を基調にして作っていて、カジュアルな雰囲気だ。

　街並みにも合っているが、特別な高級感があるわけではなさそう。

　実は美味しいコーヒーのお店だったとか、吉良の友人のお店だとかと頭を巡らすが、何も思い出せなかった。

　明日香は戸惑っていると、吉良に手を引かれる。

「まあ、とりあえず中に入ろう」

「あの」

「美味しいコーヒー飲みながら、ゆっくり話そうな？」

（何を話すの……？）

　明日香の心が不安に満ちているというのに、吉良は嬉しそうに店内に入っていく。

　店員はにこりと微笑み奥まで案内するが、至って対応は普通だ。

　テーブルも足がパイプで出来たもので、天板は使い古した感じにわざとしてある。

　互いに向かい合って座るのだが、何も思い出せない。

「何が良いかな。コーヒーと紅茶」

　吉良はひとりごとを言いながら、メニューを見つめているが、明日香は落ち着かない。

　ここでマロウブルーを飲んだのだろうか。

「じゃあ、今度はカフェモカ。明日香は？」

　嬉しそうに顔を上げて見つめられて、逡巡する。

　メニューをちらりと見れば、ラテが無難じゃないかと思えてくる。

「じゃあ、カフェラテ」

「食事はどうする？」

「うーん」

　メニューを見ても、オムライスとかビーフストロガノフとか、そんなに沢山揃えていない。

　ケーキの方が種類が豊富で思わず食べたくなってくる。

「またケーキ見てる」

「美味しそうよね」

「じゃあ、サンドウィッチとケーキにしたらどうだ？」

「うん。そうする。このロールケーキ美味しそう」

「それ、前来た時と、変わってない」

　吉良は吹きだして笑い出す。

「美味しいの！」

「知ってるよ。ここ、ケーキ専門店だから」

「そうだったのね」

「それも、前と同じ反応だ」

　吉良は懐かしそうに、安堵の表情を浮かべている。

　そんな顔を見て、明日香はちくっと胸が痛んだ。

　明日香の根底は何も変わらない。

　好物だって食べたいものだって、子供ではないのだから、もうあまり変わることはないだろう。

　前来た時も、きっと同じようにロールケーキとサンドウィッチを食べろと吉良に言われたのだろう。

　吉良は前と変わらない反応を見ているはずなのに一瞬、訝しむような目を向けられた気がした。

「やっぱりロールケーキは止めて、季節のケーキにする」

　だからだろうか。メニューに滑らせた視線が捉えたものを選び直していた。

「それも美味しそうだな」

（あれ……？　気にしてないの？）

　明日香は肩透かしを食らったような気分になって、メニューを閉じた。

「確かさ、あの時は季節のケーキはなかったよな」

「え？　そうなの？」

「そう。あの頃は、ロールケーキだけ」

「そう……ね」

　明日香はやるせない思いになりながら、俯いた。

　やはり、吉良は過去を見ている。

　今の自分を見ていないわけではなく、五年前のことを引きずって、心に深い傷を負っていた。こんなケーキひとつにすら、思い出を残しているのがその証拠だ。

　さっさと食べて店を出ようと決めた時だ。

　吉良は懐かしそうにしながら水を飲んだ。

「ここで、プロポーズしたんだよな」

「……」

（こんな、ところで？　吉良が？）

　信じられない思いで頭を殴られたような衝撃が走った。

　お金をかけようと思えばいくらでも出せる人が、どこにでもありそうなカフェでプロポーズをしたことが信じられない。

　勿論、店内はお洒落だし、素敵だと思う。

　でも、ここぞとばかりに高級レストランを予約したんだろうと思い込んでいた。

「あの時さ、俺、水零したんだよな」

「そう……だったね」

　明日香は努めて話を合わせた。

　相槌を打つだけなら、吉良には自分の状況がバレないはずだ。

「そうしたらすぐに明日香が店員呼んでくれて、一緒になって拭いてた」

「そうね」

「それで俺、やっぱりこの人だなって決めたんだ。指輪も用意してなかったけど、プロポーズするだけでも納得してくれるだろうって思った」

「そうだったの」

「あの時の俺は、明日香のこと何も分かってなかったけどな」

　その言葉にまた胸が痛む。

　今だって、どこかすれ違った生活をしている。

　愛し合っているし、五年前よりも幸せだと思う。

　でも、お互いの見ている方向が違うような気がする。

「私、だめね」

　明日香はぽろりと涙をこぼした。

「ど、どうした？　俺、なんか言ったか？」

「ううん。なんでもない。ごめんなさい」

　慌てて涙を拭い、笑みを見せる。

　こんなところでバレたらいけない。

　頼んでいた品物がテーブルに並ぶと、吉良は嬉しそうに話を続けた。

　プロポーズにまつわる話で、あの頃は結婚なんて頭になかっただの、明日香と結婚するとは思ってなかっただのと聞かされる。

　でも最後に必ず、言われる。

「この人を他人に取られたくない、とも思うんだ。不思議だった」

　吉良が真面目な顔になって言うので、明日香は黙り込む。

「どうして……そう思ったの？」

「分からないな。勘かな。明日香と話してると心地良かった。でも、心の奥底でこの人と結婚しろよって別の俺が囁くんだよ」

「意外。そんなこと考えてたの？」

　明日香はくすっと笑った。

　吉良がそんな非現実的なことを考えているとは思えなかった。

「そんなこと言うなよ。俺だって、その時は疲れてるのか？　って思った。でもさ、何度も何度も頭の中に明日香が浮かんで──」

　吉良の顔が急に曇る。

　明るい表情から一転して、眉間に皺を寄せた。

「どうかした？」

「バカだよな。俺。そんなに浮かれてるのに、明日香を見捨ててさ」

「え？」

　明日香の胸に刺さるような痛みが走る。

「とにかくさ。今日のデートは結婚記念日の為のデートだし、楽しもうな」

「うん」

　明日香は微笑みながら、運ばれてきた季節のケーキを掬った。

　以前はロールケーキを食べたそうだが、こちらのケーキも美味しい。

　吉良を見つめながら食べていると、彼は嬉しそうに目を細めた。

「幸せそうだな」

「当然でしょ？」

「さっき買ったリング、ここで嵌めてこうか」

「もう？」

　ごそごそと袋から取り出すと、明日香は自身の右手の小指にそっと嵌めた。

　吉良に見せると「似合ってる」と嬉しそうな顔をされる。

「そっちのケーキ頂戴」

「ロールケーキ？　じゃ、明日香のケーキも食べさせてよ」

　お互いに分け合いながら食べると、明日香は自然と頬を緩ませていた。

　時々もたげる不安がなくなりそうになる。

　でも、胸の奥につかえているものはなくなりそうにない。

　そのままショッピングを楽しむと、夕方にはシティホテルにチェックインした。

　吉良のお楽しみの時間であり、明日香も体温を感じられて嬉しい時間。

　エレベーターを上がるまでの高揚感は、恋人同士の時と変わらない。

「いつもありがとう。嬉しい」

　明日香はそっとしなだれかかり、吉良に甘えた。

「俺の出来ることをしたいだけだから」

「そうだけど。仕事だって忙しいのに」

「それはどうにでもなるから」

　吉良から腰に手が回されると緊張してくる。

　エレベーターが止まると、スイートルームに急いだ。

　カードキーで部屋に入ると、吉良の体温を背中に感じた。

「今日、夕飯どうする？」

「いらない」

「そう言うと思って、ルームサービス頼もうと思うんだけど」

「でも、吉良食べてる間、何もしないで我慢出来るの？」

「出来ない」

　はむっと耳朶を甘噛みされ、明日香はひくついた。

　そのまま胸をまさぐるように揉まれて甘い声があがる。

「せっかくベッドがあるのに」

「そうだった」

　いそいそとダブルベッドに向かうと、シンプルなデザインのベッドにふたりで身体を埋める。

　明日香の着ていたシャツのボタンに手がかかった。どくん、と胸が鳴った、その時。

「吉良？」

　手を止めた彼は、持ってきていたバッグからハンディカメラを取り出す。

「明日香の全部を撮りたいんだ」

「まっ、待って。そんなことされたくない」

「嫌だよ。明日香、俺は明日香を全部手に入れた気がしない。全てを記録して、ちゃんと残しておかないと」

　昼間のぬくぬくした心地から一転、明日香は吉良の困った部分に辟易した。

　日に日に撮影がエスカレートしている。ハンディカメラで撮られてしまえば、吉良の思いひとつで、或いは不意の事故でネットにアップされてしまうことだってある。

　そうなれば、無修正の素人のセックスが世界中に流されてしまうということだ。それこそ大変な事態だ。

「吉良、それは止めましょう。スマホの動画だって消して？」

　そう言ったが、吉良はおもむろにカメラの電源を入れて明日香の方に向ける。

（うそ）

「だめ。大丈夫だよ。俺がうっかりネットにアップすると思う？」

「でも、なにがあるか分からないじゃない」

　後ずさりするように後ろに下がると、吉良の口角がにたっと上がる。

　嫌な予感がした瞬間、ぬっと手が伸びてきてシャツに手が掛かった。そのまま、ボタンを外してこようとする。

「待って！　いやっ」

「だめだよ、明日香」

「こんなこと、私したくない」

「そういう顔するんだね、明日香……。可愛いよ」

（吉良……？）

　こんな人だったのかと、くらりとした。

　明日香がたじろいでいる瞬間にも吉良はボタンを剥ぎ取り、シャツを強引に脱がしていく。

　手で払うことが出来ず、「待って！」と連呼するしかない。

「吉良っ！」

　大きな声で言っても、彼の耳には届いていなかった。

　強引にベッドに押さえつけられて、ブラをずらされた。

　思わず涙目になると、また吉良が嬉しそうににたりとした。

「俺にこうされると、感じるだろ？」

「どうして？　こんなの、いつもと違う」

「でも、明日香は物足りないとか俺じゃ不満とか、最近思ってるんじゃないか？」

「思ってない。こんなことしないで」

　そう言われた途端、ピンク色に尖ったところをしごかれた。

　ぐにぐにと圧し潰され、一気に快楽にいざなわれて甘い声があがる。

　しかし、カメラのことを思うといつものように快楽に溺れられない。

　身体を少し起こすと、吉良はレンズ越しにこちらを見ていた。

「やめて……？　吉良」

「そんなこと言っているけど、そのうちに感じて、欲しくてたまらないって顔で見てくるんだろ？」

「ちが……」

　潤んだ瞳で訴えるが、吉良の言っていることを完全に否定も出来ない。

　そして拒絶すれば彼の愛情はなくなってしまいそうだった。『離婚』の文字が頭に浮かぶ。

　カメラ越しに酷いことをされて、身体が火照り始めているのは感じていた。

　吉良がこんなことをする筈がないと考えてしまう自分のせいで、余計にいつもと違う夫に興奮している。

（もっとちゃんと嫌だと言わないといけないのに）

　しかし、吉良の手はするっと伸びてふわふわの乳房を揉みしだかれる。

「あっあっ！」

「ほら、もう我慢できないだろ？　明日香のことはちゃんと分かってるよ」

「分かってな……い。……んんっ！」

「いつもより感じるだろ？　たまにしような？」

　明日香は首を振った。

　しかしお構いなしとばかりに、胸は鷲掴みされて先端を摘ままれる。

　あられもない声も、痴態も、全てカメラに保存されていく。

「い、いやぁ」

「全部映したいんだよ。明日香の全てを」

「やっ……ん、ちゃんと、私を見て……？」

　レンズ越しに見つめられて、明日香は泣きたい想いになって涙を滲ませた。

「そんな顔されると、いじめたくなる」

「そんなつもり、ないっ」

　吉良の暴走についていけず、明日香はぞっとした。

　どんな反応をしようと止まらない彼は、カメラを持ったまま明日香の履くスカートを捲りあげると、見つけた下着越しの染みをしっかりと画面に収めた。

「いやらしい身体だね。さっき少し弄っただけなのに」

「もう……いや。吉良」

「ダメだよ。これからだ」

　カメラを持ちながら、吉良は器用に下着越しの熟した花芽を摘まむ。

「あんっ！　やぁ！」

　じゅっと蜜が溢れだし、さらに下着を汚した。

　それを収めるべく、カメラは向けたままだ。はっきりと分かるまで撮るらしく、蜜芽を捏ねられ、次第に快楽に蕩ける気分になっていく。

「やぁ……あぁ！」

「気持ち良さそうだ」

「ち、ちが……ふぁぁ……あぁっ！」

「カメラ越しでも、明日香が気持ちいいかくらいは分かるよ」

　するっと下着を脱がされて、蜜がたっぷりと溢れた状態を撮られてしまう。

「俺のこと考えて？」

「そ、そう」

「それとも、カメラに反応した？」

　明日香は思い切り首を横に振った。

　そんなことがあるはずないと言いたいが、本音を言えばカメラが媚薬になっているのではないかとさえ感じていた。レンズが近づくほど、蜜が溢れてくるのだ。

　本当のところは分からずとも、いつもより意地悪なことをされ、身体が反応しているのは確かだった。

　下着も、スカートも脱がされると、今度は吉良の長い指が蜜壺に挿入される。

　ぐじゅぐじゅとはしたない水音を立てながら、激しく抜き差しされると、もはやいつものようにはしたない声をあげるだけになっていた。

「あんっ！　あっ……あぁぁ！」

「今度は俺の前で自分で弄って？」

「……っ、え？」

　思わぬことを言われ目を点にしていると、指が引き抜かれる。

　もどかしい思いにさせられ、腹の奥が切なく疼く中、カメラは頬を染めて強請る表情をする明日香に焦点を当てている。

　恥ずかしいが、もう止めることは出来そうになかった。これだけ拒もうと、彼は止まらないし──それに、と快楽に流され始めた自分を振り返り、そっと足を広げて自ら蜜芽を摘まむ。

「んっ！」

　激しく痺れるような刺激に、上目で吉良を見つめていた。

「もっとして？」

「い……いつまで？」

「イクまで」

「出来ない。だって、そんな恥ずかしい……こと……っ」

「じゃあ、ここで終わりでもいい？」

　明日香は首を振った。

　こんな中途半端なところで止められては、身体がおかしくなりそうだ。

　しかも、あんなに嫌だと思っていたカメラに次第に慣れて、身体がひくひくと反応している。

　明日香はさらに足を開き、蜜壺に細い指を突き入れた。

　そして激しく掻き混ぜ、恍惚の表情を浮かべてレンズを見つめる。

「明日香……」

「吉良ぁ……」

　だらしなく口を開け、蕩けた顔を向けてしまう。

「ああ。今日は沢山しよう。明日香のこと、もっと知りたいんだ」

　吉良の告白など耳に入らず、無我夢中で指を動かし、明日香は内壁を擦り上げる。

「んっあ！」

「綺麗だ。明日香。俺だけの明日香」

「全部……ね？　吉良の、んっ……ものだから」

　蕩ける頭で言うと、次第に足ががくがくと震えだした。

　その刹那、頭の中が真っ白になっていく。

「あっああぁ！」

　身体を震わせながら、明日香は快楽の坩堝に飲まれた。

　カメラに全てを撮られながら、身体をひくつかせて蜜を垂らす自慰を見せてしまった。

　なぜだか心地よい背徳的な思いと、吉良との深く罪深い繋がりを感じてしまう。

「こんなの……吉良だけだからね」

　ベッドサイドのティッシュで指を拭いながら、明日香は特別だというように伝える。

「ああ。こんなこと、他の男にする姿を想像もしたくもない」

　明日香は息を切らせながら、吉良の首に縋りついた。

「ねえ……早くして？」

「やっぱり我慢ならなかったんだ。いいよ、ほら」

　甘えた声で強請ると、四つん這いにされた。

　カチャカチャとベルトを取る音がした後、少しして蜜口に熱が当たる。

「あっ」

「まだ撮ってるよ」

「き、吉良っ！」

「その方が感じるだろ？」

　明日香は黙り込んで本音は言えなかった。

　カメラ越しに視線を感じ、必要以上に身体が鋭敏になっている。

　身体がひりひりして、吉良の熱っぽい視線よりも機械的な感じが冷たく刺さるようだった。夫からもたらされるものとは思えず、余計に感じてしまう。

　一気に貫かれると、そのまま抜き差しが始まった。

　激しい水音と共に、最奥をずんずんと突かれて明日香は激しく喘いだ。

「あっあっ！　吉良ぁ！」

「凄い締まってるよ、明日香。これもいいだろ？」

「うん。カメラも、たまには……」

「いつだって撮っていたいよ」

　その切実な願いを、明日香は聞き逃さなかった。

　レンズ越しに見られて感じる快楽に熱はない。

　冷たく機械的で、吉良の情熱のような熱っぽさはなく、毎回カメラで撮られるのは嫌だ。

　二人の愛を確かめるように……。取り戻すように、切実な想いを感じる。事故前にはなかった、執着すらある。

　律動は激しくなり、子宮を揺さぶるような激しさに内壁は男根に絡みついて締め上げていく。

　吉良も切ない声をあげて、明日香のたわわな胸を鷲掴みにした。
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「あっあっ……あぁ！　弄られたら、イキそうっ！」

　先端を捏ねながら、最奥を思い切り突かれると、明日香の意識は蕩けていった。

　隘路がきゅっと締まり、搾り取るように彼の熱を強く咥え込む。

「う、うぅ」

　苦しげな声をあげる吉良は、そのまま激しい抜き差しを続けた。互いに息を弾ませて腰を使い、明日香自ら腰を揺らす。

　その刹那、腹の奥に白濁が飛散した。

「あっあっ！」

「明日香っ！」

「吉良ぁ！」

　二人してどっさりとベッドに倒れ込むと、すぐに吉良が抱きしめてくれた。

　そっと頭を撫で、気遣うように額にキスを落としてくれる。

　ほっと息を吐いて下を見ると、露わになった傷の残っている太腿がなまめかしく映った。

「……ッ」

　慌ててシーツを引いて隠すと、言い知れぬ悲しみと喪失感が襲ってきた。また、冷静になったことで中に出された事を今更ながら実感する。子供が出来たらどうしようかと、不安になってしまう。

　せっかく満たされたというのに、ほんのわずかに見えた太腿のせいで全て水の泡だ。

「そんなに気になるか？」

「ええ」

「目立たなくすることは出来るそうだが」

「でも、消えないもの」

（吉良の心の傷と同じように）

　でも、同じ傷を持っていることは、ふたりの繋がりとも思えた。

　しかし、自分の場合は目に見える傷跡だ。吉良の前で、恥ずかしげもなく身体を許した時に限って、まる見えになってしまう。それが嫌で仕方がない。

　吉良だから見せているが、もしこれが恋人同士やそれ以前の関係だったら、きっと怖くて裸にすらなれないだろう。

「こんなもの、すぐに治ればいいのに」

「仕方ないだろ。命の方が大事なんだ」

「でもっ！　毎回セックスの時になると思い出すでしょ？」

「それは俺がいけないからだろ」

　明日香は自分から言っておいて、吉良を傷つけていることに気が付いた。

　誰だって『傷』なんて見たくない。

　それが大きくてまざまざと残るものなら当然だ。

　しかも、明日香の肌は白く透き通っていて、余計に目立っていた。

　ただ、その傷が出来たことを吉良のせいだとは思ったことはなかった。けれども、いまだに吉良は自分のせいだと言い切っている。

「もう傷は隠したわ。ね？　続きして？」

「ああ。せっかくの時間だもんな？」

　そうして組み敷かれるが、明日香の胸は切なく痛んだ。

　五年前のことをまだ後悔している夫に、何も言ってやれない。

　自分はもう大丈夫だと言っても信じられないのは、逆の立場だったら、その言葉を信じることが出来るだろうかと思うからだ。

　簡単な擦り傷を大丈夫かと訊かれても、『大丈夫』と答えれば、きっと頷くことができる。

　それはいずれ治ることが分かることだし、その程度の傷なら、誰だって何度か経験するからだ。

　でも、太腿にある大きな傷は人目を気にするほどのもの。

　大丈夫と答えても、きっと吉良は嘘だと思うだろう。

　明日香がいくら何も引きずっていないと答えても、それだって信じてくれない。

　自分が原因で傷を負ったと彼は思っている。

　思い込んでいるからこそ、被害者となった明日香には何も出来なかった。

　それにもう一つ、五年前の一件以来、明日香には言えなくなっていることがある。

　あの日を境に、記憶が曖昧になっていることだった。

　欠落していたり、うろ覚えだったり。

　記念日だろうが誕生日だろうが関係なく、綺麗さっぱり忘れている。

　ふたりの思い出の筈のプロポーズの場所も言葉も、その日何を食べて、どんなレストランに行ったのかも、何もかも忘れてしまった。

　今日行ったカフェが、まさかプロポーズの場所だと思わず、狼狽した。

　吉良ならこうするだろうと予想を立てて行動は出来ても、意表を突いた行動をされると、何も分からなくなってしまう。

　吉良のことなら何でも分かると、自分が思い上がっていたんだと後悔する。

　でも、どうしても吉良には言えない。

　五年前の『あの日』以来、記憶が欠落して、大事なことを忘れていること、ふたりの大切な思い出すら吹き飛び、まっさらな状態だということ。

　もしそれを彼が知ったら、どんなに深い傷を負うだろう。

　目に見える傷だってこれだけついているのに、記憶がなくなったと知ったら？

　考えただけでも目に見える。

　取り返そうと躍起になるか、それとも離婚しようと言い出すか。

　言い出せないのは吉良を愛しているからだった。

　さっきの動画だって、大好きだから身体を許し、自ら自慰をした。

　他の誰でもない、吉良だから。

　太腿の傷だって映る映像を見ても何も言わないで、ずっと褒めてくれる。

　毎晩、貪るように求めてくれる。

　吉良は違うことを思っていても、明日香は満足だった。

　彼のすることが酷くなっていっても、深すぎる愛になっても、五年前より、愛情は深くなっている。

　それは確かだった。

　お互いに傷を抱えているのに、五年前より貪るようで、それは不思議なことだ。

　そして、その関係は明日香が秘密を吐露しなければ繋ぎ止められる。

　記憶の欠落について言わなければ、吉良はずっと明日香を見てくれる。

　それもよく分かることだった。

　そう思っていたのだが、ここのところは自分の考えが本当は違うのかもしれないと考えさせられる。

　吉良の考えは彼の頭の中にあって、明日香は憶測を立てるしか出来ない。

　なんでも分かったつもりでいても、本当はお互いに何も分かっていないのでは、と。

「どうした？　ぼんやり俺のことを見て」

「ううん。好き。吉良」

　明日香は甘えるように吉良の首に腕を回すと、互いに舌を絡めるように口づけ合った。彼の舌先は明日香の唇から顎を辿り、乳房を這いまわる。

　甘い声を上げながら、明日香は吐息を弾ませた。

「ああっ」

「この後、一緒に風呂に入って、それからもう一度して」

「そんなに、するの……？」

「当たり前だろ？　俺はまだ諦めてないんだから」

　ひくんと、明日香は身体を震わせた。

　自分はもう子作りに積極的になれていない。熱を注がれた時の不安も言えなかった。

「もう……んっんっ！　そこっやぁ！」

　いきなり舌先で先端を捏ね回されて、声が上がった。

　そのまま膨らみを丁寧に揉まれると、すぐに頭の中が蕩けていく。

　蜜がたっぷりと溢れ出し、腹の奥が疼きだす。

　ジンジンと熱を帯びて、吉良の猛りを望んでいる。

「もう、我慢できな……」

「だめだよ。明日香の悦ぶことしたいから」

　明日香が困っていると、そのまま舌先は腹を下りて、秘丘を舐めた。

　足は自然に開く形になり、恥ずかしい恰好になる。

　さっき言ったことを気にしてか、吉良は太腿をシーツで隠してくれた。

　続けて舐められる蜜口から、ちゅっと水音が立って、明日香は恥ずかしさに震えた。

「そこ、もっとして……」

「ああ。イクまでするから」

　甘い低音に浮かされながら、明日香は舌先が花芽を吸い上げると足を震わせ、腰を揺らした。舌先に秘玉を転がされると、さっき果てたばかりの身体がぶるぶると戦慄く。

　繁みの奥に舌が突き入れられ、ぬりゅっと内壁を擦られる。

「んっ！」

「手。貸して？」

「う、うん」

　そっと手を差し出すと、ぎゅっと指を絡ませて握られた。

「俺のこと、本当に好き？」

「好き、大好き」

「嘘つかなくていいんだよ？」

「嘘？」

　明日香は快楽に呑まれつつ、その言葉の意味を探ろうと必死だった。

　どんな気持ちでそんなことを言ったのだろうと考えても、快楽に染まる頭ではすぐには考えられなかった。ぬちぬちと音を立てて舐め回され、反対の手で蜜芽を摘ままれる。

「んぁ！」

　明日香の背が仰け反り、今までになく感じてしまうと息が荒くなる。

　はあはあと荒い息をして、悶えるように身体を捩った。

　しかし、吉良はそのまま秘玉を指先で転がしながら、舌では蜜道を舐め続ける。

「おかしくなりそう！」

「ああ、俺の手でそうしたいよ」

「吉良……んっんっ！」

　身体をひくひくとさせながら、明日香は弱い部分を刺激されてそのまま果てた。

　手が吉良と繋がれたままで、さっきよりもずっと満ち足りているような気がする。

　でも、吉良の視線はどこか寂しげで冷たい。

「ほら、足を少し広げるよ」

「はい」

　明日香はそそり立つ男根を見つめながら受け入れると、熱を咥えた。

　すると不安が一気に消え去るように、快楽にすげ替わる。

　抽送が繰り返され、胸が卑猥に揺れた。

（子作りの為なのよ。私が頑張らないと）

　ぼんやりとした頭で考えつつ、避妊をしない夫に不安があることは言えなかった。

　全ては五年前から歯車が狂ってしまったんだと思う。

　でも、もしかしたらもうあの時には狂っていたのかもしれない。

　どちらか分からないから、明日香はどうしても、避妊をしない吉良を拒むことも嫌いになることもなかった。

　これが、きっと彼なりの努力なのだから。





　　　　◇◇◇






「あっ……あっ……あぁ！」

「奥がひくついて絡んできてるな」

　浴槽の中でセックスの続きをしていた。

　上に跨る明日香を時折、吉良は激しく突き上げる。

　汗で髪の毛が顔に付いて色っぽく見え、明日香が淫らな女に感じた。

「いやらしい……な」

「ひ、ひどい。だって吉良が」

「そうだな。でも、明日香は今とても、物欲しそうな顔をしてるよ？」

「どんな、顔……？」

　甘えた表情を見せてくる彼女に、吉良は胸を高鳴らせて熱を膨らませる。

「きっと、他の人に見せたらダメな顔よね？」

「そう……絶対に見せられない」

　吉良は自分にも言い聞かせるように言った。

　明日香のはしたない行為は、全て自分の命令によるものであって、明日香が自ら行っているわけではない。だからこそ、他人に見せるものでもなかった。

　それに、彼女を女として、まだより深く愛せていないとも思える。

　身体を重ねて、快楽を享受し合う仲になっているだけで、それ以上にはなれていない。

　そのことが、吉良にもどかしさを覚えさせていた。

　何度となく彼女の腹の奥で熱を放出しても、実りがないのだ。

　明日香も五年前からセックスはしてくれるが、快楽に溺れさせているだけのような気がする。

　自分がいけないと思って色々試してみても、彼女の思いを捻じ曲げることは出来ない。

　でも吉良に出来ることは、快楽を与えて、明日香の欲望を解き放つだけ。

　自分がセックスに熱を入れていることに彼女だって少なからず意味を感じていると思うが、応じてくれる様子はない。

　吉良は思わず、腰を使って明日香を困らせた。

　自分の腹の上で愛する妻がよがり狂っている。

「あっあんっ……あぁ！　奥が凄いのぉ！」

「もっと教えて？　どう凄いか」

「吉良のが何回も当たって、お腹がひくひくしてっ！」

（明日香、もうイキそうだ）

　吉良は明日香の表情を見ながら、そっと額や頬を撫でた。

　そして腰に手を当てると、そのまま激しい律動を開始する。

「やっあっ！　イキそうっ！」

「まだ膣ナカに居てほしいのか？」

「あっあっ！　だって、もっと繋がれていたい」

「じゃあ、もう少し何もしない」

　吉良は緩やかな締めつけを感じながら、明日香の思うままにした。

　強引に放出したい衝動もあるし、嫌がるのに無理やり射精してしまいたい衝動もある。

　今はとにかく、明日香を自分だけの妻にしたい。

　その欲望と戦いつつ、明日香に嫌われないように必死だった。

　こんな風に甘やかしたり、蕩ける顔を見て、自分の嗜虐的な思いに蓋をする。

　明日香が望まないことはしたくない。

　でも、そんな思いのままでいたら、五年も経ってしまって、互いにただ貪るだけのセックスをするだけになっている。

　本当は、もっと大切なことがあるというのに、そのことについては何も話し合いを出来てない。

　何度も言おうと思っても、勇気は出なかった。

　行動で示すだけで、言葉として明日香に伝えることはない。

「明日香。今日もたっぷり注いでいいだろ？」

「いっぱいして？　何回でも。吉良になら、どんなに激しくされてもいいの」

「明日香……？」

　吉良は乱暴に愛してしまっていることに後悔を覚えた。

　こんな風にゆっくりと互いの体温を感じるだけじゃ足りなくて、吉良の好きなことは乱暴なことだと思い込んでいるような気がした。

　間違いではない。

　でも、正解でもない。

　身体を重ねて答えを見つけようとすると、いくら夫婦でも誤解が出てくるのかと、吉良は頭を悩ませる。だからだろうか、何も考えたくなくて、また腰を使っていた。

「あっん！」

「たっぷりするから。まずは湯船の中で」

　そのまま腰を使い始めると、明日香も自ら腰を振りたくり、感じやすいところに熱を当てようとしていた。

「あっあっ！」

　隘路が締まっていき、咥え込まれるようにきつくなる。

　今度は吉良の方に余裕がなくなって、汗を垂らしながら切なく喘いでしまう。

「明日香、明日香！」

「吉良っ」

　眼前で大きな胸が揺れ、思わず吉良は揉みしだいていた。

「あんっ、あんっ！」

　そのまま捏ね回すように先端を圧し潰し、意識が遠のきそうな感覚と戦いながら、明日香が果てるまで必死に尽くした。明日香も目の前で蕩けた顔をしている。

（いやらしい……顔だ）

　その刹那、明日香の腹の奥に白濁をたっぷりと注ぎ込む。

「あっ！」

　どくどくと脈打つ屹立を求めるようにして、明日香に搾り取られていく。

「明日香……」

　背を仰け反らせながら、彼女も果てているようだった。

　惜しみなく注ぎ込むと、吉良は明日香を抱き寄せた。

「足りないよ、明日香」

「私も……」

「もう風呂は出て、ソファでしよう」

「うん」

　明日香を抱えあげ、適当にシャワーで流すとタオルで拭いてやった。

　自分も適当に拭うと、裸のままリビングのソファに明日香を横たえる。

　足を担ぐと、そのまま猛りをもう一度挿入した。

「あっ！」

　ぬめりはたっぷり残っているようだった。ストロークを開始し、明日香を見下ろす。

「明日香。またたっぷり注ぐからな」

「吉良……」

　絶え間なく溢れる想いに、吉良は熱をまた明日香の奥深くに注ぎこんだ。






　第三章　






　吉良はデスクに置いてある時計を見て、午後五時十分前だと確認した。

　大体いつも同じ時刻になると、勝手に目が時計を見ている。

　資料を集めてファイルに仕舞っていると、ドアがノックされた。

「はい」

「明日の予定についてお話が」

　赤い縁の眼鏡をかけた女性秘書が入ってきた。黒髪をまとめ、ロングタイトスカートが似合う。

「ああ、手短に」

「お帰りですか？」

　秘書の若松は軽く眉をあげると、寂しそうな顔をする。

「悪いな」

「いえ。予定は全て、午後五時までとして組んであります。仕事に問題はありません」

「迷惑はかけていないか？」

　若松はくすっと笑い、小さく頷いた。

「いまさら会社の心配ですか？　五年前、そこら中を説得して、定時上がりを推奨するように推し進めたのに」

「そうだな」

　若松に建前は必要ないか、と堂々とカバンの中にスマホを仕舞うと、最後に最愛の妻の写真を引き出しから取り出した。

　二段目に仕舞ってあって、いつも持ち歩いて会社では見られないように隠してある。

　それをバッグに入れた時、若松はまたくすっと笑う。

「もういいのでは？　奥様がそんな根深く恨むとは思えないですが」

「だめだ。恨んでいなくても、ずっと思い悩むこともあるだろう？　俺はそれを支えたい」

「だからって、写真を持ち歩くなんて。海外じゃないんですし」

「やっておいて損でもあるか？　あの時は戻ってこないんだ」

　持ち運び可能な薄型のケースに入れられた写真の存在は若松によって、秘書課と営業部に知れ渡っていた。

　でも、吉良は止めることはない。

　そもそも、家族写真を持ち歩いて何が悪いのかと思う。

「若松。明日の予定は？　少し出社を遅くしても大丈夫か？」

「……ええ」

　若松の表情が一瞬曇る。

　吉良が家庭を優先にしているのが、仕事人間の若松には理解出来ないのかもしれない。

　だからといって、彼女や秘書課の人間が吉良の陰口を言っていることはない。

　ただ、少し遅くなるというと、勘を働かせて少し肩を落とすのだ。

「若松、悪いな」

「あの……。もう五年です。どうしてちゃんと話さないんですか？」

「若松にはまだ分からないよ。結婚しても、もしかしたら俺達のことは理解出来ないかもしれない」

「そんなにこじれてしまってるんですか？」

　吉良は顎を擦り、考えた。

　こじれている、そんな言葉がしっくりきているような気もする。

「そうかもしれない。表面上は仲良く出来ても、本音はまだお互いに言えないでいる」

「夫婦なのにですか？」

　若松の若々しい質問に、吉良は苦笑いを浮かべる。

　結婚前は自分も夫婦の間に嘘も偽りもないと信じていたし、疑うこともなかった。

　浮気をする人間は悪で、離婚をする人間は人として破綻している部分があると思っていた。

　妻の考えていることはテレパシーのように手に取るように分かって、先回りして動くことが出来る。妻も、自分の一番の理解者になってくれる。

　そうなることが理想で、どの家庭もそうだと思っていた。

　でも、結婚してみると違う。

　明日香の考えは五年前を境にさっぱりわからなくなった。だからだろう。最愛の人だからこそ、蹂躙してでもその心を手に入れたいと独占的になってしまった。

　当然、明日香は自分を想ってくれているはずなのに、セックスを重ねても心が通じ合えている気がしないのだ。

　自分の犯した罪を、いつまでも責めているような気もする。

　お茶がほしいと言った時、明日香はいつもにこやかにコーヒーを淹れてくれる。

　でも、五年前はお茶といえば『紅茶』だった。

　微妙な違いだと思うし、そんな細々したことにケチをつける自分も嫌だった。

　結局、夫婦になっても束縛したり、放置したり、様々だろうが、ひとつ屋根の下で恋人同士が喧嘩をしないように様子を窺いながら生活するだけ。

　テレパシーも使えない。

　言葉にして話して、ようやく明日香の気持ちがほんの少し垣間見える程度だ。

　思っていたよりもずっと夫婦は厄介で、好きになっても結婚というゴールに辿りついている分、一緒にいる時間が息苦しい。

　愛し合っている証拠を見つけ続けないと、吉良は余計に明日香を信じていられなかった。

　明日香の気持ちはこんなにも分からないものかと苦悩しても、彼女には伝わっていない。

　若松の言うように、夫婦なのに、何も分からなくなってしまった。

「夫婦っていっても、色々あるんだ」

「そうですけど。毎日定時に帰って、奥さんの傍にいて、恋人同士のまま。それでも何が分からないんでしょうか？」

「……色々な」

　吉良は若松の言葉が少し胸に刺さる。

　自分でも、こんなに色々しても明日香のことが分からないことが悔しかった。

　恋人同士の方が、もっと素直に気持ちをさらけ出してくれたと思う。

　それなのに、吉良が追えば逃げていくような気がするし、セックスでがんじがらめにすれば沼にはまるように快楽に溺れさせてしまう。

　本当は、ただ向かい合って話すだけで良い筈なのに、それが出来なくなっていた。

「羨ましいな、奥さま。……では、明日は少し遅めの出勤ということですね？」

「ああ。すまない」

　予定を簡潔に伝えると、彼女が部屋を出たのを確認し、自らもカバンを持って、役員室を後にした。秘書課を通り抜けて営業部の横を通った時、営業部長がするするっと近寄ってくる。

　自分より年上の人情味ある人間だ。

「お疲れ様です。久しぶりに飲みましょうよ」

「今日もだめだ」

「奥さんですか？」

「悪いか？」

「ダメなんて言ってません。ただ……。時には息抜きも必要かなと。奥さんにも」

　その言葉に、吉良はひくんと眉を上げて眉間に皺を寄せた。

　営業部長はひいいっと肩を竦めて、「すみません」と一言謝罪する。

「でも、神宮寺役員がいない夜っていうのも、ちょっと寂しくなっていいんじゃないかと」

「余計にダメだ。ひとりにさせられるか」

「だから、そんな怖いこと何度も何度も起こりませんから」

　営業部長は軽口を叩き、吉良を苛立たせた。

　眉間の皺が深くなり、ぎろっと営業部長をさらに睨みつける。

　しかし営業部長は揉み手でニコニコと言い続けた。

「終電には帰ればいいでしょ？　ちょっとほったらかして寂しい思いにさせると、夜も良い感じになりそうかなあって」

「ほったらかしている時に何かあったらどうするんだ？　とにかく、部長もさっさと帰るなり仕事に戻るなりしろ」

「神宮寺役員……。私なりに心配なんです」

　営業部長は肩を落として、吉良を寂しげに見つめてくる。

　彼が軽い気持ちでアドバイスしているわけではないのは分かっていた。

　でも、そんな言葉が耳に入り、行動に移せるほど吉良は自分を許せていない。

　彼は他人で、明日香の傷を見たことがないから、あんなに軽く言えるのだ。

「じゃあ、定時も過ぎたし、各々帰れるように終わらせるように」

　吉良はそう告げると、営業部を素通りして、エレベーターを目指して歩きだした。

　会社の誰もが自分を心配してくれているのは分かるし、茶化してもいない。

　若松は若いにもかかわらず、理解して、予定に融通を利かせてくれている。

　職場には恵まれていると思う。

　だからこそ、家庭だって明日香とともに幸せになりたかった。





　　　　◇◇◇






「瓶と缶の日だった！」

　明日香はがばっと起きて、裸で眠る吉良をよそに慌ててキッチンに急いだ。

　毎晩のように抱かれているせいで、朝早く起きることが出来なくなっていた。

　そのせいで、ゴミ収集車に行かれてしまうことが多く、集積所に車で行く羽目になる。

　そもそも、早寝早起きは体調の為にも良いのだから実践すべきなのに、上手くできない。

　Ｔシャツとジーパンを着て、髪の毛を整えるのもそこそこに、メイクなんて構うことなく瓶と缶をまとめた。

　ガチャガチャと激しい音を立てながら、収集場所に向かうとおじいちゃんがのんびりと出していた。

（ノーメイクな上に、頭はぼさぼさ）

　恥ずかしさを覚えつつ、ゴミを捨てる。

　なんとか間に合ったとほっと一息ついた時だ。

「そんなに慌てなくても、まだ来ないですよ。ここら辺はわりと収集時間が遅いから」

　おじいちゃんが優しく微笑みかけてくれた。

　そんな優しさに触れるのが嬉しくて、身なりも構わず眦を緩め、明日香も世間話に応じていた。

「そうなんですね。いつも遅れてて」

「それなら、旦那さんにお願いして出せばいいだろうに。朝、出勤が早いだろう？」

「あっ、そうですね」

　それはそうだけど、と頭の中で思いつつも、吉良にお願いするのは忍びなかった。

　綺麗に整えられたスーツを汚したら大変だし、明日香は特別働いているわけではない。

　出来る家事はちゃんとやりたいと思う。

「それとも、旦那さんは厳しいのかな？　そういえば、自治会にまだ顔出してないね？」

「あ、まだ当番じゃなくて」

「そうですか。若い人も少ないし、無理にとは言わないけれど手伝ってくれると嬉しいな」

「はい」

　その言葉になぜか、明日香は家庭以外の居場所を見つけたような気がした。

　勿論、吉良との時間が窮屈だと言いたいわけじゃない。

　自分はいつも吉良を待つだけの存在で、彼だけの為に存在しているような錯覚を覚える。

　もしも他にもやることが出来れば、もっと歯車はくるくると回るような気がした。

「当番になったら是非」

　そう明日香が言った時だった。

　後ろから、手をぎゅっと握られる。

　振り向くと、吉良がじろっと睨んでいた。

「吉良……」

「ゴミなら俺がやる」

「でも、これは私の仕事だから」

「そんな恰好で外に出るな」

（そんな……恰好……）

　突き刺さるような視線を向けられて、いたたまれない思いで俯いた。

「悪かったね。話しかけて。じゃあ、よろしくお願いします」

　おじいちゃんが寂しげに去っていくと、明日香も苦しい思いになった。

　肩を抱かれて、朝とは思えない色香漂う雰囲気を振りまく吉良に、思わず苛立ってしまう。

「吉良、外よ？」

「でも、明日香は俺を置いて、勝手に知らない奴と喋ってたろ？」

「知らない奴って……。同じ自治会のおじいちゃんよ？　そんな言い方ないじゃない」

　明日香は聞こえていたら大変だと、吉良を家の方に向かわせた。

　誰かに聞かれたら、せっかく建てた一軒家が台無しになる。

　それに、近所付き合いだってもっと上手くやりたいし、あのおじいちゃんが言っていたように、自治会に参加して家庭以外にもやりたいことを見つけたい。

　吉良と共に家の中に入ると、玄関先でキスをされた。

　息すら吸い取られるようなキスに、明日香は何も抵抗出来なくなる。

　ぎゅっと両方の手を握られて、力任せに壁に押し付けられた。

「近所の奴と話す余裕はあるんだな」

　唇を離した時に出た呟きに、明日香は意味がわからないと顔を覗き込んだ。

「だって、マンション住まいならともかく、ここは一軒家よ？　近所の人と仲良くしないと」

「俺よりも？」

「だって吉良とは昨夜だって！　んんっ！」

　強引にまた口づけられる。

　舌先を絡めとられ、力任せのキスをされた。

　初めて、吉良が獰猛な男性なんだと意識させられる。

　今まで考えないようにしていた、吉良の別の面をまざまざと見せつけられているような気がする。

　五年前のあの日から、彼はこんな風にして明日香を他人と接触しないようにしてくる。

　思わぬキスに身体を押し返した。

「吉良……っ！」

「今後は俺がゴミを出すし、買い出しも俺が行く」

「そんなっ」

「息抜きが出来ないって言うなら、俺が連れ出す」

（ちょっと、近所のおじいちゃんと話しただけよ？）

　意味がわからない。理解出来そうにないと潤んだ瞳で夫を見つめた。

　しかし、虚ろな目が物欲しげに口元に視線を向けるだけだ。

　彼は、身体だけがほしいのだろうか。そんな目に、どうしたらいいのかわからなくなる。

「どうして……？　私の好きに生きたらいけないの？」

「だめだ」

　絶望的な一言を言われたような気がした。

　明日香の抱える秘密は吉良を狂わせるような気がする。

　記憶が曖昧なことは絶対に言えない。

　もう一度唇を塞がれると、吉良の指先が強引にジーンズを脱がし、下着をずらした。

　そして、秘丘を撫でてくる。

「んんっ」

「こんなところでも、どんなところでも、俺は明日香が欲しい」

「私は……いや……」

　思わず涙ぐんでいた。

　いつの間にか変わってしまった吉良を思うと、力任せにセックスを始める彼を見ていられない。

　涙がじわじわと溢れると、キスどころでなく、甘い疼きも感じなかった。

「ごめん」

　吉良も明日香の異変に気が付いて、そっと身体を離して抱きしめてくる。

「どうしたの？　近所のおじいちゃんと話しただけよ？」

　明日香は涙で目を潤ませながら問うことしか出来なかった。

「なんでもない。いやらしい目で見ている気がした」

「そんなわけないじゃない。近所のおじいちゃんよ？」

「でも、だめだ」

　力強い言い方に、明日香は吉良の強い意志を感じた。

　自分以外には触れさせない、それは許さないということを。

　でも、それでは生きているのが辛くなる。

　自ら腕の中から離れると、吉良の寂しげな顔が見えた。なぜか、こちらの方が悪いことをしているような気分になってしまう。

　嫌気を振り払うように、明日香は笑顔を作ると、吉良の肩を押した。

「ご飯作らないと！　仕事遅れちゃうね！」

　そう言って乱れた衣服を直し、キッチンに駆け足で向かう。

　泣きそうなほど胸を締めつけられても、吉良の気持ちがわからなくなっても、明日香はふたりの関係を保っていたかった。

　好かれていることに間違いがないのなら、今の関係すら受け入れていたい。

　キッチンに立つと、溢れた涙が頬を伝い落ちていた。





　　　　◇◇◇






「神宮寺役員。とうとう奥様を見せびらかすとは」

　若松の冷ややかな視線を感じつつ、吉良はそうせずにはいられなかった。

　朝の一件で、自分がやり過ぎたことは分かっている。

　でも、近所の老人に向けていた明日香の笑顔は見たことがなかった。

　あの柔らかな微笑みを向けられたことが一度もない。

　いつもどこか作ったような、笑顔を意識したような感じだったし、努めて嬉しそうにしているだけで心の底から望んだものじゃないのは勘付いていた。

　気のせいかもしれないし、考えすぎかもしれない。

　でも、なにより、明日香は外ではもっと自由にいたいと言っていた。

　それを誘導したのは、あの老人だ。

「当たり前だろ。どうせ見るのは若松くらいだ」

「でも、時々営業部の人間も来ますし、隠しておいた方が無難かと」

「いいだろ、少しくらい」

　そう言って、明日香の満面の笑みを確かめると、吉良はデスクに写真を置いた。

　やはり今日の笑顔と違う。ずきん、と痛む胸に狂おしいほどの嫉妬が生まれていく。

「ん、どうした？」

　その時だった。

　何やら呆れたようなため息を落とす若松に続き、急にドアの向こうが騒がしくなったのだ。律儀なノックに返答すると、営業部の人間が数人、入ってくる。

　そして強張った顔でデスクの前に並ぶと、代表として営業部長が一歩前に出た。

「あの、神宮寺役員。今日、飲み会でもいかがでしょうか？」

「だから、行かないと──」

「この人ですか！　美人の奥さんって！」

　相変わらずくだらないことを言っている。

　呆れて吉良がそっぽを向くと、営業部の若い社員が明日香の写真を見つけ、叫んでいた。

「そうだよ、この人。物凄い美人だよねえ。確かに定時で帰りたくもなる」

「でも……飲み会くらい許してくれそうな、優しい雰囲気ですけど」

「分かってないなあ。神宮寺役員が奥さんと離れたくないんだよ。ですよね？」

　営業部の人間にずけずけ言われて、吉良はこめかみをひくつかせて睨みつけた。

　ドア付近の若松は、くくっと笑っている。

　何が面白いのか。吉良は苛立ちを露わにして、眉間に皺を作った。

「返せ」

「あ、すみません」

　謝る若い社員の手から写真を奪い取ると、視線を合わせず口にする。

「それから、写真のことは忘れろ」

「いや、それは無理ですよ。あんなお綺麗な方」

「忘れろ、いいな？」

　聞き分けのない社員に、何度も言わせるな、と睨みつける。

「それと今、ここに、何をしにきた？　飲み会の誘いを、しに来たんじゃなかったのか？」

「は、はい……でも」

　それでも食い下がる営業部の若手の腕を、部長は何も言わずに引いた。

　怒らせていいことなんてない。業務外の、プライベートにまで踏み込む事情も特にはないはずだ。この場の興味にメリットなどない。悪印象だけ植え付け、今後の立場が悪くなるだけだ。

　写真をいつも仕舞っている引き出しの上から二段目に、丁寧に仕舞い込む。

　静まり返った役員室で、彼らに背を向けるように吉良はデスクチェアをくるりと回した。

「で？　用は飲み会の誘いだけか？」

「は、はい……その、失礼いたしました」

　若手に代わって、営業部長の気の弱い謝罪が聞こえてくる。

　上に立つ者が、下に代わって頭を下げなくてはいけない。責任を取るのは上司の役目だ。となれば、その上に就く自分が今、何をしているかを振り返れば──頭に血が上っていたのだ、と冷静になった。

　すべてはあの老人がいけないとは思うが、今朝のあの笑顔を自分が引き出せない現状は、誰に当たっても晴れるものじゃない。

　それに、彼らに悪気はないのだ。

　悪気どころか、こちらを気に掛けて飲み会に誘ってくれていたというのに。

　怒りで追い返してしまうのは、役員として、社会人として、あまりにも幼稚であった。

　デスクチェアを回して立ち上がる吉良は、営業部の面々に向き直って、頭を下げた。

「すみませんでした。妻のことになると、まだ気持ちの整理がついていないので。でも、まだ飲み会は誘われても困るんです」

「すみません。こちらこそ、出過ぎたことをして」

「いえ。お気遣いありがとうございます。若松、今日のスケジュールを教えてくれ」

　吉良は努めて冷静を装い、自然と彼らが退出するよう仕向けた。

　営業部長はすぐに勘づいて、若手を引き連れて役員室を出ていく。

　若松とふたりになると、吉良は深いため息を吐いた。

「若松、五分でいいから、休ませてくれ」

「どうかされました？　さきほどのことですか？」

「それもあるが。まあ、色々とな」

　朝のことで気持ちがいっぱいで、少しでも整理をつけたいと思ったのだ。

　気に掛けてくれる部下がいても、無下に追い払うしか出来ない自分が情けないという面もある。

　一礼して若松が部屋を出ると、ひとり部屋で天井を仰いだ。

（明日香、俺達、最近溝が出来てるよな。なんでだろうな）

　五年前は無邪気に飲み会に誘う部下と共に楽しく飲んでから帰っていた。

　それだけじゃない。

　こんな風に明日香の写真を持ち歩くこともなかった。

　あの日以来、吉良の価値観や考えは全て変わってしまったのだ。

　五年前の一件を境に、明日香の笑顔を見ていないと落ち着いていられなくなったのだ。ただ、デジカメを見ても、パソコンの中をチェックしても、明日香だけがひとりで写っている写真はなかった。

　それだけじゃない。

　プリントアウトしたものはどこにあるのか、吉良は知らなかった。

　部屋のどこに何があって、明日香はどこに仕舞い込んだのかも想像出来ない。五年より前の話をするとはぐらかされる事も多く、訊くべきではないように思えた。

　そんな中、なんとか明日香の写真を撮り、会社に持ってくるようになった。

　昔はどうでも良かったことが、あの日を境に変わり、周りが心配するくらいには明日香が中心に毎日が回っている。

　それなのに、愛情を口に出すことを拒む自分がいた。上辺だけでも愛していると言えばいいのに、何も言わず、明日香の大切な時間をどんどん奪っている。

　きっと、五年前を境に明日香が大切なことを話してくれなくなってしまったからだ。

「……」

　ふと、引き出しにしまっていた一冊の本を取り出した。

　明日香が読めとうるさく言っていた五年前、吉良は暇がなく読めずにいて、二段目の引き出しに押し込んだままだった。でも、今は時間を見つけては読み込んでいる。そのための時間すら作ろうとしたほどに。

（早く子供が欲しい）

　もう黙ってセックスばかりする日々は終わりにしないと、お互いに辛いだけだ。

　いくら快楽に酔いしれる日が続いても、避妊もなく深く繋がる日々が延々とあっても、実を結ぶことがないことに、明日香は少なからず心を痛めているような気がする。

　本来であれば、彼女のために何か策を打たなくてはいけない時期なのは理解している。だが、実を結ばないからこそ、明日香をめちゃくちゃにしたいと思う嗜虐的な自分がいた。

　純粋に愛する女性である以上に、何も考えられなくなってしまうのだ。

　それで本当にいいのかと、明日香に訊いてみないといけない。

　自分達は本当にこのまま、ただセックスをするだけの関係で大丈夫なのか、と。

　そんなもの、セフレでしかない──仮面を被って夫婦を演じているようにも感じてしまう。

「馬鹿馬鹿しい……」

　自らの考えを唾棄し、吉良は若松を呼んだ。

　スケジュールを聞いて、その日も早めに仕事を済ませるようにお願いした。




　十四時の会議が終了次第、吉良は退社した。

　明日香に帰宅の旨を伝え、手土産にケーキを買うために会社近くの洋菓子店に立ち寄る。何が好きだったか、と巡る記憶の中の明日香の笑みに頬を緩ませて、ケーキの並ぶショーケースを見つめる。いくつか見積もった後、吉良は早々に電車に乗り込み、帰宅する。

「ただいま」

「おかえりなさい。今日はどうしたの？」

「秘書が都合をつけてくれてな」

　吉良は髪を掻き上げ、駅から急いで来たことを思わせないように取り繕う。

　片手を上げ、ケーキの入った紙箱を見せびらかすようにして前に出す。

「ケーキ、食べようか」

「うん。ありがとう。紅茶とコーヒーどっちがいい？」

　その質問に、吉良は一瞬戸惑いつつ、コーヒーと告げる。

「美味しい豆を取り寄せたの。待ってて」

「ああ」

　吉良はジャケットを脱ぎながら、ウォークインクローゼットで着替えを始めた。

　部屋着に着替えると、今から話すことに明日香がどんな反応をするのか、手が震える。

（落ち着けよ、俺……）

　もう一度髪を掻き上げ、言い聞かせるように胸奥に呟く。

　気が静まらないまま、Ｔシャツとスウェット姿になってリビングに行くと、明日香はケーキを皿に用意してローテーブルで待っていた。

「可愛いケーキね。デザインが素敵」

「明日香はここのケーキが好きだよな」

「そ、そうね」

　明日香は固く作ったような笑みを見せつつ、先にケーキを食べ始めた。

（何でそんなによそよそしいんだ？）

　吉良は頭を掻きむしりたい衝動になりつつ、明日香の横に座り、まずコーヒーを口に含んだ。

　苦みが広がると同時に流し込むと、胃が痛んだ。

（疲れているからかな、コーヒーが辛いな）

　確か、明日香とは昔そんな話をして、気を遣ってくれて紅茶を用意するようになったはずだ。でも、なぜかそれを今の明日香は気が付くことはない。

　いや、それよりも今はもっと大事なことがある。

　吉良は背を伸ばし、明日香の肩をそっと抱き寄せた。

「今日はかなり真面目な話がしたい」

「な、なに？」

　一瞬、明日香が胸の中で震えているような気がした。

「子作りはどうする？」

「え？　でも……私……もう……」

　逃げるように明日香は身体を離していった。

　そして、距離を取って座られると、吉良も話を続けることが出来なかった。

　明日香が自分より辛い思いをしているのは分かる。

　五年かけても子供が出来ていない事実や、避妊も関係なく射精しても無意味だということに絶望感を感じる。以前検査をして自分に異常が出なかったため、そこに問題はない筈だ。

　自分が出来ることはやり続けるつもりだが、その行為自体が苦痛になっていたらいけないと、吉良もあれこれ考えてセックスをしているつもりだ。

　だが、それ以上に独占的な気持ちが勝る。

「悪かった。俺がこんな話するべきじゃないよな」

「え……」

「自然に任せるしか、ないもんな。無理も出来ないし」

　明日香の顔がわずかに困惑したようにも見えた。

　なんて酷いことを言うの、とそんな風に眉を寄せたような気もする。

　でも、だったら何を言えばいいのだろう。

「ごめんなさい。私のせいで」

「明日香を責める為に帰ってきたんじゃない。ただ、明日香は子供が欲しいのかが知りたかった。俺はあれ以来、結構勉強しててさ。俺ばっかり熱心でも意味ないだろ？」

「そう……ね。私も、頑張らないとダメよね」

「ああ。無理しない範囲で」

　足の傷のこともあり、妊娠や出産に不安があるのは理解している。

　でも、だからといって傷が直接的に妊娠に影響を与えてはいないはずだ。

「まだ、時間あるから」

「いや、無理しなくていいから」

　明日香はそのままはぐらかすようにケーキを食べ始めてしまった。

　吉良も追及できず、買ってきたケーキを口に入れた。

　苦いコーヒーは飲めばじわっと胃に広がっていく。浸食するように、塗り込まれる毒はリビングの空気の重さによく似ていた。

　五年前の事故を境に人が変わった明日香が、もし自分を恨んでいたのだとしたら。

　紅茶ではなく、コーヒーしか出してくれなくなった原因がそれだとしたら。

　いつかは訊かないといけない。

　あの日、傍に居られなかった自分が負えるものなど、些細なものでしかないのだ。彼女が心に抱えている何かを軽くするためには、共に背負っていく他、ふたりの未来に光明は差さない。

　しばらく沈黙が降りた。

　黙ってケーキを食べ終えると、吉良は明日香の方をちらりと見る。黙り込む顔が寂しげで、やはり何かを抱えているのは間違いない。だが、それを聞き出すための正しい言葉が思い浮かばない。明日香の頬を撫で、吉良は言った。

「ごめん。俺はふたりきりでも幸せだから」

「……でも……」

「今日もたっぷりしような」

「……うん」

「愛してるから」

「そうよね」

　吉良は自分に言い聞かせるようにも愛を囁き、明日香に触れる程度のキスをした。

　もうどこにも行かないでほしいし、ひとりきりにさせる思いだっていやだ。

　明日香さえいれば良い。

　だが、心の奥底には明日香との子供が欲しいと願う自分が潜んでいる。




　一週間後、若松に無理を言って、書店と心療内科に寄ってほしいと頼んだ。

　結局、明日香を抱いた先にあるのが快楽のみでは辛いだけだ。都内に建てた戸建ての住宅だって、子供が出来ることを見越して造ったものだった。

　当たり前に出来ると思っていた子供、当たり前に手に入る筈だと思っていた幸せが、なかなか掴めなくて、焦りが出てきているのはわかっている。それを相手のせいにしてはいけないと理解はしていても、他人のせいにしてしまいたいのは、心が弱っている証拠だろう。随分とやられているようだ。

　こっちは悩んでいるのに、どうして明日香は平然としていられるのだろう。話し合いができていないというのもあるが、疑心暗鬼になってしまう自分がいた。

　だからだろうか。

　信じられないことが引き金になって、気持ちがわからないから──束縛してしまう。

　結局、子供さえ出来れば今よりずっと落ち着くのだろう。

　昼ご飯の時間は短くていいから、大きな書店に寄ってほしいと頼むと、若松はすぐにスケジュールを調整し直してくれた。手近の大手の百貨店に向かう。

　車は駐車場に停め、昼ご飯は近くのカフェで食べると、若松を連れて百貨店に入った。

　女性としての、彼女の意見も聞いてみたい。

　百貨店の五階、実用書売り場までエスカレーターで向かう。

　この時になって、あまり明け透けに妊娠について相談するのはこのご時世非常識ではないかと不安がよぎった。しかも若松はまだ若く、セクハラに該当する可能性は非常に高い。

　そう思うと、自然と閉口してしまう。

　五階に着くと、勇気を出して歩きながら吉良は言った。

「実は、ちょっと相談があるんだ」

「はい、なんでしょうか」

　淡々と返事を寄越す若松に、今から向かうところが妊活関連の書棚であるか気付いているか、様子を窺う。妻との関係は少なくとも知られているのだ──あまり、勘ぐってしまっては、それこそセクハラをしようとしている上司に見られかねないかもしれない。

　少しも動じることなく、視線を落とす若松に、吉良は言葉をまとめる。

「若松、実は妻とのことを相談したいんだ。嫌だったら入り口のカフェで待っててくれ」

「いえ、お役に立てることがあれば。不妊で苦しんでいるのは聞いてますので」

「そうか。営業部長からか？」

「そうですね」

「口の軽いやつめ」

　吉良はこめかみをひくつかせながらも、わざと吹聴したわけじゃないことは分かっていた。

　どうせ、『うっかり』未婚の若松に相談してしまった、そんな感じだろう。

　呆れつつも、傍に女性がいるのだから、いつかはそれとなく訊いてみたいこともあった。セックスではなく、子作りでもなく、もっと根本的なことを。

　妊活本の専門書が並ぶ一角を見つけると、吉良は若松にもう一度だけ訊いた。

「仕事でも、ここまで付き合うことないからな？」

「いえ、私も興味があります。神宮寺役員のご家庭に」

「はい？」

「噂しか聞いていないと、本当のところどうなのかと確かめたくなる性格なので。結局神宮寺役員は、奥様をどう思っているのか。こんな風に妊活本のところにくるのはなぜなのか」

　若松からじろっと見られて、はっとする。

　きちんとひとつにまとめられた黒髪とくりんとした目が印象的だが、それを隠すように赤い縁の眼鏡をかけていて、きつそうな印象を受けるが、根は優しい。

　吉良は冷静に、若松には打ち明けるべきだと、本の一冊を取って広げた。

「俺と妻は知ってのとおり不妊なんだ。原因は妻の心因性によるもの、だと思う」

「もうそれ以上は結構です」

　若松はぎょっとした顔で、顔を逸らした。

　まさかいきなり深い事情を話すとは思わなかったのだろう。

「もしかして、セックスレスの話でもすると思ったか？」

「そんな話をされても困ります！」

　若松は頬を染めて顔を背けた。

（今の発言はまずかった。訂正しよう）

「悪い。軽率だった。若松はまだ若いもんな」

　吉良は苦笑いしながら、頬を染めた彼女を見つめた。

　耳朶まで染め、口元を押さえている。

「子作りに男女の関係が必要だと理解はしています。でも、どうして愛する人がいるだけではだめなのかと、不思議で」

「だめってわけじゃないんだが」

「子供と奥様、どっちが大事かと訊かれたら、どう答えます!?」

　若松の潤んだ瞳に一瞬どきりとしながらも、吉良の答えは決まっている。

「奥さんだよ」

「そんな。奥様を選ぶのなら、無理に子作りをしなくても。奥様の治療だってあるのに」

「そうだよな」

　吉良は自分の言っていることに矛盾を覚えた。

　子作りがしたいくせに、一番大事なのは明日香。

　子供が欲しいという理由は明日香との関係を深く、より円滑にするため。

　道具のようにしか思っていないのかもしれない。

　そんなことが明日香に知れたら、きっと二度と抱きしめることも出来ないだろう。

　吉良は手近にあった妊活本を手に取り、開いた。

　明日香のような不妊に悩む女性の体験談を取り上げた本だ。

「若松。子供は好きか？」

「え？　うーん。普通でしょうか。小さな子が喚いて走りまわってるのは苦手です」

「ま、そうだよな。子供欲しいって言ってる俺も、そんな感じだ」

「はあ……。何か？」

　呆れたように、若松は眼鏡のブリッジを押し上げる。

　きつく睨まれて、さっさと話を進めなければと吉良も本題に入ることにした。

「子供に恐怖は感じるか？」

「恐怖？　うーん。公園で大きな石持って、友達に向けて投げようとしてる時は、さすがに恐怖を感じましたね」

「それは俺もだ」

　吉良は苦笑した。

　元気な子どもの話はうらやましくも思える。

（若松は俺と同じ。至って普通の感覚か）

　参考にならないと思ったと同時に、若松は何もなく健康であれば、妊娠可能であるのかとどこか微笑ましい思いになる。

　明日香がどんな診察を医者から受けたのかは分からない。

　ただ、身籠ることが怖いと、一度はっきり言われたことがある。

　それまで基礎体温を確認したり、尿検査、血液検査をした。卵管が詰まっていないか、排卵があるかの検査をし、無排卵ではないかと言われた。

　可能性を示唆され、専門の心療内科を紹介されるが明日香はあまり通院しなかった。

　本をいくら読んでも、吉良には何も出来ない。

　体験談だって同じだ。

　妊娠したことへの喜びも書いてあるが、不妊への辛さや乗り越え方も書いてある。

　流産を何回となく繰り返しても、どうしても我が子が見たいという親の体験談を読んだ時、執念に近いものを感じた。

　流産の恐怖に勝る、子供が欲しいという想い。

　彼女達に共通するのは『なんとしても子供が欲しい』という諦めない気持ちだ。

　最終的には精神論になるのか、と吉良も肩を落とすが、それだけ辛い治療を乗り越えるには、『子供が欲しい』という強い思いが必要なのだ。

　だが、明日香はその点で脆弱だ。

　不妊治療にはお金もかかるし、授かるにはこれという定義はない。

　明日香の意志が弱いわけではなく、子供を授かることの捉え方が人と少し違うのだろう。

　妊娠への恐怖が人より強い。

　明日香が精神的にも『何か』を克服して強く子供が欲しいと思わないことには、吉良の出来ることは一つだけ。

　積極的にセックスをして、愛情を注ぐしかない。

　五年前にはそんなことは思わなかった。

　いつかはどうにかなるだろうと思っていたし、単純に明日香の気の持ちようだと信じていた。

　でも、五年も避妊なしのセックスをしても、子供を授かることはない。

「どの本もぱっとしないな」

「そうですか？」

　若松は興味津々に一冊手にした。

「なんだよ、厄除け子授けって見出し」

「そういうの、女子は好きですから。私にはまだ先の話ですけどね」

「まあ、若松のことなら応援する」

　吉良は肩を落としながら、明日香のことを考えた。

　年下の若松ですら、吉良と考えは変わらない。

　以前は営業部長に訊いてみたが、よくわからないと難しい顔をされた。

　それ以上はもう訊いてはダメだと口を噤んだ。

　営業部長に相談したのは間違いだったかもしれないが、恐らく、会社に明日香と同じような悩みを持つ女性はいないかもしれない。

　タレントが妊娠すると皆お腹を幸せそうに見つめて写真を撮るように、誰もが妊婦にはあんな風に幸せなイメージを抱いている。

　だからこそ、明日香の苦しみはどうしてもわからない。

「これ、買うか」

「厄除けですか？」

「そう、女子は好きなんだろ？　妻も好きかもしれない」

　若松は首を傾げつつも、本を持って代わりに支払いに行ってくれた。

　後を追って会計に向かうと、若松は領収書と品物と共に心配そうに吉良の顔を覗き込む。

「次の心療内科も、奥様のことで？」

「そういうこと」

「それでしたら、私はここで会社に帰ります。こんな踏み込んだこと、申し訳ないです」

「そうか。悪かった」

　先を急ぐ若松を見送り、駐車場に停めていた車に戻る。行き先は、心療内科だ。

　以前、明日香が通っていた病院である。

　若松には悪いことをしたと思いつつ、吉良は心療内科のあるビル近くの駐車場に車を停め、いそいで病院へと向かう。

「混んでるな……」

　待合室は混雑していた。

　頭を掻くと、若松からメッセージが届いた。

『予約入れてあります』

『ありがとう。助かった』

『仕事中ですからね！』

　吉良は苦笑し、席に座って少しだけ仮眠を取ることにした。

　うとうとし始めた頃合い、名前を呼ばれた。

「神宮寺さん！」

「はい」

　返事をして診察室に入ると、明日香の担当医が表情も変えずに吉良を見つめてきた。

　頭を下げると、吉良は椅子に腰掛ける。

「どうされました？　奥さんは」

「いえ、その……。本人は全然治療する意思がなくて」

「そうですか。生活で不便があるわけではないですから、奥さんも子作りだとせっつかれると辛いでしょう」

「そうなんですけど。あの、このまま治療しなかったら」

「失礼ですが、もっとご夫婦で話し合われてはいかがでしょうか」

　医師の辛辣な言葉に、吉良は見透かされたような思いがした。

　自分の都合で子供が欲しい衝動に駆られている。

　明日香はまだ一言もそんなことは言っていないし、相談もされていない。吉良が、ひとりで焦っているだけだ。

「でも、諦めたくはないんです」

「まだお若いですよね？　焦る必要はありません。奥様が自分からここに来て治療がしたいと仰るまで、待つしかありません」

「……そうですか」

　吉良は苛立ちを覚えた。

　引きずってでも連れてきて治療しましょう、そんなことを医者なら言ってくれるかと期待していた。

　なら、後何年待てばいいのだろう。

　五年も待って、明日香の心に変化はあったのだろうか。

「明日香は何がそんなに不安なんですか？」

「妊娠することに強い不安と恐怖を抱いています。それは前にもお話したかと」

「それってなんですか？　さっき年頃の女性に訊いたんです。でも、恐怖って感情はなかった」

「プレッシャーとか子供時代の恐怖心とか、色々あります」

「プレッシャー……」

「まだ奥様が何を感じているのかわからないので、診察は必要です」

「よく、お守りとか厄払いとか、あるじゃないですか！　あれってどうですか？」

「やってみても、いいかもしれないですよ。思い込みの可能性だってあるんです」

　医者は気のりしない顔で言う。

　そういう類の話は嫌いなようだった。

「そうしてみます」

　吉良は肩を落として、頭を下げた。

「ありがとうございます。妻には無理をさせないようにします」

「いえ、普通の生活をしてください、その方がいいですから」

「……はい」

　吉良は落ち込んで立ち上がると、言い返す言葉を失って診察室を後にした。

　そのまま車で会社に戻ると、会社の地下駐車場でしばらく呆然としてしまう。

　どうすれば明日香を通院させることが出来るかと考えたが、そもそもその気があるかも疑問だった。

　ふたりでいればそれで良いと思っているのなら、吉良だけが空回りしていることになる。

　けれどまだ、ふたりきりで生活をしたいと言われたこともない。

　それに、面と向かって話し合いをしたこともなかった。

　していたのは、セックスだけ。

　胸の中では、なんとしても子供が欲しいと熱を籠もらせていただけだ。

　けれども、明日香を自分だけのものにしたい気持ちもあって、最近は子作り以外の欲望も膨らませている。

　ふたつの欲望がぶつかりながら、吉良の頭を占拠していた。

（もうどこにも行かないって約束してくれるなら、俺だって悩まされないんだ）

　吉良はぼうっとしながら車から降りると、仕事に戻る為にネクタイを締め直した。

　エレベーターに乗ると、髪を掻き上げて明日香のことをふっと考える。

（今晩、もう一度チャレンジした時に、本音を訊いてみよう）

　エレベーターが到着すると、吉良は厳しい表情を作り、営業部の前を通った。

　営業部長が心配そうにこちらを見つめてくる。

　ちらっと視線を送ると、会釈された。

　そのまま役員室までさっさと足を進めると、秘書室前で若松に呼び止められた。

「神宮寺役員！」

「どうした？」

「あの、この後ですが」

「ああ、仕事に戻る」

「予定なら変更できます。家にお帰りになられても大丈夫ですが」

　吉良は一瞬悩んだ。

　若松はきっと強引に予定を組み直す算段をしたのだろう。

　彼女にプライベートを話したせいで、余計な気を回させてしまった。

「いつも通り、定時で上がるから気にしなくていい」

「でも……よろしいのですか？」

「いきなり昼に帰ってきても困るだろ？」

「私なら、そんなことは思いませんが」

　若松は頬を染めて、視線を逸らした。

「……営業部長から何か言われたな？」

「い、いえ！　部署も違いますし、私の独断です！」

　頬を赤らめて、もじもじする彼女は可愛らしい。

　赤い縁の眼鏡の向こうの瞳が恥ずかしげで、若松はそのうち彼氏が出来るだろうと想像出来た。

　そんないじらしい姿を誰か他の男性に見せれば、一発で落ちるだろうに。

　案外、職場恋愛、なんてこともあるかもしれない。

　若松は、大丈夫だの一点張りで、吉良のバッグを用意する始末だ。

「妊活本の影響か？」

「いえ、その……大変なんだなあ、と」

（昼間っからセックス頑張れと若松から言われると困るな）

　吉良はネクタイを緩めながら、頭を掻いた。

　この場合、彼女の提案を受け入れるのが良い上司なのだろう。

　スケジュールも問題ない。

　しかし、初心な若松に夫婦の営みがバレバレなわけだ。

「頑張ってください！」

　若松の真剣な眼差しが、赤い縁の眼鏡越しに見えた。

　この真面目さには敵いそうにない。仕方なく帰る準備を整え、吉良は車に戻った。

　今日こそは明日香と真剣に話さないといけないと心に誓う。

　しかし、何をどう話せばいいのか、それがどうしても思い浮かばない。

　結局、悩んでいるうちに近くでケーキを買って自宅に帰ってきていた。

　時計は、午後二時を指している。

（こんな時間から……か？）

　悪くないと思いつつ、明日香が応じるかわからないなと苦笑する。

　車を降りて、扉を開けた。

「ただいま。明日香、今日は早く仕事が終わった」

「えっ！」

　困惑した様子で、明日香はぱたぱたと走り寄ってくる。

「とりあえず。ケーキでも食べるか？」

「う、うん。嬉しいけど……でも、どうかしたの？」

「いや、子作りのこと、もう少し真剣になりたいなと思って」

　吉良は靴を脱ぎながら、明日香にケーキを渡す。

　明日香からは何の返事もないので、吉良は顔を覗いた。

「どうした？」

「……子供、そんなに欲しいの？」

　明日香の言葉に、吉良は一瞬戸惑った。

　心療内科で言われた、医者の言葉が脳裏をよぎる。

　夫婦でちゃんと話してください──言われた意味が、今頃になって胸に突き刺さる。

「だって、欲しいって言ってたろ？」

「それは五年前の話よ」

「今は欲しくないのか？」

　明日香は少し悩みながら、首を縦に振った。

　鈍器で殴られたような衝撃に、吉良は明日香の肩を揺さぶる。

「だって、あんなに欲しがってただろ？　原因だって分かってるし、まだ俺達は若いよな？」

「でも、私育てる自信がない。お腹の中に別の命があると思うと怖いの」

「怖い……」

　明日香は俯き、そのままケーキを持って引っ込んでしまった。

　吉良は黙って後を追って、ソファに座る。

　明日香がキッチンで用意してくれるのを待って、自分には何が出来るかをじっと考えた。

　はっと思い出したのは、若松が選んでくれた本だ。

　気休めとはいえ、こういうものに女性が弱いのは吉良だってなんとなく分かる。

　ケーキを運んできた明日香が隣に座ると、吉良はそっと膝の上に本を出した。

「この本なんてどうだ？　厄除けなんて効きそうだろ？」

「そういうのだって試したのよ」

「えっ……」

「吉良は知らないだろうけど、手に入るお守りは全部手に入れて、妊娠してほしいって願ってた。友達に妊娠するよって聞いて、富士山を描いてもらって、寝室の枕元に仕舞って寝たこともある。全部試したの」

　吉良は五年の歳月の間、明日香はてっきり子作りは諦めたのかと思っていた。

　でも、ゆっくりと地道に行動していたのかと思うと、今日の自分のしたことが迂闊すぎて、申し訳なくなる。未婚の若松に相談したことは、絶対に言えない。

　それにしても、明日香のことは知っているようで何も知らなかった。

　五年間、ただ愛し合っていることしか自分には出来ていなかった。

　吉良は話を逸らそうとケーキを食べ始めた。

　いつもと違う店のせいか、美味しく感じない。

「ごめんなさい、私も言わなかったから」

「いや、もっとなんでも言ってくれ」

（明日香の考えが、さっぱりわからない）

　ケーキをさっさと食べ終えると、吉良は苛立たしい気持ちになっていた。

　今日はどこかで解決の糸口が見えると思っていたのに、余計に分からなくなってしまった。

　一方、会社では自分はまるで良い夫だと言わんばかりに、部下に心配されている。

　このギャップはなんだろう。

　本当に明日香を幸せにしたいと思うのなら、もっと考えるべきなんじゃないか。

　だからといって、すぐに考えが及ぶわけでもない。頭を悩ませることに時間を費やすだけなら、彼女を愛することに時間を割いて、前向きになるのを待つ方が直球で、自分らしくも感じる。

「明日香。今日はせっかく帰ってきたんだ。今からしよう」

「え？　ま、待って」

　どさっと明日香を押し倒すと、吉良は強引に口づけた。

　柔らかい感触を感じながら、吉良は口腔を舐った。

「吉良……？」

　明日香が蕩けた声を出した瞬間、吉良ははっとした。

　これは子作りとは違い、快楽を追及する為の行為だ。

　この五年間、明日香がなぜ従順に自分のことを受け入れたのか。

　それしか逃げ場がなかったせいもあるかもしれない。

　でも時々避妊したがった。

　もしかしたら、もう子供をあきらめているとか。

（そんなわけあるか……こんなに頑張っているのに）

「何度出来るかな……。明日香はキスだけでもイケるか？」

　首を振る妻に、吉良はどくんと胸を鳴らした。

　シャツがはだけ、頬が紅潮している。スカートは乱れ、下着が丸見えだった。

　そんな姿に吉良は自然と興奮していた。

「んんっ……んんっ……」

　捻じ込むようなキスをすると、明日香は苦しそうだった。

　しかし、吉良は止まらない。

　シャツのボタンをひとつひとつ外し、下着を露わにする。膨らみにキスを落とし、ふわふわの感覚を堪能する。すると、明日香が逃げるように身体をよじった。

「ねえ、待って……！　どうしたの、いきなり」

「いいだろ。子作り関係なく楽しんでも」

「吉良……。私は、あなたの何？」

　シャツで身体を隠す明日香は、吉良を蔑むように見ていた。

　その視線を力でねじ伏せたい衝動に駆られるが、吉良は黙ってソファに座り込んだ。

「ごめん。昼間に帰ってくることってないだろう？　ちょっと違う気分も良いと思っただけだ。明日香は大切な人だし、今後子供が出来ても、一番大事なんだよ」

「……ねえ、もう五年前のことは忘れて？」

　明日香の言葉に吉良は首を振った。

　忘れたらいけないと思っているのに、なぜそんなことを言うのかわからない。

　その感覚の方がどうかしている。

「忘れてほしいのか？　あの日のこと」

「そう。あの日から、全部変わったの」

「明日香。それは出来ないよ。俺はあの日を境に生き方、価値観を変えると決めたんだ。世の中の男性だって、奥さんを大事にした方が良いって、声高に叫びたいほどに」

「そんなことしなくても、今の生活があって、お互いに幸せならいいでしょ？」

「だめだ。絶対に」

　吉良の低音がリビングに響いた。

　明日香が泣きそうな顔をしたが、引き下がることはできなかった。

　彼女はあの日のことを忘れたいと思うかもしれない。

　だが、なぜ防げなかったのかと吉良はいつまでも自分を責めている。

　ふたり一緒にいれば、傷ついたのは明日香ではなくて自分で済んだかもしれないのだ。

　だから、あの日、あの時、自分が何をしていたかと思い出すと、頭が痛くなる。

「明日香、少し休む」

「ええ。じゃあ、ゆっくり休んで。私は買い物に行くから」

「じゃあ、ほんの少し待ってくれ。一緒に行こう」

「吉良。ひとりで平気よ？」

「一緒に行きたいんだ」

　吉良は明日香の肩をしっかりと持ち、彼女の瞳を見つめた。

　たかが買い物でも、一緒にいないと気が済まない。

「じゃあ、起きてきたら行こう？　待ってるから」

「ああ」

　吉良はよろよろしながら寝室に向かうと、どっかりとダブルベッドに身を沈めた。
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　──六年前。

「じゃあ、ふたりとも、後は好きにして。老いぼれは退散しますから」

　明日香の父はありきたりな言葉で母を連れ、相手のご両親も巻き込んで部屋から出ていった。

　都内の料亭で行われた見合いの相手は、野菜の宅配をしているベンチャー企業で有名な会社の人。しかも役員だという。

　年齢は二十九歳で、起業当初からの功労者だと聞かされた。

　明日香はごく普通のＯＬをしており、二十四歳。

　結婚のタイミングとしても相手としても申し分ないと分かっているのだが、緊張して気がねなく言葉なんて出なかった。だからだろう。もし彼と家庭を築いたその時に会話があるのかと、明日香は想像して不安になった。

「明日香さん」

「はいっ」

　明日香は名前で呼ばれて頬を赤らめた。

　お付き合いの経験もなく、男性から親しく名前で呼ばれたこともあまりない。

　男の子の幼馴染が気安く名前で呼んでいた時期は、幼稚園に通っていた頃だ。

　目の前には、自分にはもったいないと思えるような、整った顔立ちの人がいる。

　切れ長の瞳が自分を見て、「明日香さん？」と心配そうに訊いてきた。

　慌てて、明日香は返答する。

「ごめんなさい。まさかお相手が、会社の偉い人だとは思わなくて。私、親の言われたとおりに付いてきてしまったもので」

「いえ。俺も部下に見合いでもどうだと言われて、ここに来ました。正直、わざわざ見合いをしなくてもいいのではと、言ったんですが。変な女と結婚するなと言われまして」

「変な女？」

　明日香は首を傾げる。

「自分で言うとバカな男だと思われますが、それなりに地位があると、それに目がくらんだ女性が言い寄ってくるんですよ。とはいえ、わかる気はするんです。まだ起業から日も浅いので、ちょっとしたことで会社が傾くことだってあります。その時、そういう女性が現実を見た瞬間に取る行動など、わかりきったものでしょう」

「お金、だけですもんね。でも、意外です。就活の時、よくそちらの企業の話を耳にしていたので、そんな心配をされているなんて」

　明日香は意外だと目を丸くした。

　吉良の会社は、明日香がまだ学生の時に色々と企業を見て回っている時から知っていた。大手とは違うが、有名な会社には違いなく、若手からベテランまで関係なく、様々な案を打ちだしていることが強みだと説明していた。

　野菜の宅配だけでなく、惣菜を家に届けたり、弁当を届けたりもしている。

　農家と直接やり取りして、色々な企画もあると聞いていた。

　そんなやり手とも思える会社が、傾くなんてあるのだろうか。

「今のご時世、何があるかわからないので」

「はあ、そうなんですね」

　明日香はよく分からないと首を傾げる。

　自分の仕事など、入社二年目だが熱意や情熱を傾けるような仕事ではない。

　勿論、出世を望む人もいるが、明日香はそこまで仕事が好きではなかった。

「仕事は嫌いですか？」

「実は、結婚して家庭に入って、のんびりしたいなあと思っているんです」

「そこまではっきり言う人も初めてですよ」

　吉良はくすっと笑った。

　明日香だって、言う予定はなかった。でも、今回のお見合いは話を聞けば聞くほど、ごくありふれた家庭を築けるチャンスのような気がしてくる。

　いや、ありふれたと考えるのは間違いだ。彼が夫となれば、他にない出来た人になるだろう。

　もう一度目をやると、吉良はにこやかに微笑んでいた。素敵な印象を受ける。

　髪だって、明日香の同僚にはないような、毎日美容院でセットしてもらっていると思われる程お洒落に整っている。

　ここで逃すわけにはいかない。

　明日香のやる気にぼっと火が付き、吉良を見つめた。

「吉良さんは、お見合いは断るつもりですか？」

「うーん。それはまだ言ったらだめでしょう？」

「あっ！　そ、そうですね。両親を介してでした」

「でも、部下が言いたいこともよく分かるような気がする。どうですか？　この後、一緒にカフェでも」

「えっ……」

「俺は結婚を前向きに考えようと思います。明日香さんが嫌じゃなければ。ひとめぼれってやつですよ」

　明日香はぼっと頭から火を噴きそうになり、何も言えなくなった。

　自分はどこにでもいるＯＬだ。それでも、結婚を前提に付き合いたいと先に言うなんて、吉良は恋愛に手慣れているのかもしれない。言い寄ってくる女がいる、とも言っていたのだ。

　もしかしたら、さっき話していた女性のその一人に思われている可能性もある。その気にさせて、フられては敵わない。警戒して何も言わないでいると、吉良がくすっと笑った。

「信じてませんか？」

「だって、今日会ったばかりですよ？」

「これでも、人を見る目はかなりあると自負してます」

　じっと瞳を見られ、明日香は思わず視線を逸らした。

　こんな風に熱っぽく誘われたこともなく、デートに誘われたこともない。

　もしもこのまま上手くいってしまったら、自分は無条件に幸せになってしまう──。

「も、もう少しお時間をください！」

　高鳴る胸と、信じられない現実に戸惑いつつ、うっかり相手に企みがある、なんてことは考えたくはない。頭を冷やして、もう一度出直したかった。

「え？」

　突然の申し出に困惑する吉良に構わず、明日香は続ける。

「一度両親に報告をさせてください」

「ええ。いいですよ。その方が安心ですよね」

　明日香は頷くと、耳朶や頬を染め上げて俯いた。

　そして、その日は吉良の車で送り届けてもらうと、お互いの連絡先を交換し、明日香は玄関先で何度も頭を下げ、吉良を見送った。

　帰ってきて早々、両親から吉良の感想を訊かれ、ふわふわした気持ちから現実に引き戻された。それでもまだ直視できず、ひとりになりたいと部屋に戻れば、吉良から早速メールがくる。

『週末にデートでもどうですか？　予定が合えばですが』

　その言葉に、明日香はひとりで浮かれてしまった。

　そして、二つ返事でＯＫすると、週末まで待ち遠しく、新しく買った服と靴、バッグまで新調して、ネイルまで凝った。

　初めてのデートに浮かれてる明日香に対し、吉良は落ち着いていた。

　迎えに来てくれた車で目的地まで向かう道中、静かな口調で難しい社会情勢ばかり話す吉良は依然として変わらない。

「あの、神宮寺さんって、そんなにいつも難しいことばかり考えてるんですか？」

　助手席から訊くと、吉良ははっとした顔をして、くすっと微笑んだ。

「悪い。俺も真剣なデートとなると、何を話せばいいのかわからないみたいだ」

「真剣なデート……」

　オウム返しに訊くと、吉良はちらりと視線を流してくる。

　目が合って窓の外を向くと、吉良は「真剣だよ」ともう一度言ってくる。

「つまり、遊びのデートが過去に……？」

「そこは訊かないでくれ。俺だって男だし、手近な女性で済めば良いと思うこともあったんだよ」

「そういう軽い面もおありなんですね」

　がくっと明日香は肩を落とすと、吉良はまた笑いだす。

「まさか、俺が誰とも付き合ったこともなくて、女性と口も利かない人だと思った？」

「思いませんよ。でも、手近なところでという言葉には、ちょっと嫌悪したというか」

　恋愛経験の乏しい明日香にとって、コンビニにでも入るような恋愛をする感覚は、あまり想像出来なかった。付き合う人は皆真剣だろうし、遊びと思って付き合わされた女性は可哀そうだ。

　いや、自分だって『可哀そうな人』になるかもしれないのだが。

「あの、結婚は急ぎませんので」

「そう？　俺はもう日取りも決めて、すぐにでも結婚したいよ」

「え……？」

　明日香の目が点になって、吉良をぼんやりと見つめた。

　まだ一度しかちゃんと話していないのに、どうしてそんな急に決められるのだろう。

　よく分からないと首を捻ってしまう。

「こういう仕事をしてるとね。人を見る目が養われるんだ。明日香さんはさ、本当に普通の人だ。良くも悪くも、家庭に生きがいを見出したいタイプの女性で、結婚して寿退社して幸せになりたい人」

「は、はい。その通りです」

　明日香は素直に頷いた。

　見抜かれていることも驚いたが、自分が寿退社したいことまで筒抜けなのだって信じられない。

　こんな調子じゃ、結婚生活は吉良が主導になりそうだ。苦労しないか不安になる。

（実はタオルのメーカーは決まっていて、すべて真っ白じゃないと許せないとか、チリひとつ許さないとか……？）

　訝しい眼差しで吉良を見ると、「ん？」と彼は首を傾げた。

「せっかくだから、今日はカフェにでも行こうか。大学の時の友人が経営してるんだけどさ」

「えっ！　凄い」

「趣味が高じて、らしいんだ。気がねなくていいから、つい利用するんだ」

「そうなんですね。凄い」

「そうでもないだろう？　やりたいことに夢中になった結果さ」

　しれっと言ってしまうところも、明日香には信じられない世界を見ているようだった。

　職場では、ようやく企画案を通してもらえるようになったり、上司から認めてもらえるようになって、新人に毛が生えたぐらいには扱いが変わってきていた。だが、だからといって仕事に力を入れたいかと聞かれるとそうでもない。勿論、熱心な人は年齢問わずいつだって仕事に夢中だ。

　でも、明日香にはそれが出来なかった。

　母親のように家庭でのんびりお茶を飲み、テレビを見て、帰宅する父親を待つ生活が欲しい。

　そして、もちろん子供だって。

（三人は欲しいのよね）

　明日香はそう思いつつ、なぜかセックスと妊娠が頭の中で結び付けられなかった。

　今では精子と卵子が受精する画像まで見れる時代だ。

　それでもなお、セックスは快楽を得て、カップルの気持ちを深める為に。

　妊娠はその延長線上にあり得ることなのかと、考えると不安になる。

　勿論、何も知らないわけじゃない。

　ただ、自分の中で納得がいかないのだ。

　どうして快楽のその先にあるものが、命を得る妊娠なのだろう、と。

　不思議で仕方なく、安易に子供が欲しいとは言えない。

　吉良の友人の店に着くと、ビンテージ風の店に明日香は目を輝かせ、後に付いて入った。

　出迎えてくれる友人によると、吉良はコーヒーをここでしか飲まない、とのことだ。

「どうして？」

「コーヒーは飲み過ぎると身体に悪いんだよ。カフェインレスコーヒーならいいけど」

「信じられない」

　吉良のきりっとした目つきといい、仕事の出来そうな顔立ち、スーツのばりっとした感じといい、いつも飲んでいるのはコーヒーだと思い込んでいた。

　それなのに、吉良が好んで飲むのは紅茶だ。

「覚えておきます」

「頼む、未来の奥さん」

「……はい。忘れません」

　楽しく会話を弾ませていると、吉良の前にはカフェラテが用意され、明日香の前にはマロウブルーの紅茶が出された。そしてお互いに静かに飲み始める。

　吉良の好みも分かり嬉しい思いになりながら、明日香は幸せに包まれていくのを感じた。
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　一年後、ふたりは周りに祝福されながら結婚した。

　しかし、吉良の生活は忙しく、帰宅時間も深夜になったり、パーティーで飲んできたりと、明日香が落ち着いて帰宅を待っていられるような日々ではなかった。

　結婚なんてそんなもの、そう言い聞かせつつ、吉良には僅かな不満も感じている。

　さらに問題なのは、子宝に恵まれることなく、新婚生活が過ぎていったことだった。




「えっ。今日って休みでしょう？」

　明日香の不満気な声がリビングに広がる。

「言ってなかったか。今日は急な企画会議があるんだ。ごめん」

「ごめんって……。ふたりのことじゃない」

「そうなんだが、会社の企画会議を休むわけにはいかないんだ」

「子供、欲しくないの？」

　明日香の不満は爆発寸前だった。

　自分たちは何らかの原因で子供が授かりにくいことは分かった。

　原因が自分にあるかもしれないと、最初は吉良も積極的に病院に付き添ってくれたり、検査も受けてくれたりしていた。

　しかし、時間が長くなるにつれ、飽きたかのように仕事を優先するようになったのだ。

　明日香はまだ諦めていないが、内心は辛かった。

　原因は自分だと分かった時、曖昧な理由でしか分からないことがもどかしく、そして、自分の身体のどこがおかしいのかも分からないことが、余計に自分を出来損ないのように思わせた。

　今日の検査は、明日香のメンタル面の問題はないかと、産婦人科医と話す予定だった。

　妊娠に至らない原因には、女性側の身体の問題の他に心の問題も隠されていると聞いたのだ。

　その時、明日香はピンとくるものがあった。

　夫である吉良も、明日香の言動からそれが原因じゃないかと、話を進めてほしいとお願いしてくれていた。

　しかし、あくまでも可能性のひとつに過ぎないとのことで、今日も話し合いが行われる。

　明日香はひとりで行くのが辛く、吉良と一緒にいつも行っていたのだが、吉良はよりにもよって、今日は仕事を優先したのだ。

「吉良、なんとかならないの？」

「新規開拓の事業を立ち上げる予定だから、無理なんだ。悪いな」

　吉良はちらりとも見ないで、玄関に向かってしまう。

　整えられた髪も、切れ長の目もただ冷たく感じるだけで明日香には追いかける勇気がなかった。

　玄関で靴を履きながら、吉良が声を上げる。

「そういえば、子供はどうせできるんなら、戸建てが欲しいよな？」

「吉良？　まだ治療中よ？」

「でも、いつかできるだろ？」

　心無い言葉に、明日香は涙を目に溜めた。

　あんなに産婦人科に通院したのに、吉良は事情がいまいち吞み込めていないようなのだ。

　仕事は満点以上のことが出来ているのに、家庭のことは置き去りにされている。

　吉良は磨かれた靴を履くと、明日香の方も見ないで出ていった。

　取り残された明日香は孤独を感じつつ、結婚なんてこんなものかと割り切ってもいる。

　実は最近、友人が離婚したばかりで、その理由がセックスレスによる性の不一致だと聞かされた。

　もちろん、子供だっていない。

　もともと別居婚を望んでいて、結婚しても友達のようなふたりだったというのだ。

　他にも色々と聞いていて、自分だけが重荷を背負って生きているわけじゃないと思っている。こんなもんなのか、と冷たく逃げていく夫の背を見送るのが妻なのかなと割り切っている。

　吉良はいくらでも奥さんを選べたはずだし、今だって浮気をしようと思えば出来る環境だ。

　でも、彼はそれをしない。

　ただ無心に仕事に打ち込んでいる。

　こればかりは、止めても無駄なのだと言い聞かせ、他人と比較するのも仕方ないと諦めた。

　産婦人科にひとりで出向くのは寂しいが、バッグにハンカチとメモ帳、筆記用具、それからスマホを詰め込むと、明日香はひとりで産婦人科に向かった。

　予定より早い時間で、近くのカフェでのんびりしてから行こうと決めた。

　ワンピースを着て、ヒールのない靴を履くと髪をひとつに結わいて家を出る。

　まだマンション暮らしだが、吉良は戸建てが良いと言っていたことにも、温度差を感じる。

　エレベーターで降りてエントランスホールを抜けると、歩いて駅まで向かい、お世話になっている産婦人科まで向かった。

　丁度隣の駅にあって、電車で行ってすぐのところにある。

　駅に到着した時、どこからともなく悲鳴が聞こえてきた。

　遠くから車の音が聞こえてくる。

　駅前のロータリーは騒然とし、ぼんやり歩いていた明日香には何がなんだか一瞬分からなかった。振り向くと、車が自分の方に向かって突っ込んでくる。

　運転手は気が動転しているのか、めちゃくちゃなハンドル操作をしていて、ブレーキを踏む様子はない。

（な、に……？）

　そう思った刹那、身体が跳ね上げられ、放り出された。

　痛みと共に記憶は途切れ途切れになり、地面にたたきつけられた時にじわりと流れ出た血を見て、卒倒した。

　もうだめだと思った。

　やり残したことがいっぱいあるのに、自分の最期は交通事故か。

　明日香の意識は遠のき、錯乱した悲鳴が駅前に響いた。





　　　　◇◇◇






「吉……良？」

「明日香！」

　明日香は何も言わず、にこりと微笑む。

　まだ流りゅう暢ちょうな会話が出来るほどじゃない。頭を打ち、口を切っている為に仕方のないことだ。吉良は手を擦り、涙目になって明日香を見つめてくる。

「俺は吉良だ。分かるか？」

「ええ」

　吉良はうんうんと頷いて、涙を堪えている。

「痛いところはないか？」

　明日香はくすっと笑い、視線で身体中を見つめた。動かせない体はまだ軋むように痛む。

「ごめん……」

　明日香は首を振る。

　明日香は駅前のロータリーではねられた。その後の自分がどのような処置をされ、ベッドで眠るに至ったか、想像も出来なかった。

「ごめん」

　もう一度吉良が呟くと、明日香は手を握る。

「もう……いい……から」

　明日香はそれだけ言うと、にこりと笑った。

　それから、明日香の退院まで吉良はデジカメを持参し、明日香の様子を全てカメラに収め始めた。

　病院食から、その日の天気、表情。何ひとつ忘れてはいけないと言って見舞いに来るようになった。バッテリーをフル充電にしてデジカメを手に病院に毎日来る。

　リハビリが始まると、明日香は困った顔で「写真はやめて」と手で顔を覆った。

　車の窓ガラスの破片が刺さったと聞かされた時はくらりとしたが、どんな時でも、吉良は常に付き添ってくれて不安がやわらいだ。

　するといつも理学療法士の女性に言われてしまう。

「仲が良いんですね」と。

「ええ。そうみたいです」

　明日香は笑った。

　この世からいなくなるということは、老人になってからだと思っていた。

　でも、それは間違いだと事故で気付かされた。その日は突然来て、何もかもを奪うかもしれない。そう思うとリハビリも頑張れた。

「もう、ぼんやりして。どうかした？　明日には退院よ？」

「ああ、そうだな」

　吉良は入院中だけでもたっぷりと写真を撮った。

　そして、会社の働き方すら変えて、あれきり定時で帰るようになっている。

「吉良、手を貸して？」

「うん」

　明日香はそう言うと、そろそろと歩いた。

「買い物は俺が行こう。散歩は一緒にな？」

「吉良ったら。はい。そうします。先生も、しばらくは一緒にいてもらえって。事故のショックがあるだろうからって言われたわ」

「そうだろうな。もう出歩くな」

「何言ってるの。部屋に引きこもりなんてイヤよ」

「そうだ。だったら、早く一軒家を買おうか」

　明日香は思わぬ提案にクスッと笑った。大きな家で何をしたらいいのか、想像も出来ない。

「気が早いわ」

「そんなことない。今は時期的にも良いって、その手に詳しい人が言っていた」

　そうなのかと明日香は首を傾げた。

「そうなの？　じゃあ、そうする？　でも、いいの？」

「ああ。どんな家でもいい」

「もうっ。そういうのって決められない」

　思わず苦笑する。それを見て吉良はすぐにデジカメで撮りだした。

「また？　もう、癖ね？」

「ああ、一生治らない」

　そして明日香が退院すると、その日から戸建てを買う計画の話が進められた。

　それが幸せかは分からない。

　それから一年後、家は建ち、明日香との新居は今と未来を考えて、段差のないものになった。

「コーヒー飲む？」

　明日香は、当たり前の事のように言った。

「え？　あ、ああ、飲むよ……明日香はコーヒーはブラックなのか？」

「うん。そうなの。コーヒー好きだから。吉良も好きでしょ？」

「……ああ」

　吉良がコーヒーを見つめているような気がした。何の変哲もない、ただのブラックコーヒーを。

「いつも飲んでるよね？　吉良好きでしょ？」

　吉良はコーヒーを飲みながら、明日香に向かい微笑んだ。

「ああ、美味しい」






　第四章






『子作り頑張ろうな』

　吉良からのその一言が、重かった。

　明日香にとって、五年も子供が出来なかった事実は、それだけでも充分地獄に突き落とされるようなものだ。

　一年、二年と年を追うごとに無理なんだと思わされる。

　自分の心の中に巣喰う恐怖は、思ったようにコントロールできない。

　セックスという快楽の最中は何も考えられないのに、子供が宿るかもと思った瞬間に自分には無理だ、育たないでくれと願ってしまう。

　頭に指令でも出しているのかと、必死に腹を擦って子供が出来るように願ってみた。

　が、そもそも明日香は排卵が上手く出来ていない。

　自分の心が排卵を望んでいないようなのだ。

　そんなことまで無意識に出来るのかと、驚いて医師に訊いた。

　セックスを拒んだあの日から、吉良は少し強引に明日香と身体を重ねるようになった。

　明日香も通院を再開せざるを得ない状況に追い込まれた。

　そんなに必死に子供が欲しいのかと思ったし、五年経っても諦めない夫を見て、明日香の方が申し訳ない思いになった。

　今日は、心療内科の受診日だった。もちろん、吉良もいる。

　待合室でふたりで手を繋ぎながら待っていると、明日香は居心地が悪くなって手をほどいた。

「病院よ？」

「でも、具合が悪くなるかもしれない」

　明日香はため息を吐きたい思いになりながら、スマホを取り出して時間を確認する。

　待たされることは承知の上だが、この時間の不安は大きかった。

　医者にはっきりと言いたいことがあることも一助しているのだろう。

　私は子供を望んでいない、とそう言おうとしているからだ。

　五年経っても無理だったことだし、いつの間にか諦めたことだ。

　でも、綺麗さっぱりという意味ではない。

　自然妊娠出来ればそれで良いと思う、ということだ。

　上手に言えるかは分からないが、病院に通って、自分の深層心理を探られるのは辛かった。

　過去に何があったかと自分で振り返ってみても、何も覚えがない。

　あれこれ訊かれる質問は苦痛で、まるで悪い家庭に育ったのかと思わされる。

「吉良。私、今日は先生にはっきり言う」

「何を？」

「子供は、自然に任せるって」

「今だって自然だろ？」

「そうじゃなくて、病院に通いたくないってこと。クリニックに通っても、成果はないもの。産婦人科の先生だって言ってたじゃない。劇的な変化があるわけではないって」

　明日香が言うと、吉良は口を引き結んだ。

　怒ったかと思ったが、こんなことで怒りを露わにするようでは、きっとこの先だって上手くいかないと思う。

　明日香は涙が溢れて、零れていた。

　事故から曖昧な記憶があることを黙り、夫婦生活を成立させる為に精一杯の努力をしている。

　でも、吉良は五年前に戻りたいかのように、明日香に当たり前のことを望む。

（出来ないのよ。私には──）

「いいよ。でも、自然妊娠でいいなら、今までと変わらないだろ？」

「そうだけど」

「俺も子供のこと、口に出さないから」

「ありがとう。否定されるかと思った」

　安堵していると診察室に呼ばれた。

　明日香は吉良と共に部屋に入ると、若い医師を前にして椅子に座る。

　そして、言おうと思っていた言葉を口にした。

「先生、私、もう子供はいいんです」

　明日香の声がわずかに震えた。

「それは自然に任せるという意味ですか？」

「そうです」

　自分で言っておきながら、胸が締め付けられる思いになる。

　五年も頑張っていて、投げだす自分が情けなかった。

　とはいえ、後一年頑張ればどうにかなるかもしれない、そんな思いが去来する。

「いいですよ。もともと、神宮寺さんは過去のトラウマが原因ではなさそうですし、治療だなんだと大事にすると、かえって授かりにくくなるかもしれない。よくありますよね。不妊治療を休んだら、子供が出来たって話」

「ああ、まあ」

「私たち医者だって万能じゃありませんから。ご夫婦でしっかり話して、また治療が必要だと思ったら来てください」

　医者は淡々と言って、カルテに何かを書き始める。

　こんなもんかというほど、あっさりと治療終了宣言が終わってしまった。

　吉良もただ黙っているだけで、医師には何も言わない。

「他に何か？」

「いえ。ではありがとうございます」

「ええ。お大事に」

　明日香は立ち上がり、一礼して部屋を出た。

　あまりにもあっさりしていて、今までの診察はなんだったのかと思うほどだ。

　別にやらなくてもいいことをしていたのかと思うと、余計に疲れてくるし、もう通院はしたくない。

「明日香。大丈夫か？」

　吉良はぽんと、肩を抱いてきて心配そうに顔を覗き込んでくる。

「大丈夫。あんまりにもあっけなくて。今までなんだったんだろうって思っちゃった」

「そうだな。原因不明、みたいなもんなのか？」

「結局、そうなのかもしれない。そういう可能性があるっていうだけで」

「そうか」

　静かに頷く吉良に会計を任せると、ふたりで家に帰った。

　今日の通院のために休みを取ってくれていた。

　家に戻ると、明日香は思わずベッドに寝そべった。

「疲れた」

「明日香。俺がいるだろ？」

　そう言って、隣に寝そべり抱きしめてくれる。

　そのままキスをされると、自然と口を開けていた。

　久しぶりに何も考えないで吉良を受け入れているような気持ちだった。

　互いに舌を絡ませ、蕩けるように蜜を溢れさせる。

　足をもじもじさせながら、はあはあと息を荒げた。

「もう、何も考えなくていいんだよね？」

「そうだな」

　自分で言っておきながら、明日香の心は満たされていなかった。

　今までと同じ、身体を重ねて快楽を求めているだけなのに、自分本位で身体を許すのは恥ずかしいからかもしれない。

　吉良のキスは次第に耳朶を食むものになり、そのまま耳の中を舐められる。

　激しい水音がして、思わず身体を竦ませた。

「やぁ」

　身を捩ると、吉良は明日香の手を片手で固定した。反対の手で丁寧にシャツを脱がしていく。

　ブラが露わになるとホックを指先で外し、たわわな胸に顔を擦りつけてくる。

「あっあっ……あっ……」

「どうした？　いつもより感じて」

「だって、何も考えなくていいんだもの」

「そうだな」

　吉良はそう言うなり、ピンク色の先端を口に含み舐め始めた。

　口の中で転がされると、明日香はたまらずに甘い声をあげてしまう。

　固定されていた腕も解かれ、反対の胸を揉まれると蜜が溢れて下着をぐちょぐちょにした。

「早く、挿入して？」

「もう？」

「うん……」

　腹の奥がジンジンと切ない思いでいっぱいなのだ。

　勿論、蕩けてたっぷりと愛撫してほしい気持ちもある。

　でも、今日はまだ時間もあるし、何も考えずに吉良の精を受けたい。

　スカートと下着を脱がされると、シャツが乱れた状態で、半裸になっていて淫猥だ。

　吉良もそのまま履いていたジーンズを脱ぐと、猛りを引き抜く。

　腰を落として蜜口にあてがうと、一気に貫かれた。

「あっ！」

「痛くないか？」

「大丈夫」

　ぐちゅっと音が立ち、抜き差しの度に水音がすると、吉良はほっとした顔を見せてくる。

「欲しかったんだな」

「そうなの……。今日は、すごく」

「いいよ。たっぷりしよう」

　そのまま抜き差しされると、腰が揺れて猛りを咥え込んだ。

　熱が最奥まで突き上げて、吉良とひとつになっていると実感する。

　律動は早くなり、胸を鷲掴みにされると明日香は息を荒げた。

　隘路は男根をがっちりと締めて離さない。

「あんっあんっ！」

　腰が勝手に、奥を突かれる度に淫らに揺れた。

「綺麗だよ」

「吉良……」

（私だけを見て）

　長年の悩みの種であった子作りから解放された。それと同時に、子供が作れないことへの不安は終わったはずなのになぜか膨らんでいく。

　こんな自分を愛してくれるのか──子を成すことができない、ただの女である明日香を、彼は愛してくれるのか。子供への執着がこちらに向くように、愛を求めて必要以上に甘えてしまう。

「頂戴。今日はいっぱい」

「ああ」

　その刹那、吉良の熱が腹の奥で飛散する。

　明日香は甘い声をあげながら、全て受け止め、身体をひくつかせた。

　しかし、ふと視界の下端に太腿の傷が入る。

　慌ててタオルケットで隠して、吉良に作り笑顔を向けた。

「気になるのか」

「……どうしても」

　明日香はついさっきまで満たされていた思いがすーっと冷めていくのを感じた。

　子作りだから、足をさらけ出すことも我慢出来た。

　でも、吉良のことだけを考えて淫らに足を開くのは、苦痛へと変わっていくように思えるのだ。五年も抱き合ったくせに、今日を境に、足の傷が気になってしまう。

「ねえ……見ないで？」

「そんなこと無理だろ。視界には入る」

「だったら、もう今日はこれで終わりにして？　また明日もあるし」

「だが……っ」

　吉良の不満気な声を聞いても、明日香は答えられなかった。

　大きな傷跡は肉が膨らみ、太腿に残っている。

　整形すれば治ると言われたが、手術が怖くて出来なかった。

　隠せばどうにでもなると思ったが、傷を見るたびに、彼と心を繋げて安心できたとしても、事故を思い出してしまう。

　見た目も嫌だし、気持ちも落ち込んでしまう。

　明日香はすっとベッドから降りて、吉良の為にコーヒーを淹れることにした。

「コーヒー淹れるね」

「あ、ああ」

　吉良は困った顔をして、そのままベッドに寝転んだ。

　明日香は下着とシャツを着ると、キッチンに向かった。

　美味しいと評判の買ったばかりのコーヒー豆があるのだ。

（吉良、気に入ってくれると思うな）

　そう思いながら、ミルで挽いていくと香りが立ち、少しだけ落ち着くことが出来た。

　湯が沸いてコーヒーを淹れると、ベッドに寝転ぶ吉良の元に運んでいく。

「牛乳、今日は多めだよ」

「ああ、ありがと。牛乳多い方が好きなんだ」

「そうなの？　早く言ってほしかった。ずっと勘違いしてたのね」

「そうだな……」

　吉良はマグカップを受け取ると、ゆっくりと飲み始めた。

　サイドテーブルに置いてあるカップを取り、そっと口を付ける。

　苦みが広がり、気持ちが落ち着いていく。

　コーヒーで癒されると、塞ぎこんだ気持ちがほぐれていくようだった。

「もう一杯飲む？」

「いや、俺はいい」

「そう。今日はごめんなさい。取り乱したりして」

「傷のことは仕方ないよな」

　吉良の視線が落ちると、明日香ははっとして抱きついた。

「吉良が悪いなんて思ってない。事故だったんだもの」

「もう、そろそろ俺も整理つけないとな。明日香を大事にしたい」

「……ゆっくりでもいいわ」

「ああ。愛してる」

　吉良はそのまま明日香を抱きしめると、ふたりはしばらく抱きしめあった。





　　　　◇◇◇






　翌日。

　仕事に向かう吉良を送り出し、明日香は家事を終えるとソファに寝転んだ。

　これからは好きなものを食べても問題ない。

　授かりにくいといえど、食べ物には気をつけていた。

　大豆、豆乳、野菜などは皆、産地を厳選して有機野菜にしていた。

　卵ひとつにしても、安いものではなく、吉良が勧める有機たまごにしていたのだ。

　こんなことにお金を注げたのだって、吉良が惜しみなくお金を使わせてくれたからだ。子供が欲しい一心で、二人三脚でやっていきたいという思いが伝わった。

　でも、今日はもうその必要もない。

　一番近いスーパーで買い物をしたり、昼はカップ麺を食べても、罪悪感はない。

（でも、もしもそんなことをして子供が本当に出来なくなったら？）

　嫌なことを考えると、カップ麺を遠慮したくなる。

　でも、妊活は一時的にお休みしたのだ。

　もしかすると、これをきっかけに終わりになるかもしれない。

　カップ麺一個で躊躇するのもおかしいのかも、と思えた。

　思い立って、明日香は自分に罪悪感のないスーパーに行くことに決めた。

　少し高めだが、有機野菜も売っているし、普通の野菜もある。

　勿論、カップ麺だってある。

　そこへ足を向けてみて、気晴らしに買い物に行こう。

　思い立つと、すぐに化粧を済ませて黒のワンピースに着替える。

　そして帽子を被ると、日差しが強くなってきた外に足を向けた。

　服も身軽になって、駅までの道を怖いと思うことも減った。

　もう、ひとりで行くなと吉良に言われたが、それではどこにも行けなくなってしまう。

　鼻歌を歌って駅前に行くと、電車に乗って二駅先のスーパーへと向かう。

　目的の地下鉄の駅に到着し、出口の階段を上ると前から吉良と女性が歩いてくるのが見えた。

（うそっ）

　信じられない思いで、来た道を戻ろうとする。

　しかし、なぜ吉良が女性と歩いているのかと思い、そっと陰に隠れて観察することにした。

　地下鉄には乗らず、どこかに歩いて行っている。

　後を付けて行くことにすると、ふたりはカフェに入った。

　店内に入ると、吉良と女性は奥の席に座る。

　明日香はふたりが見えるか見えないかの所に座り、ふたりの様子を窺った。

　自分が妊活に対して後ろ向きになった途端に現れた女性だったせいで、動揺は隠せない。

　耳をそばだてていると、吉良と女性は仲良さそうに話をしている。

　もう付き合って長い、そんな印象すら受けた。

（まさか、付き合ってたの……？）

　信じられない思いになりながら話を聞いていると、吉良の口から思わぬ言葉が聞こえてきた。

「俺、紅茶が好きなのに、妻がコーヒーしか淹れてくれなくて」

「そうなんですね。可哀そうに」

　明日香は顔をひくんとひくつかせた。

　女性は悲しげな顔をして、いかにも同情していると言わんばかりだ。

　ただ、そんなことはどうでもいい──あの女性は誰だろうか。

　明日香の中では、怒りと裏切りの気持ちでいっぱいだった。

　吉良は、自分の前でそんなことを一言も口にしたことがない。

　コーヒーが好きだと、言ってくれていたのに。

「どうしたものか」

「そういうのは黙っていても仕方ないですし。こうして美味しい紅茶が飲めますから」

「そうですね。菜々さんと話せるとほっとします」

（ほっと、する……？）

　もう何がなんだか分からない。

　自分以外の女性と話せて安寧を得ているとは、どういう意味だ。頭を巡らせても、何も思い浮かばない。

　ただひとつ分かることは、明日香は『いらない女』として吉良に捨てられたことだろう。

　子供が授かりにくい身体であり、五年も頑張っても何もなく、通院も拒んだ。

　吉良だって呆れてしまったのかもしれない。

　でも、明日香は違った。

　これからふたりの時間を楽しみ、妊娠のチャンスがあればいいと思っていたのだ。

　確率がゼロだと言われたことはない。

　諦めたとは言ったが、本気で全てを投げだしたつもりはなかった。

（どうして教えてくれないの？）

　明日香は怒りと悲しみで肩が震えた。

　自分の記憶障害を分かってなのか、それとも、からかっているのか。

　自分の中で錯綜した意識は吉良の気持ちをより一層分からないものにする。

　加えて、吉良があんなに嬉しそうに目の前の女性と話していることも不満だった。

「菜々さんと話せて良かった」

「奥様に聞かれたら大変よ？」

　その言葉に、明日香は怒りがこみ上げてくる。

　妻がいながら、吉良は嬉しそうに菜々という女性と話している。

　楽しげに、親密そうに。

　自分では満たすことが出来ないことだって、あの女性なら満たせるかもしれない。

　性欲ではなく、子作りという面において菜々は若さもあり、吉良も好みそうだ。

（私以外にも女性はいたのね。だから、もういいのね）

　菜々への怒りよりも、吉良への怒りが強かった。

　明日香を置き去りにして、菜々の部屋に入り浸る生活を送り始めるかもしれない。

　そして、頃合いを見計らって別れを切り出すのかも。

　考えただけでも吉良を嫌悪していた。

　自分との見合いをすぐに決めたのだって、子供が欲しかったせいかもしれないし、世間を気にして結婚しただけなのかもしれない。

　ぐるぐると嫌な考えが思い浮かぶと、明日香は席を立って店から出ていた。

　目的のスーパーで買い物を済ますと、タクシーを呼び止めて家に帰る。

　吉良の口から別れが切り出される前に、自分から言おうと決意した。

　家に着くとどっと疲れてしまって、明日香は買ってきたケーキを広げる。

　フォークを用意すると、思い切り口に頬張った。

　ほんのりした甘みが上品で、どんどん口に入れてしまう。

　次第に涙が溢れ、食べながら泣いていた。

「信じてたのに。吉良。私、あなたは裏切るような人じゃないって」

　最後の一口を前に、明日香は机に突っ伏して泣き始めた。

　吉良はどこにでもいる人ではなく、有名ベンチャー企業の役員だ。

　女性には事欠かないことだって予想していたし、こんな風に五年も頑張って子作りに精を出してくれるのは、信じられないことだった。

　そもそも、彼を信じるべきじゃなかったんだろう。

　明日香は涙を拭いながらケーキを頬張ると、キッチンに向かった。

　いつもはコーヒーが飲みたいと思うが、今日は紅茶にする。

　どこにあるかと引き出しを開けてみると、そこには茶葉やティーバッグが沢山そろっていた。

「吉良……。家でこっそり飲んでるのね。私のコーヒーが不味いからって」

　泣きながらひとつティーバッグを取ると、お湯を沸かしてマグカップに茶葉をセットする。

「嘘吐き。私、信じてたのに」

　涙が止まらない中、紅茶を淹れるとミルクを注ぎ、キッチンで飲みほした。

　ふわりとした甘みに少しだけ怒りは収まるが、新たな怒りにかき消されてしまう。

（もう別れるしかないわ）

　明日香は買ってきた惣菜を広げて食べ始めると、妊活のことも忘れて、やけっぱちで口の中に押し込んでいく。

　もう何を考えようとなかろうと、自分を必要としてくれる人はいない。

　そう思った途端に、箍が外れたように食べたいものを好きなだけ食べようと思った。

　買ってきた惣菜だって、有機野菜が使われているわけじゃない。

　もう何も考えなくていいはずだ。

　よく噛みもせずに飲み込んでいくと、余計に空しくなって涙が止まらなかった。

　結局、食べ終えると惣菜の空の皿をゴミ箱に捨てて、ソファで眠った。

　眠ればこの怒りは収まっているのだろうか。いや、ないだろう。怨嗟に近いこの想いが、消えてくれるとは到底思えなかった。むしろ、さらに威勢を増している可能性の方があり得る。

　──だというのに、なぜだろう。

「……なんで」

　自ら啖呵を切って別れ話をしようというのに、吉良への思いは断ち切ることが出来なかった。

（私はもう女として見られてなかったのね）

　涙を流しながら眠ると、久しぶりに見た夢は吉良と初めて行ったデートのカフェだった。

　こんな時にこの場所かと思いつつ、なぜか心地よい。

（ここのこと、どうして思い出せないんだろう）

　夢の中で思いつつ目覚めると、もう夕方になっていた。

　慌てて夕飯を作ろうとキッチンに向かうと、扉の開く音がした。

「ただいま」

「おかえりなさい！　ごめんなさい、まだご飯出来てな……」

（あ、でも。その前にもっと大事なことを言わないと）

　ご飯より、何より大事なことだと、明日香は冷蔵庫から食材を取り出す手を止めた。

　リビングに入ってくる吉良からカバンを受け取り、意思を持って見上げる。

「どうかした？」

「私のこと、ずっと嫌いだって思ってたでしょ？」

「何言ってんだ？」

　それはそうだろう。カフェでの密会を知られていないと思う彼からすれば、明日香の言い分は頭がおかしくなったようなものだ。具体的に触れずとも、匂わせない直球的な発言で、彼を揺さぶれるとも思っていない。

　一度、目線を下げる明日香は、息を吐いてもう一度吉良を見上げた。

「今日見たの。女の人といるところ。もう無理して子作りする必要もないし、別れてあの人と再婚したら？」

「見てたのか。いや、明日香……。あの人はさ──」

「大事な人でしょ？　別れましょ」

　明日香は涙目で訴えた。

　怒りに叫ぶより吉良を納得させたい気持ちが勝ったのか、冷静に口に出せたと思う。

　でも、本当はヒステリックに叫んで、本心を問いただしたかった。

　納得していない様子で、吉良は首を振る。

「あのさ……」

「お願い。もう辛いの」

「明日香。俺だって辛いよ。酷い勘違いされて、別れようなんて言われてさ」

「な、なにっ！　やっ！」

　その途端、明日香はソファの上に押し倒されていた。

　何が起こったかわからないくらい力づくの行為に、明日香は思わずもがいていた。

「俺はさ、明日香しか考えてないんだよ！」

「何言ってるの……う…そ……」

「黙れ……黙ってくれ」

　口を強引に口づけで塞がれて、明日香はじたばたと足をばたつかせる。

　何がどうなっているのか分からない。

　いつもなら、確認するような口づけなのに、口内に舌を突き入れて舐りまわされた。

　荒い息を吐き、首筋に舌を這わせると、着ていたシャツを強引に破かれた。

「やっ！　吉良っ！」

　咄嗟に前を隠すが、吉良に強引に腕を引き上げられ、ネクタイで縛りあげられる。

　明日香の上に跨る彼の目は支配者のように見下ろしてくる。

　彼もシャツを脱いで半裸になると、スラックスもくつろげた。

「いつかこんな日がくると思ってた。明日香は俺の気持ちを、何も知らないからな」

「気持ち……？」

「そうだ。俺が明日香を愛して愛し過ぎて、おかしくなりそうな気持ちだ」

「そんなの……知らない」

「そうだろ？　だって、俺は明日香の前では『良い夫』でいた。そうしないと明日香に嫌われるからな」

　明日香は震えながら変貌してしまった吉良を涙目で見つめた。

　会った時はこんな人だったろうかと思い出そうとしても、五年より前の彼は上手く思い出せない。

　こんな風に変わる人だとは想像もしたことがなかった。

「どうして……」

「どうして？　明日香。君は近所のじじいと喋ってたろ？　あれは俺にとって苦痛だった。でも、君は当たり前のことだと言った。俺もそうだと自分に言い聞かせた。近所付き合いは仕方ないって。そんなことに嫉妬しても、意味がないと思った。でも、その感情は間違ってなかった。だって明日香だって俺に嫉妬したろ？」

　鋭い目つきで睨まれ、明日香は身体を震わせる。

　あれとこれとは違うと言いたいが、今回会っていた女性がただの友達なら、明日香の早とちりになるし、その程度に怒ったことには反省しないといけない。

　でも、ふたりの話していた内容に、明日香は耐えきれない思いをしたのだ。

「俺の気持ち、分かったろ？」

　そう言うなり、吉良は明日香の乳房に舌を這わせてきた。

　いつもなら甘い快楽に誘われる行為だが、今日は怖くて仕方ない。

　獰猛な野犬に襲われているような感じで、吉良を止めることが出来なかった。

　ピンク色の先端を舐る舌にねじるように吸われると、甘噛みされた。

「いっ……」

「もっと感じて、よがり狂ってみろよ」

「どうして……」

「俺の前でいつもイクだろ？　俺が好きだからだろ？」

　明日香は涙をいつの間にか零していた。

「やめて。こんなの吉良じゃない」

「そうだよ。いつもの俺じゃない。いつもの俺でいられなくなったんだよ」

　そのまま先端を舐られると、甘い痺れがわずかに走る。

　しかし、とろとろの蜜が溢れ出ることはない。

　いつものように、身体が反応しないのだ。

（吉良、どうして？　何がどうなってるの？）

　そのまま腹のあたりを舌が這いまわると、明日香は身体をひくつかせた。

　スカートを破かれると、下着も一緒にびりびりにされてしまう。

　そして、秘丘に手が触れると、明日香ははっと目を剥いた。

「もういやっ」

「だめだ。最後までしないと、子供が出来ないだろ？」

「なに……？　こんなことしてまで？」

「そうだよ。当たり前だろう？　どんなことをしても、明日香と俺の子供がみたいんだ。他の女じゃダメなんだよ」

「え……」

「そこが分からなかったみたいだよね？　明日香」

　秘丘をするすると指で撫でられながら、困惑を隠せなかった。

　あのカフェで会っていた人は誰なのかと考えても思い当たる人がいない。

「なに考えてる？　俺の事で頭をいっぱいにしてろよ」

　その途端、つぷっと蜜壺に指が突き入れられる。

「んっ」

「足りないだろ？　こっちも一緒に弄るから」

　言いながら、花芽を摘ままれる。

　ようやく溢れる蜜を潤滑油に、指を抜き差しする彼は、秘玉を弄りながら内壁を擦った。

　耐えがたい快楽に、明日香は腰を震わせる。

　じゅぷじゅぷという音が聞こえてくると、自分の身体が嫌になった。

　感じたくないのに、いつもと同じように反応してしまう。

　吉良の愛情が歪んで自分に向いているのに、抵抗どころか喜んでいるようだ。

「ちが……ちが……こんなの……やぁっ」

「なにが？　いつもとどこが違うのかな」

「吉良の心が……全然違うでしょ」

　息を弾ませながら、明日香は苦しい思いと共に吐露した。

　腰は浮いて悦ぶように蜜を吐き出し、吉良の長い指を受け入れている。

「思い切り悦んでるだろ？　ここは」

　するーっと指で内側を擦り上げられると、身体が戦慄いた。

　明日香の弱い部分も知り尽くしているだけに、心が拒んでも、身体は愉悦へと向いてしまう。

　しかも、蜜は溢れ出して吉良の手を汚すばかりだ。

「いやぁ……いやぁ……」

「気持ちよくなってるんだ。もっと素直になれよ。俺だと素直になれないのか？」

「違うの……ちが……」

　涙をぽろりと零しながら、明日香は吉良の方を見つめた。

　拘束された手をじたばたさせながら、解いてほしいことをアピールする。

「だめだ。俺は……もう我慢しないんだ。今までずっと堪えてきた。明日香をめちゃくちゃにしたい衝動を抑えて、丁寧に抱くことに専念した。五年もね」

「吉良……？」

「明日香が思うより、俺は君を愛してる。ずっと深く。事故をきっかけにかけがえのない存在になったんだ。明日香には分からないだろ？　いきなり大切な人がいなくなる孤独は」

「だって、私はここにいるわ」

「ああ。いるよ。いるけど……君は少し変わったんだ」

「あ……の……」

「変わったのは、多分、俺のせいだ」

　吉良の暗い低音が、明日香の耳に届いた時、一瞬どうしたらいいのか分からなくなった。

　何もかもバレている。

　言い訳をしたらいいのか、泣けばいいのか、嘘を吐けばいいのか。何もいい答えなんて見当たらなかった。

　こんなに変貌した夫を見て、正しさなんてわかるはずがない。

　蜜芽を弄られ、快楽に翻弄される。勝手に揺れる腰に、背中がゾクゾクと痙攣した。

　ぐちゅぐちゅと水音を立て、抜き差しされる指に身体まで震えてしまう。

　もう耐え切れないと口をぱくぱくさせると、吉良は嬉しそうに花芽を摘まみ上げた。

「あっああぁ！」

　明日香はそのまま意識を蕩けさせた。

　もう情けない思いと、苦しさでいっぱいだった。今までは愛し合う行為だったのに、吉良の突然の変貌についていけない。

　彼の中に、まだ愛情はあるのだろう。けれども、歪んで捻じれて、ただ明日香を欲するだけの欲望の塊になっている。獣が本能で雌を襲うのと何も変わらない。

「もう一度イキたいか？」

「いやっ！」

　明日香のはっきりとした拒絶にも、吉良はにたりと口角を上げるだけで止まることはない。

「欲しいんだろう？」

「もういや。いつも通りの吉良に戻って？　誤解したこと、謝るわ」

「違うんだよ、明日香。誤解されて、少し俺は嬉しいんだ。明日香も嫉妬するんだなって思ったよ。そんな風にまだちゃんと恋してくれてたんだなって」

「吉良……私、好きよ？　今だってちゃんと」

「ああ。こんな風にされて、悦んでるくらいだもんな？」

　すーっと頬を撫でられ、明日香はひくんと顔を引きつらせた。

　もう今までの吉良には戻らない。そう実感しても、彼の強引な口づけを拒むことはなかった。

「んんっ」

　彼の言う通り、こんな風に無理矢理にされても身体は悦んでしまっているのかもしれない。理性とは対照に、本能は彼の裏を求めてしまっているのだろう。

　丹念に口内を舐められて、明日香は息を弾ませた。

　指が引き抜かれると、吉良はそそり立つ熱塊を蜜口へと添えた。

「んっ！」

　強引に挿入され、明日香は目を剥いた。

　しかし、気遣いに止まるような優しさは、今の彼にない。

　急に腰を使われると、なぜか明日香も自然と腰を揺らめかせて応えていた。
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「もう、いやぁ」

「だめだよ。明日香」

　最奥を思い切り突かれ、子宮を揺さぶるような力強さに吐息を荒げる。

　ずんずんと荒い抽送は、次第に痛みを覚えるくらいになっていった。蜜でたっぷり濡れていたのに、いつの間にか膣は湿り気を失っているのだ。

「明日香……締まるね」

「痛い……痛いの！」

「ダメだよ……。まだだ」

　胸を鷲掴みにされ、ひくんと身体が震えた。

　突起を摘ままれると、また腰を激しく使われる。

　抜き差しの度に痛みを感じ、自分の気持ちが吉良から離れていっていることを感じた。

　こんな獰猛な人と一緒だったなんてと思うと、怖いのだ。

　でも、同時に何かが不自然だと思えた。何か大切な事を忘れている気がする。吉良はそれをきっかけにして執着しているのかもしれない。

「んんっ！」

　激しい揺さぶりに明日香は耐えきれなくなっていた。

　擦られる度に身体が引き裂かれるような思いになる。

「明日香。もういい加減、俺だけのものになってくれ」

　そう呟いた刹那、腹の奥に熱が注がれた。

「あっ！」

　どくどくとたっぷりと注がれると、吉良はようやく男根を引き抜く。

　明日香は悔しさでいっぱいになって、破かれたシャツで身体を隠した。

　足の傷が見えないように、すぐにスカートで隠す。

　溢れ出す涙を見せないように、浴室に逃げ込んだ。

「お風呂入ってくるけど、吉良は来ないで」

　明日香は、吉良の想いが怖くなっていた。





　　　　◇◇◇






「ふーん。夫が豹変かあ」

　一週間後。

　都内のカフェで吉良に見つからないように行ったことのない店を探し、男友達を呼び出した。

　彼はアイスコーヒーを頼み、明日香はアイスカフェラテを頼む。

　暑くなって、ごくごくと飲み干す様を見ていると、友人は変わったなと思えた。

　久しぶりに会う男友達は、身なりも前とは違う。

　大学時代からの付き合いで、結婚しても同窓会で会って話す程度には仲良くしていた。

　前の同窓会ではシャツにジーンズと、ラフな恰好で黒髪を整えていた。

　でも今日は、茶髪に染めてサングラスをシャツにかけていたのだ。

（なんか、雰囲気がチャラくなってる）

　何かあったのかと思ったが、詮索は止めている。

「でもさ、明日香は悪いことしてないんだろう？」

「うん。多分」

「だったらさ。別れろよ」

「そんなこと出来るわけない。夫のこと、嫌いなわけじゃないのよ」

　明日香は自分でも言っていながら驚いている。

　でも、本心だった。

「でもさ。急に態度変わるとか、キモイだろ」

「う、うん」

　言葉遣いも変わったな、と明日香は相談相手を間違えたかもしれないと思ったが、彼しか男友達はいないのだ。女友達に相談すれば、吉良のことは軽くかわされてしまう。

　玉の輿婚だったせいで、結婚するなり疎遠になった友達が多かった。

　誰もが知っている会社の役員と結婚した、そう伝えたわけではないが、誰ともなく伝わって、女子から総スカンを食ったのだ。

　どうやって結婚にまでこぎ着けたのかと訊かれて、見合いだと知ると余計に反感を買ったのを覚えている。

　どうやっても自分たちには縁がないと言って、明日香の前から去っていくのだ。

　わずかに残った友人と、彼だけが結婚後の大切な友人だ。

「まあ。そんな時はさっさと別れて、新しい男見つけるのが一番だな」

「でも、まだ好きだし」

「そんな奴が？　明日香のこと、仕事でほったらかしにするような奴が？」

　目を丸くして顔を覗かれた。

　ぎょっとするような表情をされて、いたたまれない。

　明日香だって信じられないが、まだ吉良のことを嫌いじゃなかった。

　それよりも、彼の気持ちを歪ませたことが自分のせいかと思うと胸が切なく苦しい。

　自分が逆の立場だったら、今までと同じようにしていられるだろうかと思う。

「そんなことよりさ。俺と付き合わない？」

「なに言ってるの？」

「いいだろぉ？　旦那とは別れられない、身体は持て余してる。関係は良好に作れると思うけど」

「ふざけないでっ」

　立ち上がって伝票を手に、立ち去ろうとした時だった。

　手首を掴まれ、伝票を強引に持っていかれた。

「俺が払うよ。これから彼氏になるんだし」

「ならないっ。私は結婚してるんだから」

「声が大きいよ」

　しーっと人差し指を立てられた。

「だから、絶対にならないから」

「なんでさ。俺達ならいい関係になれると思ったのに」

「いい関係って……」

　信じられないことを言われて興奮したが、どう言えばちゃんと断り切れるのかわからない。

　このままでは、強引にでも関係を持たされるような気がして、逃げるように店の外に出た。

「待ってよ」

　すぐに追ってきた彼にぐっと腕を掴まれた。

「痛い。止めて」

「薄々感じてたんだろ？　俺が単なる友達じゃないこと」

「何、言ってるの？」

「どうして男友達続けてたと思う？」

　にたりと笑みを見せられて、明日香はようやく理解した。

　結婚で皆が去って行った時、彼は積極的に明日香の傍にいて、相談に乗ってくれていた。

　それは友達だからではなく、こうなることを見越してずっと待っていたのだ。

「そういう奴はいつか明日香を捨てるって思ってたよ。会ってた事を旦那に教えてもいいの？　証拠の写真もあるし。さあ、行こうか」

　明日香は俯いたまま、騒ぐことも出来ずに歩いた。

　周りからは、そんな目で見られていたのかと愕然として力が出ないのだ。吉良と同じ事をして報復した気になっていたかもしれない。バカみたいだ。

　祝福された筈の結婚式だと思っていたのに、本当に祝ってくれた人は一体どれだけいたのだろう。

　とぼとぼと歩いていると、友人は手をぐいっと引いて明日香の腰に手を回した。

「この後だけどさ。この先にラブホあるから、そこでいいよな？」

「いやっ！　なんでそうなるの？　そんなつもりない！」

　ぐいっと身体を捩り逃げようとするが、腰に回された手から逃れることはできなかった。

　そのまま足を止めることなく引きずられるように、裏路地まで誘導される。

　その時、別方向から明日香の腕を強く引く手があった。

「俺の妻をどこに連れていくつもりだ？」

　吉良の低音が耳に流れる。

「──吉良？」

　見上げると、明日香は涙を滲ませた。

「悪いが、妻に不倫の趣味はない。勝手に誘わないでくれるか？」

　彼は男友達を強引に引き剥がすと、その広い胸に迎えてくれた。

「金輪際、彼女に触れるな」

「いや、何言ってんの……誘ってきたのは、明日香だけど？」

　悪びれることなく言う友人を見て、明日香は寒気がした。

　このまま強引に関係を結ばれていたら、一方的に明日香が誘惑したと言うのだろう。できる限りの責任を擦り付けて、自分はさっさと消えていくのだ。

　軽率な行動を取ってしまった。これなら、女友達に無理にでも話を聞いてもらうべきだった。

「明日香がそんなことするわけがない。彼女は俺以外には無関心だからな」

「さすが、キモイこと言う夫だな？　明日香。本当に傍にいてもいいのか？」

　明日香は吉良の胸に顔を埋める。

（気持ち悪いのはそっちよ！）

　きっと睨むと、友人だった男は顔をひくつかせた。

「もういいだろ。さっさと行け。二度と連絡するな。明日香も気を付けろ」

「うん。ごめんなさい」

　頷いて謝ると、友人の姿はいつの間にかなくなっていた。

　逃げ足は速く、後ろ姿すら見つからない。

　明日香は呆れて怖くて、もう一度彼の胸に顔を埋める。

「ごめんなさい。でも、どうしてここが分かったの？」

「分からないわけないだろ。様子もおかしかったし、メッセージ送っても返事もない」

「でも、ここは吉良の知らないところだと思うんだけど……」

　明日香はそう言いかけて息を呑んだ。

　知らない場所だと思い込んでいるだけで、本当はふたりの共通の思い出の場所という可能性があるような気がする。少なくとも、無意識に足を運んでいるつもりでも身体は覚えていて同じところに足を向けている可能性も考えられた。

　だとしたら迂闊に、知らないよね？　と言うのは危険だ。

「そうよね。ごめんなさい。吉良の探せるところにいるのね、私」

「ああ、そうだ。お互いにそのくらいは密に付き合ってる。もっと俺のことを信用してくれないか？」

「うん……」

「この前は悪かった」

　吉良に抱き寄せられて、明日香は涙を流した。

　怖くて、吉良のことが理解出来なくなって、妻という立場を利用されていると感じた瞬間だ。

　あれきり一週間、抱き合うことはしていない。

　毎日のように抱き合っていたのに、口を利くことも少なくなり、吉良も明日香の様子を窺うように話をしていた。お互いに、薄くも強固な壁を作ってしまったような感じだ。

　明日香の顔を上げさせる吉良は、周囲を見渡した。

「ちょっと、話がある。どこか店で話さないか？」

　吉良の真面目な言葉に、明日香は小さく頷いた。

「疑ってるんだろ、俺のこと。だからあんな奴に相談したりして」

　頭を撫でられながら、まだ忘れられないあの日のことを思い出す。

　彼の中にある野獣のような面は、いつも隠されている。

　しかも、それが本性だと思うと、自分だって隠していることは吐露しないといけないのかもしれないと思えてきた。

「ごめんなさい」

「俺もごめん。でも、明日香を好きな気持ちは、出会ってからずっと膨らんでる。あの時の気持ちは嘘じゃない」

「うん」

　吉良の心地よい低音を聞きながら、目を閉じた。

　こんな風に、出会った時も優しい人だったと思い出していると、自然と涙も溢れてくる。

　思わずぽろりと涙を零すと、明日香は言っていた。

「なんか、いつの間にかズレちゃったよね、私達」

「そうだな。じゃあ、ちゃんと話すから」

　明日香は手を引かれて、そっと歩きだした。

　長い指が自分の手に自然に絡み、ゆっくりと握り返す。

　心地よい体温が伝わり、胸が自然に弾んでいった。

　白を基調にしたカフェの前に着くと、吉良を前にして店に入っていく。

　店内は古い家具やわざと使い古したように加工されたテーブルで統一され、シンプルな内装だ。

　角に座ると、吉良はメニューを広げた。

「何を飲む？」

　吉良の言葉に、明日香は一瞬戸惑った。

「暑かったし、オレンジジュースでも飲もうかな」

「じゃあ、俺はアイスコーヒー」

　予想外の飲み物に、明日香はハッとする。

　吉良はまだ気が付いてないのかもしれない。

　でも、あの時は確かに紅茶とコーヒーの好みが違うと言っていた。

　聞き間違いではないと思うが、吉良はいつもと変わらない。

　詮索は止めようと笑みを見せると、夫は軽く咳払いした。

「女性と話しているところを見たんだな？」

「うん。仕事に行ってる時間に」

「そのことだが、それは誤解だ」

「でも、吉良、なんでも話してるように見えたけど」

　明日香は緊張しながら問いただす。

　自分だって、近所のおじいちゃんと話したし、自治会に入ればおじいちゃんと言わず、若いお父さんと話すことだってあるだろう。

　考えてみれば、吉良は仕事で女性と会うことだってあるはずだ。

　でも、ふたりの話の内容がどうしても引っかかって、嫉妬してしまう。

「忘れてくれとは言わないよ。俺が彼女に相談したのは事実だから」

「相手は誰？　友達？」

　吉良は首を振った。

　視線を落として、少し言いにくそうにすると小さくため息を吐く。

「心療内科の女医さんだよ」

「女医……？」

　言われて、明日香の中で嫉妬心が湧いてしまう。

　自分のような平凡な女性じゃ飽きて、知的な女性がいいのかと思ってしまった。

　やっぱり浮気のことでも考えていたのかと思ったが、吉良の顔は真剣だった。

「明日香のことを相談していた。事故後と前のこと、子供のこと」

「でも、それは一旦おやすみしたって」

　明日香は自分でそう言っておきながら、納得していなかった。

　まだ子供が出来るかもしれないのに、自らチャンスを手放していると思うと、毎日がもったいない気分になる。

「明日香が本気で諦めてるなら、俺だって諦めるよ。でも、あのカフェの周辺にあるスーパーって有機野菜が売ってるだろ？　わざわざ電車乗って来たんだなって思うとさ、諦めてないんだなって」

「それは……その……。でも、もう何も考えたくないのは本当で」

「それも分かるよ。友人にさ、不妊で悩んでてセックスレスになったって聞いたことがあった。結局、男側の方が子種を提供するだけの存在なのかって、滅入るらしいんだ。分からなくもないなと思ってさ」

　吉良は寂しげに言う。

　自分達はそんな割り切ったセックスをしていたろうかと思い起こせば、毎回際どいことをして、吉良は楽しんでいた。それだって色々な経験談を踏まえて、ふたりの関係を良好に保つ為のことだったのかもしれない。

　明日香だって、子供を製造するだけの存在と思うことはなかった。

　愛に包まれて、吉良を感じているから、子作りに積極的でいられたのだろう。

　でも、それでも五年の歳月は長いし、苦痛にもなる。

　そんな時に吉良が裏切ったり、豹変したりするから、頭が混乱するのだ。

「ちゃんとまた、子作りに向き合っていかないか」

　吉良の申し出に明日香は自然と頷いていた。

　親の為でも、友人に見せる為でもなく、誰の為でもなく、これは吉良とふたりだけの悩みだ。

　吉良と共有できる、一番大切な秘密だと思える。

　もっと大事に温めて、ちゃんと向き合っていかないといけない。

「吉良。私また病院に行く」

　そう言った時、頼んでいた飲み物が手元に運ばれてきた。

　吉良の元にはアイスコーヒー。明日香にはオレンジジュースだ。

　カップを手に取って少し口に含むと、吉良は言った。

「そうしたら、相談してた女医さんのところに転院しよう。別に今までの病院が悪いってわけじゃなくて、明日香も女性の方が気がねなく話せるだろ？」

「う、うん。でも、本当は私、もう自分のことに整理がついてる気がするの」

「どういう意味だ？」

「前にも言ったけど、子供が怖いってことは相手が男の人だろうが女性だろうが言えること。もちろん、女性のお医者さんの方が話しやすいかもしれないけど、私の疑問は、なんで赤ちゃんや妊娠が怖いのかってこと。自分でも分からなくなるの。トラウマがないって言ってたでしょ？」

「そうだな……。彼女は、その点でもリラックスできることを教えたいって言ってたから」

「その人とはどういう関係？」

　明日香はあまりに吉良が信用しているので思わず訊いていた。

　自分だって嫉妬しているじゃないと心の中で苦笑し、吉良の愛情が偏愛に変わってしまっていることにも、どこか納得してしまいそうになる。

「ああ。会社の知人の伝手でな。仕事柄、体調を崩す人間もいるから」

「そうなのね。でも、心配」

「大丈夫だ。なんでも話すといい」

　吉良はそう言いながら、頭を優しく撫でてくれる。

　恥ずかしい思いになりながらも微笑み、上目でそっと見つめた。

「誤解は解けたか？」

　その問いに、明日香は一瞬黙り込んだ。

「ええ。誤解してごめんなさい。そうだ！　ここでご飯食べない？」

　話を逸らしてしまおうと、自分の抱いていた疑問にも蓋をする。

　吉良のあの時の会話は一体なんなのか。

　どうして会話のことは話してくれないのかと追及したいが、そんな気持ちにはなれなかった。

　あの日のことを暴いても、なぜかお互いに良い事がないように思う。

　自分も、吉良も、嘘を突き通すことで幸せを全うしているんじゃないかと思えてきたのだ。

　今日、目の前でコーヒーを注文した時、ふとそんな気がした。

　互いにメニューをもう一度広げて、明日香は美味しそうなランチはないかと見始める。

　ハンバーグ、サンドウィッチ、オムライス、ハヤシライス、なんでもいいが、栄養面を考えたいと思い吉良にそっと相談する。

「どれがいいだろう？　栄養バランス取れてるの」

「外食の時くらい、リラックスして楽しめよ」

「そうね……」

　明日香はそう言われて、肩の力がほっと抜けた。

　そして美味しそうに見えたハンバーグを注文する。

　吉良も同じものを選び、ふたりで目を合わせて微笑み合った。

「なんでハンバーグ？」

　明日香が尋ねると、吉良はちらりとこちらを向いて嬉しそうに言った。

「黒毛和牛使用ってあるだろ」

「私もそれが気になって！」

「美味しいもの食べて、楽しい生活すればいいんだよ。明日香」

「そうね。そうかもしれない」

　明日香は微笑みながら、吉良の優しい言葉にほっと安堵の息をもらしていた。





　　　　◇◇◇






　──一カ月後。

　吉良の紹介で訪れたクリニックには、人が溢れていた。

　様々な人が訪れていて、明日香は落ち着くことが出来ずに肩身を狭くする。

「神宮寺さん！」

　名前を呼ばれて診察室に入ると、あの日、カフェで見た吉良と共にいた女性が、白衣をまとって座っていた。

「こんにちは。旦那さんから聞いたのですが、誤解をさせてしまったようで」

　申し訳なさそうに言われて、明日香は頬を染めた。

「すみません、私の早とちりです」

「いえ！　仲良しな夫婦なんて羨ましいです。あの時も、旦那さんは奥様のことばかり話されて」

　うふふふっと微笑まれて、明日香も吉良も頬を染めた。

　席に座って黙ってバッグを抱えると、女医は静かに咳払いをする。

「では、本題に。奥様は妊娠が怖いのですか？　それとも、子供が怖い？」

「あの、それは……漠然と、妊娠が怖いんです」

「以前の病院で、トラウマではないと診断書には書かれていますけど。子どもの時もご両親の愛情を受けて育った記憶しかない？」

「はい……」

　明日香は情けない思いになって俯いた。

　両親に憧れて、結婚がしたいと思ったのだ。

　早く孫を見せたいと思っているのに、妊娠出来ないどころか怖いという感情を抱く自分が苦しくて悲しい。

「うーん。私もこう見えて、ひとり産んでいるんですが」

「えっ！」

　明日香は目を丸くした。

　女医さんがスタイルの良いすらっとした美人で、とても出産を経験しているように見えなかったからだ。

　しかも、医者という職業柄多忙というイメージがあり、どうやって子育てをしているのか想像もできない。

「私自身も妊娠は怖かったです」

「え……？」

「まだ神宮寺さんには先の話ですけれど、命がお腹の中で宿り、膨らんでいくんですよね。日に日に、物凄い早さで。医学でああだこうだと学んでいても、理屈じゃなかったですね」

「先生もですか？」

「そうですね。臨月になった時、お産も怖かったけど、何かあって破水したらどうしようとか、不安だらけでした。産みたいのに産むのが怖いとか、精神的には物凄い不安定な時期を送ってましたよ」

　女医はにこりと微笑んだ。

　その現実を聞いて、妊娠の不安が払しょくされたわけじゃない。

　自分だって同じように不安を抱えるわけだし、そもそも、妊娠しないかもしれない。

　ただ、自分以外に、しかも医者が怖いと思うのが明日香には救いのようにも思えた。

「もしかして、医者は万能だと思ってますか？」

「い、いえ！　でも、勉強してるから、平気なのかなって思いました」

「勉強していても、実体験は別ですよ。なんでもそうですよね？　バイトをしてみても、聞いてみるのとやってみるのとじゃ全然違う。恋愛でも同じ。友達と恋の話をするのは楽しいけど、実際は辛くて悲しいこともある」

「そうですね……」

「奥様が怖いと思う気持ちは自然なことだと思いますし、私個人としては、もう一度産婦人科で検査を受けてもいいと思いますね。見落としがあるかもしれないし、気持ち的にも、安心を得た方がいいでしょうから」

「不妊治療をした方がいいんでしょうか」

「それは産婦人科の先生とご相談でしょう。した方が良いと産婦人科の先生が判断されれば、積極的にされるといいのでは？」

　明日香は今までになく、背中を押される感覚に力が湧いた。

　人生の先輩が医者であることが、なにより頼りになっている。

　それに、自分の抱く恐怖は誰にでも起こるものだと思うと、以前よりリラックスして過ごす方がいいのではないかと思えてくる。

　女医がカルテを書き始めたので、明日香は恐々と自分の秘密を吐露すべきか悩んだ。

　今この場には、吉良がいて、専門の医者がいる。彼らの前では、自分が隠してきた秘密は口にすべきかもしれない。

「先生。後、もう一つ相談があります」

「なんです？」

　女医は整った唇を引き締め、優しい眼差しを向けてきた。

　以前の医者より、同性なせいか話しやすい。

「実は私、事故に遭った五年より前の記憶がところどころないんです」

「ええ。それはこの前神宮寺さんからも聞きました」

　その言葉に、明日香は一瞬戸惑いつつ、自分からもきちんと説明しようと口を開けた。

「それで、その事は夫には内緒にしていて」

「そうでしたか」

　女医はちらりと吉良を見つめてから明日香に視線を戻す。

　明日香は胸元を押さえながら、緊張に堪えて必死に続けた。

「五年前、事故に遭って、私の意識から大切な思い出が抜け落ちました。今も、それが何かわかりません」

　明日香は吉良の視線を感じつつ、もう後戻りは出来ないんだと言い聞かせて息を呑む。

　彼を傷つけているのは分かっている。

　でも、もう嘘を吐き続けることは出来ない。

「恐らく事故の後遺症でしょうね。まだ治療をしたことはないんですか？」

「私、それも怖くて。また手術だと言われたら、もう生きて帰ってこられないような気がして。手術がとにかく怖くなりました」

「そうですか……」

　女医は「ふーん」と言いながら、カルテに何かを書き込んでいく。

　自分は何か特別なことを言っただろうかと思いつつスカートを握りしめ、押し殺すような声で言う。

「夫にも記憶が曖昧なことは内緒で。でも、最近、先生と夫が話しているところに出くわして、コーヒーより紅茶が好きだって言っていたから」

　溢れそうな涙を堪えながら、明日香は女医を見つめた。

　先生は困ったように頭を掻きながら、吉良と目を合わせている。

　あの日の会話は今でも耳に残るのだ。

　コーヒーと紅茶、わずかな違いだが、夫婦間ではその違いが喧嘩のもとになったり、不自然だと思う時もある。

　きっと吉良は、五年間ずっとその違いを口にせずにいたのだろう。

　黙って、コーヒーを飲んでくれていた。

「言ってもいいかしら？　神宮寺さん」

「ええ。ご相談したいことでしたから」

「実はね。ご主人から、そのお話も聞いていたの。妻の様子がおかしいって。具体的に何がおかしいかと聞けば、そういう些細な違いを忘れているっていうから、私としては、問題ないのではと思ったのよ。我が家では、細かいことは気にしないからね？」

「は、はい」

　案外大雑把らしい女医は、洗練された服や顔の見かけは中身に比例していなかった。

　人は見かけによらないとはよく言ったものだ。極端な例を見せられているような気がする。ただ話を合わせているかもしれないが、何か口にする場面でもない。明日香は背筋を伸ばした。

　女医は言う。

「我が家なんて、自分のことは自分ですること。夫も大学病院勤務の医師だから忙しいし、育児は完全に分担。細かなところに口出ししない、そうやって生活していたから、神宮寺さん、細かすぎるって思ったのよ。コーヒーだの紅茶だのと。私が妻なら怒ってるかもって言ったのね」

「は、はあ」

　ズバズバ言う女医に、吉良が言い負けている様子が目に浮かぶ。

　あの日、自分が目撃した光景は、実は女医が完全に会話の主導権を握っている状況だったのかもしれない。

　吉良が言い負けていると思うと、余計にこの女医のことを信じてみようと思えてくる。

「我が家で夫がそんなことしたら、家庭崩壊よって言ったの。記憶がないのなら、なおさら、夫としてそこは気にしない素振りを見せなさいって言ったのよ。だから、奥様が昔のことを気にする必要なんてないんじゃないかしら？」

　明日香はちらりと吉良を見て、様子を窺った。

　実は記憶が抜け落ちて困っているのは、明日香も辛かったのだ。

　吉良を困らせているだろうとか、ふたりの短いが濃密な恋人同士の時間とか、大切な思い出を忘れているのだ。

　彼女のように、さっぱりと割り切ってしまうことは出来そうにない。

　でも、そうすべきだというのなら、従うべきなのだろうとも思う。過去は過去。記憶はなくとも、未来はこれから紡いでいけるからだ。前だけ見て、その都度、何かあれば教えてもらえればいい気がしてくる。

　それでも、やっぱり本音を言うなら、彼との思い出は取り戻したかった。

「先生。私、思い出せないけれど、昔のことをなんとかしたいんです」

「それなら、ご主人に訊いて、上書きしていくことですね。こんな思い出があったとか、こういうことをしたとか」

「あっ……」

　そんな当たり前のことだったのかと、明日香は目から鱗だった。

　どうしてそんな些細なことが出来なかったのだろうと不思議な思いになる。

　吉良を見れば、にこりと微笑まれた。

「後は、ご夫婦でよく話した方が懸命ですよ。手術をするまでもなく、新しい思い出を作るだけですから。女子は恋に対して上書き保存だって言うでしょう？」

　にこりと微笑まれ、明日香は恥ずかしい思いになる。

　思えば、吉良のことを五年前よりずっと好きになっていた。

　結婚当初は仕事で忙しいし、予定だってすっぽかす人だったのだ。

　吉良のことを、夫として、新たに上書き保存して見ているのは間違いない。

「じゃあ、また次回。もしかすると原因のひとつは事故当時の手術への恐怖もあるかもしれません。意識はなくとも、病院は治療したり生死を彷徨ったりした場所ですから。お産も情報を得て、怖くなっているのかもしれません。それから、妊娠への過剰な期待と恐怖心が重なっているのかも」

　明日香は静かに頷いた。

　病院は事故以来、確かに苦手だった。

　もう二度と足を踏み入れたくないと思う場所でもある。

「先生。ありがとうございます」

「また次回、様子を見て来てください。話してみて、また分かることもあるかもしれないので」

「はい。ありがとうございます」

　明日香は一礼して、診察室を後にした。

　待合室のソファに座ると、吉良も隣に腰を下ろした。

　そっと彼にもたれかかるようにすると、明日香は言った。

「ごめんなさい。嘘吐いてて」

「いいんだ。俺も細かいよな」

「でも、他にもあるんでしょ？　忘れてること」

「あるよ。でもさ、それはまた今度説明する。一緒に思い出のカフェ行こうな」

「思い出……」

　明日香はうーんと唸りたくなったが、女医のお陰で以前のような不快感はない。

　もう忘れてしまったのだから、吉良の言葉によって新たな思い出を作ればいいだけだ。

「俺がプロポーズしたカフェだよ」

「あっ……」

（あの、ビンテージ風の……）

「あそこも、覚えてないんだろ？　本当は」

　明日香は小さく頷いた。

　残念ながら、大事だろうが大したことでなかろうが、記憶は消えている。

　ふとした拍子に思い出すかもしれないが、五年経った今でも何も蘇ることはない。

　明日香は吉良の腕をぎゅっと握ると、会計に呼ばれてふたりで向かった。

　お金を払ってクリニックを後にすると、吉良はカフェにでも行こうと言ってくる。

　疲れたので丁度いいと店を探すと、こじんまりした店を見つけて吉良と共に入った。

　昔ながらのレトロな雰囲気の店で、コーヒーの香りがふわりとする。

「吉良。イヤなのよね？」

「でも、もう明日香の新しい記憶には俺はコーヒーが好きだってことになっているんだろう？」

「そうなんだけど。私、元の自分も取り戻したいから、紅茶が好きだってちゃんと言ってほしいの」

「分かった」

　吉良と明日香は隅の席に座り、一息ついた。

　病院に行くというだけでもかなり疲れてしまうし、これからは通院だ。

　吉良に毎回付き添ってもらうのも申し訳ない。

　おしぼりと水が運ばれると、吉良はメニューを開いた。

「私はアイスコーヒーで」

「俺はアイスミルクティー」

「かしこまりました」

　店主は頭を下げると、すぐに用意に取り掛かる。

　ここなら落ち着いて話が出来そうだと、明日香は向かいに座る吉良を見つめた。

「あの、話ってまだあるの？」

「ああ。俺も明日香に黙ってることがある」

「なに？」

　まだあるのかと心配になって胸を鳴らすと、吉良は明日香の方をじっと見つめてきた。

　そして、言うのをためらうように視線を彷徨わせる。

「どうかした？」

「いや。いざとなると、言えないな」

「私だって言ったんだもの、言って？」

「俺のこと、嫌わないか？」

「ええ。もう大丈夫よ」

　明日香はあの日、乱暴に扱われたことが頭によぎった。

　そのこともきっと関係しているのかもしれないと、なんとなく察した。

　自分の記憶があやふやなことも薄っすらと気が付いていたようだし、吉良が無理をして合わせてくれていたのもわかる。

　もうお互いに嘘吐いたり、黙り込んだりするのは止めたい。

「俺は、五年前から時間が止まってる。あの時、俺が会社に行かなければとか、明日香と一緒にいればとか、後悔しかない」

「そんなこと言っても、吉良のせいじゃない」

「それは明日香が生きて生活してるからだ」

　その言葉に、どくんと心臓が跳ねる。

　あの日、感じた死への恐怖。

　薄れゆく意識の中で感じた痛みの中、悲鳴と共に動かない自分の身体。

　血が流れて、冷たくなる指先。

　今でもまだ思い出せるし、駅前にひとりで行くのはよっぽどの時だ。

　駅前にはほとんどタクシーで出向いている。

　吉良が心配したり、後悔したりするのは無理もない。

　明日香だってあの日を努めて忘れようとしているのだから。

「俺は会社でも、何もかも働き方を変えた。明日香の為になることが、社員の為になるといって、全てを都合よく捻じ曲げた。そうでもしないと、働いていられなかった」

　吉良はふうっとため息を吐いた。

「そうだったわね」

　明日香は申し訳なさで頭を下げる。

　早く帰れるようにした、そんな簡単な言い方だったが、今でもうっすら覚えている。

「仕方ないだろ。明日香の前では子作りのことしか考えないようにしていたんだ。飽きないような日々にして、怖かった時間を忘れさせたかった」

「そう……ありがとう。何も気が付いてなかった」

　明日香は改めて頭を下げた。

　吉良との関係はいつも深い身体の関係と、恋人同士のように甘い時間が続いていて、意図的に作られたとは思わなかった。

　でもちゃんと考えれば、明日香が逆の立場になったら同じことをしただろう。

　吉良の幸せと笑顔を守りたいと思って、必死になったに違いない。

「俺の時間は、あの頃で止まってて。そして、後悔の念でいっぱいなんだ。事故当時、俺はどうすれば明日香を守れたのか、正解も出せていない」

「正解なんて、ないわ」

　明日香は思わず言っていた。

　スピリチュアル系の雑誌を読むと、良い事の辻褄合わせの為に悪い事があると書いてある。乗り越えられない壁はないとよく言う。

　あの日の事故が必然だというのなら、時間をずらしても起きたのかもしれないし、吉良といても何か悪いことがあったのかもしれない。スピリチュアルな話を信じるわけでもないが、あんな酷い偶然が重なると、実は良い事が待っているのではないかと思いたくなる。

　だから多分、事故の壁を乗り越えられないわけではないのだろう。

　明日香は占いの言葉は良い事しか信じないが、吉良の答えが出ないのは当然だと思う。

　偶然と必然を的確に操れることはないのだから。

　明日香があの日助かった事実と、その後の生活が変わったことは受け入れるしかないのである。

「あの時、あの場所にいられたらと毎晩考える。ひとりで落ち込んで、反省して、そうしないと眠りにつけないんだ」

「吉良……」

　彼は頭を押さえて、髪の毛をくしゃくしゃにした。

　明日香も薄々気が付いていたが、吉良はやはり過去に囚われていたらしい。

　その時計が動くことは、今はまだないのだろう。

「だから俺は明日香を誰にも渡したくない。触れさせたくないし、見せたくもない」

　その言葉に明日香は一瞬凍りついた。

　けれどあの日、乱暴に抱かれたことの意味がようやく分かってきて、強張っていた心が融解する。

　五年前で止まった彼と、先に進んでしまった自分のズレが、時が経つにつれて顕著になっているだけだったのだ。

「私は吉良以外の人に触れられることもない。でも、生活する上では外に出ないといけないし。でも、吉良の気持ちも分かるから。私が吉良でも、どこにもいかないでほしいって思うはずだから」

「ありがとう」

　吉良の泣くような震えた声に明日香の胸が震えた。

　ほったらかしにしたまま、自分だけ先に進もうとしたことが申し訳ない思いになる。

　彼は今でも後悔の念でいっぱいで、今にも壊れそうだったんだろう。

　それを無理して、全て明日香の為に愛情を注いでいた。

「私、吉良の傍から離れないから」

　ぎゅっとテーブルの上に置かれた手を握る。

「絶対だ」

「うん」

　ふたりで見つめ合うと、店主がコーヒーと紅茶を持ってきた。

「お待たせしました。お出ししてもいいですか？」

　恥ずかしそうにしながら言うので、明日香は頬を染めて手をそっと離そうとした。

　しかし、吉良がぎゅっと握ってくる。

「き、吉良？」

「離れないんだろ」

「そう……なんだけど」

　明日香が上目で店主を見ると、微笑んでくれた。

「若いっていいですね。私は妻に先立たれまして。では」

　六十代くらいの男性だったが、そんなことを口にして去っていく。

　勿論、それを聞いた吉良は手をさらにぎゅっと握ってきた。

「俺より先に死ぬなよ」

「私だってひとり取り残されたくない」

　ふたりで見つめ合って手を握ると、ようやくわだかまりがほどけていった。




　コーヒーを飲んで、ふたりでゆったりとくつろいだ後、新しい気持ちで帰ることが出来た。玄関を開けた途端、吉良が後ろから抱きついてくる。

「ま、待って」

「今日は待てそうにない」

　そのままうなじにキスを落とされると、明日香は吐息を吐いた。

　玄関でそのままエッチが始まるなんて非常識だ。なんとか吉良の欲望を抑えようと必死に身体を押し返す。

「だめ。ここで」

「声。聞こえちゃう」

「外に？」

「そうよ。玄関の声って外に意外と筒抜けなんだから」

「余計にしたい」

　その途端、耳朶を甘噛みされる。

「やっ……だめ……」

「そう言われて、やめると思う？」

　明日香は首を振った。

　吉良がそんな甘い考えなら、すぐにベッドに向かってくれている。

　前の吉良とはもう変わった。

　彼の想いをはっきりと聞いたのだ。

『誰にも見せたくないし、触れさせたくもない』

　そこまでの独占欲があるなら、明日香が困ることをするのは当たり前かもしれない。

「吉良。キスして？」

　明日香は精一杯甘えた声を出した。

　吉良に抱きついて自ら口に吸いついてキスをする。

　理性があるうちは、玄関でエッチなんて出来そうもない。

　口腔を明日香が舐めると、舌を絡め取られて互いに淫らに舐め合う形になった。

「はぁ……はぁ……ん」

　いやらしく息を吐きながら、明日香は唾液すら舐め取り吉良のことを見つめる。

「好き……。吉良の思うようにしていい」

「酷くしても？」

　明日香はこくんと頷いた。

　自分のことを五年も愛し続けてくれたことが、素直に胸に響いたのだ。

　何も言わず、文句すら言わないで明日香の傍で回復を待ってくれていた。

　子供が欲しいという気持ちだけは途中でズレたとしても、明日香のことだけを想う気持ちに変わりはない。

　口腔を丁寧に舐られ、息を荒げながら少し背伸びをして吉良の首に手を回した。

　吉良のことが愛おしい。

「私が変わったのに気が付いてたのに、黙ってるなんて。吉良らしくない」

「俺達はそこまで深くお互いを知る前に事故が起きたんだ。恋人同士はいくらでも繕うことが出来るし、事故にあった時も新婚半年だったからな」

「そうね……。んんっ……はぁ……はぁ」

　口内を丁寧に舐められて、明日香は腹の奥がジンジンと熱を帯び始めた。

　今すぐにでも貫いてほしい衝動に駆られて、もじもじしながら上目でおねだりする。

「だめだよ。玄関で思う存分啼くといい」

　そう言われて、作りつけの靴棚の縁に手をつかされる。

　吉良は後ろから覆いかぶさるようにして、胸を揉みしだいてきた。

　シャツのボタンを取りつつ、服の上からゆっくりと揉まれると、擦れて余計に欲しくてたまらなくなる。

「あっあっ……」

「どうした？　声。我慢しないのか？」

「出来な……ふぁ……あぁ」

　蕩ける頭で吉良のことばかり考えると、明日香は背中に感じる吉良の体温が、まるで猛りのように感じられた。

　大きなものが自分を征服し、身体中を弄りまわしている。

「だめ……」

「ああ。いけない子だ。明日香。こんなところで感じてるね？」

　シャツのボタンを全て取られると、すぐに下着をずらされてたわわな胸に手がかかる。

　そのままムニムニと揉まれ、先端を摘ままれた。

　圧し潰されたり、捏ねられたりして、明日香は足を震わせる。

「あぁ……ああ！」

「声が大きいよ？　でも、嬉しいんだね？」

　明日香は慌てて下唇を噛みしめるが、ジンジンと感じる熱に支配されて抗えなかった。

　玄関だと思うと余計だ。

　人の出入りがあるところで、自分が卑猥な声をあげて、服を脱がされている。

　もしも誰か来たら、どうしたらいいのだろう。

　悪い噂をたてられでもしたら、居場所がなくなってしまうかもしれない。

「吉良……人、来ちゃう」

「近所の人が来たことあるか？　宅配便は頼んでないだろ？」

　明日香はこくんと頷く。

　そうだとしても、と対抗する想いとは裏腹に、口に右手の人差し指を入れられて、思わずちゅうちゅうと吸い付いていた。もはや、吉良のおもちゃのようである。

　空いた左手がスカートを捲りあげ、下着を下ろされた。

「たっぷり濡らしてる」

　吉良は満足げに声を出すと、そのまま花芽を捏ねだした。

「あっあっ！　そこっやぁ！」

「気持ち良さそうだ。もっとするから」

　くにくにと圧し潰されて、明日香は意識が遠のきそうになる。

　立つことも辛くなってきて、棚に身を預けるしかない。

　しかし、吉良は強引に後ろから覆いかぶさってきて、明日香の身体の中をまさぐった。

　指先は内壁を擦り、一気に指が三本に増やされる。

「んんっ……あっ!!」

　じゅぷじゅぷという激しい水音を立てながら、抜き差しされて明日香は力なくうずくまりそうになる。

　しかし吉良に腰を支えられて、強引に立たされた。

「俺が支えるから。明日香は無理に立っていなくてもいいんだ。俺に身体を預けて」

「んっ……吉良っ吉良っ」

「甘えた声を出して……。今日は受け入れてくれるんだね？」

「もう吉良のことしか頭にないの」

「そうなると思ってたよ。明日香は素直だから」

　激しく掻き混ぜられ、明日香は背を仰け反らせた。

　そのまま快楽の坩堝に飲まれると、身体をがっくりとさせて棚に身を預ける。

　果ててしまったことが恥ずかしくなりながらも、スカートを脱がしにかかる吉良に身を屈めることすら許されていない。瞬く間に、明日香は玄関で半裸の状態にされていた。

「ま、待って。こんな格好……」

「俺の前だけだ」

　辛うじてシャツが身体を隠しているが、下半身はまる見えだ。

　スカートはたたきの上に落ち、あり得ない光景が目に映っている。

　困惑していると、今度はスラックスをくつろげる音が聞こえてきた。振り返って確認する間もなく、すぐに猛りが蜜口にあてがわれる。

「たっぷり注ぐから」

　言い聞かせるような言い方に、明日香は身体を震わせた。

「吉……良。私、あなたの子が欲しい」
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「ああ、俺はずっと待ってるから」

　そう言われた途端、熱がゆっくりと侵入してくる。

　隘路が押し広げられて、内壁を擦り上げるように入るので、明日香は奥にくるだけでも吐息を弾ませた。

「あっあっ……あっ！」

「凄い絡みついてくる。俺を待ってる身体だ」

「うん。ずっと待ってた」

　明日香は頬を染めながら、そっと振り向いた。

　吉良は頬を撫でてくれると、そのまま一気に突き上げてくる。

「あぁぁ！」

「奥まで締めてくるな」

　切ない思いになりながら、明日香は身体を捩らせて猛りを受け入れた。

　最奥をずんずんと突かれると、肉壁がきゅっと締まる。まるで、吉良の熱を欲しているかのように波打つ内襞が、明日香に快楽を運んでくる。

　吉良の全てが欲しくてたまらず、名前をうわ言のように叫んでいた。

「あんっ……あんっ！」

「足りないだろ？」

　そう言われた途端に、蜜芽を摘ままれながらの律動が始まる。

「はぁああ！」

「もっと締まるな。一滴残らず飲み干せるだろ？」

「吉良ぁ……」

　身体がひくひくして、もはや快感に耐え切れないほどだった。

　秘玉を転がされながら抜き差しされ、蜜が溢れだす。

　すると、じゅぷじゅぷとはしたない水音が玄関に響いた。

　腰を使われて、肌と肌がぶつかる音が耳を犯す。

（私、もう吉良のものだわ）

　そう思いながら、明日香は蕩ける頭を夫のことで埋め尽くした。

「うっ……明日香」

　吉良も苦しくなってきたのか、明日香の手を握りながら抜き差しを始めた。

　その刹那、腹の奥深くで白濁は飛沫する。

「吉良ぁ……」

「明日香っ」

　ふたりの色香に染まった声は、玄関から廊下を通じてリビングまで響くようだった。

　そのまま、吉良が明日香に覆いかぶさってくる。

　棚に身を預けて互いに息を乱していると、明日香は彼の吐息と熱を感じながらも、まだ足りないと身体を強引に起こしていた。

「吉良。もっとちょうだい」

「ああ、そのつもりだ」

　明日香は振り向き、足に伝い落ちる精も構わずに吉良にキスをする。

「こんなところで続きはダメだ。今度はベッドに行くから」

　明日香は潤んだ瞳を向けながら、小さく頷いた。

　乱れた衣服のまま寝室まで向かうと、ベッドに押し倒される。

　今度は足を広げられ、秘丘を舐められた。

　今まで足を見せるのは嫌で、舐める行為は避けていたが、今は幸せな気分に満ちている。

「あぁっ……もっとして？」

「いくらでもする」

　ちゅぱちゅぱと音を立てて吸われ、明日香は身体を戦慄かせて五年ぶりの解放感のある快感に酔いしれた。

　蜜は溢れて止まらず、吉良の事だけしか考えられなくなる。

　舌先は膣の中をまさぐり、予測不能な動きに歓喜の声が上がってしまう。

「んっ！」

　身体を震わせながら、明日香は幸せに満たされて身体を震わせた。






　第五章






「ここはまだ思い出せない？」

　吉良の寂しげな声を聞きながら、明日香は首を縦に振った。

「ごめんなさい。このカフェってそんなに特別なものとは思えなくて」

「まあいいや。改めて紹介するよ、店主をね」

「紹介……？」

　明日香は首を傾げる。

　よく晴れた日曜日で、出かけるには丁度良い日だった。

　あれ以来通院も始め、もう二カ月になる。

　ふたりの思い出を改めて作り直そうと計画され、ゆっくりとした日々を過ごしていた。

　もう離れていたり、ズレてしまうことはない。

　前にも訪れたビンテージ風のカフェは賑わいを見せており、吉良と明日香は少し待った後に店に入った。

　角の席に座ると、吉良はもう一度明日香に訊いてくる。

「覚えていないか？」

「ごめんなさい」

　水が運ばれてきて、吉良は男性とにこやかに会話を始めた。

　長身の男性は痩せ気味だが顔立ちは整っており、清潔感ある髪型で短髪に切り揃えられていた。切れ長の目も印象的で、誰もが目を留めてしまうような人だと思う。

「久しぶり。忙しいところ悪いんだけど」

　吉良が店主に声を掛ける。

「どうかしたか？」

　店主の静かな低音には、明日香もどきりとした。

「俺がこの店の開店の後押ししたこと、教えてやってくれないか？」

「ああ。了解」

　男性は忙しいにもかかわらず、トレイを抱えると、明日香を見てにこりと微笑んだ。

　微笑むと余計に俳優のような顔立ちになって、明日香は頬を赤らめる。

「この店が開けたのは、吉良のお陰なんだ。昔、奥さんにも話したけれど。確か事故で──」

「すみません」

　明日香は頭を下げる。

「いえ。無事でなによりです。吉良は初めて奥さんを連れてきた時、ここの店の開店に一役買ったことを説明したんです。奥さんも凄いって喜んでました」

　うーん、と首を傾げながらも、明日香はなんとなく頷く。

　開店資金を援助したとかそういうことなのだろうかと、まだいまいち要領を得ない。

　そんな様子に気が付いて、店主がにこりとまた微笑んだ。

「吉良が、俺が知り合いの伝手で店を作ってもらうように頼んだって言ったら、奥さんは目を伏せたんです」

「どうしてですか？」

「自分とは住む世界が違いますねって言ったんだと思います。確か、奥さんって失礼ですけど普通のＯＬやってましたよね」

「すみません。しかも、やる気もなく」

　明日香は洗いざらい話した。

　店主に隠していても、どうせ昔一度バレているのだ。

　少し恥ずかしい思い出だし、普通のＯＬと言われると悲しいものだが、仕事の出来る人間でもなかった。話の腰を折らない為にも黙っていることにする。

「それで、奥さんは自分じゃ釣り合わないんじゃありませんか？　と吉良に言ってました」

「……その辺りの記憶も曖昧だわ」

「だったら、ちゃんと思い出さないと。吉良もその時、奥さんがそんなことを気にしてると思ってなくて、思わず自慢していたんですよ。癖ですよね」

　店主は吉良をちらりと見て笑った。

　吉良はぶすっとして、目を伏せる。

　腕を組み、俺の話はそれ以上するなと言わんばかりだ。

　店主も察して、話を続ける。

「それで、吉良は初めて俺に相談してきたんです。奥さんのこと、本気になりそうだって」

「えっ……。だってお見合いの席で、確かひとめぼれって言ったような」

「それは吉良の口説き文句でね」

　くくっと店主の意地悪な笑みを聞きつつ、初めて知る事実に明日香は少しぶ然とする。

　その言葉を信じていたのに、本当はこのカフェでの出来事が原因だったなんて。

　もしも自分が吉良にすり寄っていたら、ぽいっと捨てられていたのだ。

　じろっと吉良を睨むと、悪びれることなくしれっとした顔をされる。

「奥さんの素直なところに惹かれたみたいで、単なる自慢話が口説き文句になっていって。吉良は奥さんにあれこれ自分の仕事をここで延々と説明したんです」

「そうなんですか……」

「そう。普段自慢話なんてしないのに、俺って凄いんですよ！　褒めてください！　って感じに、次から次へと──」

　吉良の手が店主の口を塞ぐ。

「もういいだろう。もういい」

「自分から言っておいて、それは昔から変わらないな、もう」

　吉良の手を払って仏頂面を作って笑うと、店主は業務に戻っていった。

「……なんだ、その顔は」

「いや、だって」

　振り返る彼に、明日香は口が塞がらなかった。

　まさか結婚前にそんなやり取りをして、それから結婚していたなんて。

「驚くことはないだろう。ひとめぼれは本当になったんだ」

「でも、最初は嘘をついてたんでしょう。なんて人」

　ふて腐れたように言うと、吉良は苦笑した。

「悪かったって。でも、俺がここでプロポーズしたことは変わらない。あの時の気持ちだって。だから、ここは俺にとっていつも大切な場所なんだ」

　吉良は大事そうに店内を見回していた。

　まさか、そんな場所だったなんて思わずに、忘れてしまった自分が情けない。

　そこは気付いていなくても、教えてほしかった。

　なぜ黙っていたのだろう。

「どうして、言ってくれなかったの？　私が気が付いてないの分かってたんでしょ？」

「だって……。覚えててほしいだろ。思い出せるならそうしてほしかった。あの時間が戻るなら、そうあってほしかったし、俺が後から教えるのは悔しかったんだ。自分で思い出してもらうためにも何も言いたくなかった」

　切なそうに言われて、明日香ははっとした。

　吉良は前にも教えてくれている。

　事故のあった場所、時間に戻りたい。答えを探している、と。

　そんな心境の最中で、この場所だけ『実は──』と教えるのはおかしな話だ。

　明日香は申し訳ない思いになり、吉良に頭を下げた。

「ごめんなさい。何もまだ思い出せないの」

「いいんだ。分かってたんだ。コーヒーと紅茶の好みの違いもずっと間違え続けていることにも、全然気が付かない。綺麗さっぱり、大事なことを忘れてる。でも、もうそのこともこだわっていられないからな」

「そうね」

　明日香は静かに頷いた。

　今はもっと大事なことがあると実感する。

　店主を呼び、ふたりでアイスミルクティーを頼むと、わずかに身体に変化が訪れたことに明日香は気が付いた。

「……？」

　妊娠したわけじゃない。

　ただ、身体がだるかったり、つわりのようにむかむかしたり、身体の拒否反応がほどけるように、妊娠の兆候のようなものが現れたような気がしたのだ。

　それまでは生理が遅れるだけで、他に何も起きたことなどなかった。とはいえ、生理が少し遅れるだけでいやなことばかりが頭を巡り、不安に満ちてしまったものではあるけれど。

　今は、妊娠かもしれない、そう思うだけでも幸せな気分になれる。

「吉良。少しお話があるんだけど」

「なんだ？」

「今晩、して？」

　吉良が真顔でこちらを見てくる。

　自らカフェでおねだりするなんて、自分だって恥ずかしい。

　もちろん、吉良とは毎晩のように抱き合っているので、今更おねだりする必要もないだろう。

　でも、自分からおねだりする意味を吉良に分かってほしいのだ。

　吉良はおいでおいでと手招きした。

　身を寄せると、甘い声で彼は囁いてくる。

「今日、もしかして……そういう日なのか？」

「わかるの？」

「ああ、まあな。わかった。じゃあ、俺も頑張る」

　耳元で言われて、明日香は頬を赤らめた。

　くすぐったい滑らかな低音で、今晩のエッチについて真面目に語られた。

「吉良」

　お返しにと、明日香も手招きする。

「なんだ？」

　耳を向けてくるので、明日香はそっと小声で呟く。

「好き」

「俺もだよ。大好きだ」

　ふたりで言い合うと、店主がミルクティーを持って現れた。

「仲良しですねえ。うらやましい」

　恥ずかしいところを見られたとすぐに身体を離すが、吉良はテーブルの下で明日香の足と自身の足を絡ませてくる。

　上目で恥ずかしいことをアピールすると、吉良はくくっと満足げに笑った。





　　　　◇◇◇






「やぁっ……。そこばっかり！」

「ここを丁寧にほぐさないといけないだろ？」

　ダイニングテーブルの上で、明日香は淫らに足を広げていた。

　傷のことも忘れ、恥ずかしい恰好をさせられているのに、心地よさに酔いしれている。

　さっきまで存分にキスをされ、頭の中が蕩けて準備万端だったというのに、吉良はいつもの場所じゃダメと言って、ダイニングテーブルの上に押し倒してきたのだ。

　すぐに全部脱がされ、途端に秘部を丁寧に舐められる。

　がくがくと震える足は自ら押さえておけと命じられて、明日香は羞恥と戦いながら彼に従った。

「もうっ……だめぇ」

「蜜が溢れてる。感じまくってるね」

「だって、今日……ここで食事して……明日だって！」

「そう、美味しい子は食べられるんだ」

「吉良……ぁ」

　蕩ける頭で吉良を止めようとするが、ちゅばちゅばと吸われて舐められると力が出なかった。しかも、さっきから蜜芽を重点的に舐められて腰ががくがくと震えてしまっているのだ。

　ちゅっとまた音が立つと、明日香は甘い声をあげてしまう。

「あっあぁ！」

「しっかり押さえて？　閉じてきた」

　ぐっと内股から支えられて、明日香は身体を戦慄かせる。

　蜜を吸われるとたまらずに脱力して仰け反った。

　足を押さえる余裕もなくだらりと下肢を垂らすと、吉良は黙って蜜玉を舌先で捏ね始めた。

「うぁ……あっぁあ……」

「イキそうだろう？」

「ダメ……もう……頭の中、何も考えられない」

「俺のことも？」

「吉良のことしか……んんっ！」

　くちゅっと舌を動かされ、内壁を舌が這う。すると、明日香はひくんと大きく身体を震わせた。

　わずかなことだったのに、今日は身体中が鋭敏に反応している。

　まるで、その日がきたとばかりに吉良の体温に反応して蜜がたっぷりと溢れだし、熱を待ち焦がれている。

　舌先で丁寧に内壁を擦りあげられると、腰が震えて止まらなかった。

　うわ言のように吉良の名前を呼びながら、腹の奥が切ない疼きでいっぱいになっている。

　舌が引き抜かれると、今度は指が二本侵入してきた。

　吉良が明日香の様子を見ながら、指を抜き差しした。

「凄い、中で絡んでくる」

「はあぁ……あぁ……だって、もう欲しくてたまらないんだもの」

「でも、まだだよ。もしかしたら、これで子作りはしばらくおあずけになるかもしれないんだからさ」

「でもぉ」

　甘えた声でおねだりしてみるが、吉良は許してくれなかった。

　そのまま弱い部分を擦られて、明日香の腰がまた小刻みに震えだす。

　腹の奥の疼きがより一層強くなり、明日香はたまらずまた懇願してしまう。

「もうだめっ。おかしくなりそう！」

「それでもいいよ。俺のことしか考えられない世界なんて素敵だ」

　吉良の満足気な言葉を聞いて、明日香は「もう」と呆れそうになる。

　でも今だけは、明日香は完全に吉良のものだ。

　蜜道の中をめちゃくちゃに掻き混ぜられるほど、彼の手をどんどん汚していく。

　卑猥な水音をリビングに広げるのに飽きると、たわわなふたつの果実に吉良の手が覆いかぶさった。

「やぁあ！　変になっちゃう！」

　明日香の声が響く。

「いつもより敏感だ」

　先端をくにくにと圧し潰され、膣の中をめちゃくちゃに掻き混ぜられる。

　途端にまた果てていた。

　息を乱していると、ぼんやりとしてしまい何も考えられない。

（まな板の上の鯉……）

　思わず自分の姿をそんなふうに例えると、吉良はスラックスをくつろげた。

　そして、男根を引き抜くと、身体を抱え起こして抱き寄せてくる。

　吉良は立ったまま、そそり立つ熱を蜜口に押し込んできた。

「……っああ！」

　一気に貫かれて、明日香はくらりとした。

　腹の奥に当たる熱が今まで以上にアツく感じて、動く度に身体中を揺さぶられる。

　腹の奥で猛りがひくひくと蠢き、同じようにして、切ない思いが込み上げる。

「いつもより、凄く吉良を感じる。あつくて、身体全て、奥まで支配されてて、嬉しい……」

　明日香は朦朧とした頭でそんなことを口走っていた。

　吉良の歪んだ想いを受けとめたくてたまらず、胸にこみ上げてくるものがあるのだ。

「ああ、凄い締めてる」

　吉良も切なそうな声を出しながら、奥を突き上げてきた。

　もう明日香に余裕はなかった。

　吉良の色気ある吐息を聞いていると、どんどん陶酔していくようだった。まるで吉良とひとつになっていくような錯覚に、明日香は蕩けてしまう想いになる。

「今日はたくさんして？」

　おねだりするようにして見上げると、吉良は小さく頷いた。

　そのまま律動が速くなると、腰を使われて明日香も余裕なく喘いだ。

　腹の奥がきゅっと締まり、隘路が男根を思い切り咥えた。

　その途端に、吉良は「うっ」と声をあげる。

　すると、奥を思い切り突き上げられた。

「あぁっ……あぁあ！」

「明日香……」

　その呟きと共に腹の奥は精で満たされた。

　下肢を精が伝い落ち、たっぷりと注がれ続ける。

「んんっ」

　ひくひくと身体を震わせながら、明日香は吉良と共に果ててしまう。

　互いにダイニングテーブルの上で寝転んでしまうと、息を切らして抱き合った。

「吉良……たりないわ」

「当たり前だろ」

　明日香は火照る身体と疼く想いを抱きながら、ダイニングテーブルから下りて自ら腰を突き出す。

　下肢は精で汚れて、部屋もむせかえるような匂いに満たされていた。

　するっと尻を撫でる吉良は、蜜を拭うように蜜口までいじくってくる。

「あっ！」

　明日香は身体を震わせながら、潤んだ瞳で物欲しげに強請った。

　振り向いて足を広げ、蜜口を強引に自身の手で押し広げる。

「早く、して？」

「今日の明日香はいやらしくて、可愛い」

「おかしいの……。身体中が吉良が欲しいって言ってるみたいに、ジンジンする」

「そういう日なんだろ」

　吉良はそう言うと、明日香の手を握り、男根を挿入した。

　ゆっくりと入ってくるそれに明日香は息を荒げる。

　一度果てたところにもう一度熱があたり、快楽の熱が呼び覚まされた。

　明日香は腰を震わせ、いやらしく喘いだ。

「あっああ！」

「かなり締める……くぅ」

　吉良の余裕のない声を聞いて、明日香ははっとした。

　猛りがさらに膨張し、最奥で勢いを増している。

　その刹那、もう一度白濁が腹の奥で飛散する。

「あっぅ」

　明日香は熱を受けて息を切らせると、吉良に抱きかかえられた。

「明日香、まだ足りないだろ？」

「うん……もっと、もっとして……？」

　明日香のとろんとした目は吉良のことしか見えていなかった。






　エピローグ






　それから二年後、明日香は無事に妊娠し、産婦人科に通っていた。

　妊娠が判明し、すぐに産婦人科に駆け込んだ。

　無事に胎内受精していることを確認し、それから更に妊娠が確定する二週間後にもう一度病院に足を向けると、エコー画面には卵のようなものから、赤ちゃんへと育っているのが映っていた。

　明日香は涙が出るような嬉しい思いで健診を受ける。しかし内心は毎回不安だった。

　いつ、お腹の子が流れてしまうのか──子供ができたことで生じる不安に、明日香は自嘲気味に笑う。とはいえ、傍には吉良がいる。それだけで、安心できた。

「吉良。今日はベビー用品見に行かない？」

「いいけど、身体に負担ないか？」

　吉良は英字新聞を広げながら、ソファでくつろいでいた。

　最近は海外マーケットも視野に入れたいらしく、情報収集に余念がない。

　日本での基盤をもとに、海外にも野菜の宅配をしてみようという試みは吉良の提案らしい。

　だが、まだ会議で決議されることなく、吉良も仕事に忙しい日々だ。

「負担はないわ、大丈夫」

「でもさ、先生も言ってたろ。慎重を欠いた行動をしないようにって」

「そうだけど！　大丈夫よ」

　明日香は根拠のない自信に満ちていた。

　なぜかはわからないが、以前と違って幸せな気分と前向きな気持ちでいっぱいなのだ。

　勿論、不安もある。

　でも今はベビー用品を買って、新しい命を出迎えたい想いでいっぱいだ。

「いいけど──。ちょっと今度の日曜日は仕事がある」

「えっ……」

　明日香は持っていたコーヒーを落としそうになった。

　今まで休日出勤はしないことに決めていたのに、突然の再開に心が掻き乱されてしまう。

「いや、まあ、ほんのちょっと用があるだけだから、明日香は家にいてくれ」

「でも……」

「まあ、待っててくれ」

　そう言われて、明日香はしょぼんとした。

　五年前のことは解決したつもりだが、自分より仕事だと言われることには慣れないようだ。

　それに、最近の吉良は家に持ち帰ってくる仕事も忙しそうで、妊娠とともに心が離れてしまったのかと思ってしまう。

「よしっ。じゃあ、お茶にしようか。休憩だ」

　新聞を畳むと、吉良は嬉しそうに明日香に向かって手招きする。

　ノンカフェインのコーヒーと紅茶を手にして、吉良の隣に座った。

　もうお腹も目立ち、安定期に入っているのだがまだ気持ちは落ち着かない。

　吉良はすりすりと腹を撫でて幸せそうだ。

　明日香は一抹の不安を覚えつつ、コーヒーを口に含んだ。





　　　　◇◇◇






「じゃあ、行ってきます。家にいろよ」

「資料取りに行くだけでしょ？　待ってる」

「行ってきます」

「行ってらっしゃい」

　明日香は手を振って見送ると、ソファにごろ寝した。

　ゆったりしたロングスカートを履いて、白の無地のＴシャツを着ている。

　妊娠して以来、化粧気もなくなり、吉良はとうとう自分を嫌いになったかと明日香は涙を溢れさせそうになった。

（また仕事仕事の毎日に戻るのかしら）

　ぼんやり考えていると、ピンポンとインターフォンが鳴った。

　誰だろうと見てみれば、吉良だ。

　念のために出るかとインターフォン越しに話し掛けた。

「忘れ物？」

「ああ、大事なものを忘れた。ドアを開けてくれ」

「もう、移動も大変なんだから」

　ぶつくさ言いながら扉を開けた途端に、明日香の目の前に大きな花束が現れた。

「おめでとうございます！」

　聞いたことのない声に明日香は首を傾げて、花束をどけた。

　すると赤い縁の眼鏡を掛けた、若い美人な女性が自分を見つめている。

「どちら……さま？」

「はじめまして。神宮寺役員の秘書をしております。若松です！　今日は妊娠のお祝いに！」

　若松と名乗る女性を筆頭に、ぞろぞろと見知らぬ人達が玄関前にいる。

「えっ！」

　吉良を探すと、ひょこっと人垣の後ろから現れ、明日香の傍に来てくれた。

　何事かと思って戸惑っていると、吉良は軽く咳払いをする。

「会社の部下達と、明日香の妊娠をお祝いする算段を練ってた。海外進出は嘘だよ」

「えっ!?」

「各自プレゼントしたいものがあるといって、連絡を取り合っていたんだ。産後のことも教えてくれたり、色々と情報も集めててね」

　吉良は真面目に言うが、明日香ははっと気が付いた。

　そして頬を真っ赤にして、吉良の後ろに隠れる。

（不妊治療のこと、ここに来た人達には相談してたってこと？）

　人望が厚いのは嬉しいが、妻としては複雑だ。

　セックスだの精子だの卵子だの、かなり突っ込んだことを話すのには抵抗がある。

　何を相談していたかはわからないが、夫婦の営みがバレバレな気分は否めない。

「吉良。嬉しいけど、ちょっと恥ずかしいわ」

「そうか？」

　吉良はしれっと言う。

　このもどかしい思いをどう伝えれば良いかと考えていると、若松が率先してプレゼントを集め、吉良にどっかりと渡した。

「それでは、私達はこれで。失礼します」

　若松のはきはきした言葉にはっとして、明日香は慌てて陰から飛び出し、頭を下げた。

「ありがとうございます」

「いえ、神宮寺役員が嬉しそうで、皆幸せなんです。奥様もお体大事になさってください」

　若松は会釈をするとさっさと帰っていく。

　乗合のように車にそれぞれ乗ると、ささっと散って帰ってしまった。

「行っちゃった。家に上がっていってもらえば良かった」

　明日香は若い眼鏡の女性を思いながら、ぼんやりと言う。

「いや、いいんだ。皆でお祝いしたいって言い出して、明日香の負担にならない程度に驚かせたいって計画だったから」

　吉良が言うと、明日香はぶわっと涙を滲ませた。

　妊娠してから涙腺が緩くなっている。

「ありがとう。今日、ちょっと不安だったの。また忙しくなるんじゃないかって」

「そんなことしたら、若松に怒られる。俺の秘書で赤い縁の眼鏡の若い女性な？」

「あの人ね……」

　自然と若松に対して嫉妬は芽生えなかった。

　彼女が吉良を支えてくれているような気がしたし、仕事に夢中な姿が目に浮かぶ。

　それに、自分のところに来てとても満足そうにしていたのも印象深い。

「じゃあ、家の中に入って、プレゼントを見てみるか。俺にも内緒なんだ」

　そう言うと、明日香の肩を抱く吉良は家の中へと誘った。





　　　　◇◇◇






　──それから、一年後。

　明日香は慣れない育児に追われて、くらりとしながらソファにもたれていた。

　産まれてきた子は女の子で、『あかり』という名前だ。

　ただ、あかりはあまり寝ない子で、明日香の睡眠不足が続いていた。

「吉良。ちょっとお昼寝したいの」

　明日香が書斎にいる吉良を呼ぶと、最愛の夫は二階からニコニコ顔で下りてきて、あかりを抱き上げた。

「俺が見るとあかりはまだ嫌がるな。凄い泣かれる」

「吉良は育休まで取って傍にいてくれるのに」

　明日香はがっくりし、ちっとも休めない日々に嘆きたい思いになる。

　しかし、嬉しそうにあかりを抱き、頬ずりして、変な顔をする吉良を見ているとこっちまで楽しくなっていた。

　今はご機嫌なあかりだが、どういうわけか、一定時間しかこのご機嫌タイムは保てない。

　吉良が言うには、まだ父親として認めてもらってないのかも、とのことだ。

　明日香はぐったりしながら、寝室に向かい束の間の睡眠をとった。

　夢の中にあかりが出てきて、なぜか言葉を発している。

『ママ。パパ。大好き』

　幸せな夢だと思いつつ、明日香の耳に飛び込んできたのは泣き声だった。

　吉良は動じることなく対処するだろうが、なぜか落ち着いて眠ることが出来ない。

　そわそわしながら起きると、明日香は階下に下りて吉良の傍に向かった。

「どうかしたの？」

　目を擦りながら、彼に訊いた。

「ごめん、お腹空いたみたいだ。俺から母乳出ればいいのにな」

「吉良からは出ないから」

　あかりを抱きしめつつ、ソファに腰掛ける。

　すぐに授乳を始めると、半分寝そうになった。抱き寄せてくれる隣に座る吉良の肩を借りて、そのままもたれた。彼の体温と、あかりの温もりを感じて、ふわふわした心地のまま、明日香は授乳したまま、いつの間にか眠ってしまった。

　不満はあっても、幸せな三人だけの時間に浸って。





了　　　　　
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　あとがき






　今作『静穏を望む元ＯＬ妻は、ヤンデレ夫の献身に蕩かされる』を手にして最後まで読んで頂きありがとうございます。

　まず、楽しめていただけましたでしょうか？　勿論、テーマが不妊とか記憶障害とか、交通事故とか、重いものを扱っているので軽い気持ちのお話ではないのですが、一気に読めた！　みたいな感覚があれば嬉しいです。

　まだ私には読ませる力はないかもしれませんが、今回は現代ものということでかなり自分を投影してみたり、夫婦とは？　とか子供を授かることって結局なんだろうなあ？　とか、色々と掘り下げて考えて書きました。

　悲しいことに、これを書いている時に痛ましい交通事故が多発していた為、他人ごとのように書いてはいけないことだと思わされました。

　最初に編集さんとお話をした時は、現代ものでお願いします！　と言われて、ヤンデレ夫でも書きたいなと思って始めたのですが、プロット案お送りすると、子供について深く掘り下げてほしいとなって、改稿すると、記憶障害のこととか、交通事故のこととか、もっと深く掘り下げてくださいとなり。不妊であっても、セックスで夫はなぜ避妊をしないのか、なぜ妻は無条件に受け入れるのか──と深く深く掘り下げて考えてくださいと指示を受け、書きました。

　だから、足りないところがあるような気もするし、多分原稿を一週間ぐらい寝かせて読み返したら、修正するところが出るかもしれません。

　なぜ悩むかといえば、自分であっても、妊娠は難しい問題だと思っているからです。

　子供欲しいし、エッチするだけでしょ！　と割り切れるのは初産の時、新婚ほやほやの時だけで（我が家の場合はです）。子供が出来ないことの悩み、というのは個々人違うと思います。

　我が家は二人目不妊に該当すると思うのですが、最終的には何もせず、悩むことも止め、娘を大切に育てようと決めました。でも、それまでには短い期間ではありますが、葛藤もありましたし、流産も経験しました。二人目がどうしても欲しいなら、痩せることも条件ですし、検査しなくてはいけないと知り、色々説明を受けているうちに、私は挫折しました。

　簡単には痩せられないし、それに、今の生活に不満がないし、ひとりでも育児は大変で。

　今回のお話はそんな私のほんの少しのやりきれない想いもあるかもしれません。

　長くなりましたが、幸せは自分の内側から湧き出るもの。大切にしたいです。

　では関係者の皆様、担当編集さま、イラストを担当して下さった蘭あららぎ蒼そう史し先生、読者さま、ありがとうございました。

　またどこかでお会い出来る日を楽しみにしています。





　二〇一九年七月吉日




如月きさらぎ一いっ花か








トパーズノベルス

同時配信二〇一九年七月二六日配信予定
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王太子の穢れなき求婚


【書下ろし・イラスト十枚入り】







　著作：ツヅキ

　イラスト：南香かをり







　「あなたが手に入るなら全てを捨てても構わない。さぁ、あなたのもっと最奥で私を感じて──」







　　母の溺愛により嫁き遅れた王女サラは、母の死以降いくつも遺産目的の縁談がきて困っていた。だが、隣国の若き王太子ウリセスと偶然出会い、遺産の保護と引き換えに求婚される。年齢差にためらうも彼の独占欲にサラは蕩けていき……！








トパーズノベルス

近日配信二〇一九年八月三〇日配信予定







婚前交渉禁止！　……なのに出産を求められています。


【書下ろし・イラスト八枚入り】




　著作：御子柴くれは　　イラスト：上原た壱







　「俺の子供を産んでほしい」なのに婚前交渉は禁止!?　波瀾万丈の仮新婚生活が始まる！







　　　家なし職なし彼氏なしの楓は健康だけが取り柄。職安から出てきたところを逢坂に「俺の子供を産んで欲しい」と声をかけられる。驚く楓だったが、行き場もなく流されるように隆司との仮新婚生活を送ることに……！








元カレ社長と秘密の契約結婚


【書下ろし・イラスト七枚入り】




　著作：沙布らぶ　　イラスト：夜咲こん







　再会初日に契約結婚!?　元カレは、大企業の社長になっていて──







　　　ある事情で会社を辞めた満みつ井い杏きょう香かは、再会した元カレの時とき任とう貴たか順のぶと「結婚」をすることになった。だが、その結婚はワケありで、実は籍も入れていない。ストーカーに追われる杏香に手を差し伸べてくれた貴順は、絶えず杏香に愛を囁くが……。
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